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最後の一夜のはずが、愛の証を身ごもりました

～トツキトオカの切愛夫婦事情～











ラッカリュウスイの一夜の奇跡




　四月下旬の木曜日、午後六時のドラッグストアにて。

　どことなく気まずい雰囲気が漂うように感じる棚の前に立つ私は、そこに並ぶ商品ではなくスマホの画面を凝視している。映し出されているのはアプリのカレンダー、しかも三月だ。

　毎月来るべきはずのものが来ていない。最後に来たのはいつだっけ？と、普段はあまり気にしていない日にちを、必死に記憶を遡らせて確認している。ちなみに、こうするのは本日三度目。

「……やっぱり遅れてる、よね」

　何度確認しても結果は同じで、ついボソッとひとりごちた。幸い、周りには誰もいない。

　もうとっくに生理になっていていいはずなのに、予定日から一週間は経っている。やはりこれを買うしかないようだ。

　一度天を仰ぎ、はあ、と大きなため息を吐き出した。信じられない気持ちと、どうしようという不安でいっぱいだが、とにかくはっきりさせなければいけない。

　緊張しつつも覚悟を決め、妊娠検査薬を初めて手に取った。




　私は一年前、二十四歳で政略結婚をし、松まつ岡おか一ひと絵えから畔あぜ上がみ一絵になった。家族や同僚から「そろそろ子供は？」と聞かれることが多くなってきたし、結婚の次に望まれるのは跡継ぎだろうと自分でも思う。

　しかし私たち夫婦は約一年、そういう行為はおろか寝室も別で、夜の営みとはまったく無縁の生活を送ってきた。

　夫は食事と睡眠をとるためだけに帰宅し、私は彼が仕事に専念できるように家事をする。そんな状態だったので、妻というより家政婦と呼ぶほうが合っていたのだ。

　――数週間前までは。

『一絵……忘れるなよ、俺に抱かれたこと』

　忘れられるはずがない。あの甘くて切ない一夜を。

　彼と身体を重ねるのは、それが最初で最後になるはずだった。だから彼の体温も、吐息交じりの囁き声も、特別な微笑みも、私の五感すべてに刻んだ。

　それなのにまさか、思い出以上に大切なものが私の中に残るなんて。

　帰宅したマンションのトイレから出た私は、しばらく細長いスティックを持ったまま動けずにいる。

　小さな四角い窓に、くっきりと浮かぶ縦線。現実をまざまざと突きつけてくるそれを見下ろして、私は途方に暮れた。

　愛する人との子供を授かるのは、奇跡的でとても幸せなことだけれど、素直に喜んでいいのだろうか。

　私たちは、離婚すると決めたのに――。










一度だけと望んだ一カ月




　開放感のある大きな窓から、幻想的で美しい夜景が広がる、高層マンション二十五階の一室。ふたりでは余裕がありすぎるダイニングテーブルに、私は緊張して座っている。

　ふわりとしたボブの髪を耳にかけ、小さく深呼吸すると、向かい合って座る旦那様に一枚の用紙とペンを差し出した。

「慧けいさん、こちらにサインしていただけますか？」

　意を決して仕事の書類のように渡したそれには、緑色の文字で〝離婚届〟と記されている。私はすでに記入してあり、彼のほうもこれからすぐに埋めるだろう。

　この話を切り出すのを四月二日の今日にしたのは、嘘や冗談だと思われないようにするためだ。

　目の前の彼は切れ長の瞳で用紙を見つめたあと、特に動揺した様子はなくゆっくりこちらに目線を上げた。

　緩くうねるミディアムヘアに、中性的でありつつもクールな男性らしさを感じる顔立ち、そこはかとなく醸し出す余裕と冷静さ。確実に世の女性を惹きつける魅力的な彼に見つめられると、もれなく私も胸がざわめく。

「俺との生活に嫌気が差したか」

　特別感情がこもっているわけでもない声を投げかけられ、私はぷるぷると首を横に振る。

　私は結婚する前から彼に憧れていた。政略的とはいえ、好意を抱く人と夫婦として暮らすのは決して嫌ではなかった。

　ただ、私だけが恋心を抱いている同居生活は、これ以上続けてもきっと意味がない。想いが膨らむほどつらくなるのがわかりきっているから、そうなる前に終わらせたいと思ったのだ。

「慧さんが社長に就任されて一年が経ちますが、事業も円滑に進んでいますし、私の役目は終わったも同然かと」

　平静なフリをしてそう言いながらも、やはり心の奥では寂しさを感じて瞼を伏せた。

　今はまだ夫である畔上慧は、約一年前に私たちが勤めるインターネット広告制作会社『ジョインプレッション』の新社長に就任した。

　私との結婚は、その地位につくための条件のひとつにすぎなかった。それが達成された今、私はすでにお役御免のはずだ。

「俺は君を必要としているが」

　さらりとそんなひとことを口にされ、私はふっと目線を上げる。

「一絵がいることで、俺は仕事に集中できる。いてもらうに越したことはない。そもそも一年足らずで離婚なんて、松岡社長が許さないだろう」

　ドキリとしたのはつかの間で、彼が必要としているのは〝自分の代わりに家事をこなす妻〟なのだと理解してやや肩を落とした。うっかり期待してしまった自分が恨めしい。

　彼の言う松岡社長とは、ジョインプレッションの親会社である大手インターネット会社『エムベーシック』の社長で、私の父だ。確かに父は、事業に関しては柔軟なのに、男女関係に関してはザ・昭和な考え方の人だから、簡単には首を縦に振らないかもしれない。

　しかし私の性格をよく知っていて、最終的には私の気持ちを尊重してくれるのもまた両親なのだ。

　訝いぶかしげにしている慧さんに、控えめな笑みを向ける。

「父は〝一度やってみてダメなら考えろ〟っていうスタンスなので、わりと納得してもらえるんじゃないかと思っています。私は昔から両親の言いつけに反発してばかりでしたが、結局はやりたいようにさせてもらっていましたし、今回のワガママもきっと説得すれば大丈夫ですよ」

　私は一応社長令嬢だが、周りからは冗談だろと思われているくらいまったくセレブ感のない女だ。顔立ちもどちらかと言えば素朴で、目力があるとは言われるが、はっとするような美人ではない。

　昔から両親に与えられる高級な洋服にも食べ物にも興味がなく、安物でも自分が好みのものがあればそれを選んできた。

　進学や就職も同様で、とにかく自分が行きたい道を突き進み、今は大好きなグラフィックデザイナーの仕事をしている。

　ただ、この結婚に関しては別だった。だって、選ばれたお見合い相手が慧さんだったんだもの。憧れの人との結婚話なら喜んで受け入れられた。

　これまで反発してばかりだった私がすんなり了承したものだから、両親は気味悪がっていたっけ。結局、こうして別れを選んでしまったけれど。

「会社では別姓ですし、周囲の人にはあえて言わなければ気づかれないと思います。もともと皆の前で夫婦らしいことはしていませんしね」

「……そんなに離婚したいのか」

　乾いた笑いをこぼす私に、表情は変わらないがどことなく覇気のない声がかけられた。少しでも寂しいと感じてくれていたらいいな、なんて都合よく捉えながら小さく頷く。

「まっさらにして、新しい生活を始めたいんです。両親への説得や引っ越しなどを考慮して、余裕を持って一カ月後くらいには」

　どうせもうあとには引けないのだと開き直って我がを通し、離婚までの具体的な期限を告げる。

　彼はしばし思案したあと、「わかった」と承諾してペンを取った。

　右肩上がりの整った字が書かれていくのを眺めながら、物寂しい気持ちで結婚に至った経緯を思い返す。

　マーケティング部の部長を務めていた慧さんが、三十一歳にして一気に社長の座についたのは、わが社では異例の出来事だった。

　しかも、当時はやや業績が低迷していた頃。そんなときに行われた大胆な人事には、全社員が驚いた。

　これを実行したのは、他ならぬ私の父である。

　ジョインプレッションの前社長が退職することになり、父は自分の目利きで次のポストに最適な人間を探していた。そのときに目をつけたのが、以前から有能さを買っていた慧さんだ。

　彼は頭が切れて、決して傲慢ではないが自分に自信を持っているのがわかる、堂々とした人。決断力にも優れていて、部長にしておくのはもったいないと、周りの社員もよく口にしていた。

　父は何度も彼と会って経営の話をしていたらしい。『もし社長になれたら君はなにをする？』という問いをしたところ、慧さんが明確なビジョンと戦略案を返してきたので惚れ込んだのだそう。

　そこで父は彼に昇進の話を持ちかけると同時に、あろうことか私を嫁がせようと考えた。つまり、〝社長にしてあげるから娘と結婚してやってくれ〟と交換条件を出したわけだ。

　信頼の置ける慧さんに私を嫁がせて安心したかったのだろうが、どちらも父にとって好都合な条件でしかないじゃないか、と今思い出しても呆れる。要領がいいというか、悪知恵が働くというか……。

　ところが、慧さんも経営のトップには興味があったそうで、意外にも父の出した条件を受け入れて今に至る。

　結婚話が浮上してすぐに私たちは入籍し、慧さんも望み通りの地位についた。

　彼がもともと持っていた手腕はさすがで、落ち込み気味だった業績をこの一年の間で急速に回復させつつある。

　社長に就任した当初は、松岡社長の娘と結婚したおかげだと陰口を叩く社員もいたようだが、今は皆、彼の実力を認めているはずだ。

　ただ私に対しては、慧さんが社長になるための駒のひとつにされているにすぎないと思っている人はいまだに多いだろう。

　実際、慧さん本人からもきっぱりと告げられている。形式的に設もうけられたお見合いの席で、『この結婚はビジネスだ。君を愛せる保証はないが、それでもいいのか』と。

　彼はざっくばらんな物言いをする人で、穏やかで優しいタイプではない。絶対にモテるはずなのに女性関係の噂も聞いたことがないし、おそらく女性に対してもシビアなのだと思う。

　お見合いのときもそのイメージ通りだったのだけど、最初にそう断言されたからこそ、私も過度な期待はせずに割り切って結婚を承諾できた。

　奇跡的に愛が生まれる可能性はなきにしもあらずだが、それは超ラッキーなことで、ただ彼と生活を共にしてみたいという好奇心が満たされればいいのだと。

　一年の間に、夢のような結婚式もしたし毎日一緒に食事もした。仕事中は隙のない社長様のプライベートな緩い姿を堪能したり、会社では近寄りがたい雰囲気の彼がくだらない会話に付き合ってくれて笑い合ったりもした。

　愛されなくても幸せを感じられたから、私は決して後悔していない。彼と過ごしたふたりきりの時間が、とても貴重でかけがえのないものだったのは確かだ。

　ただ最後にひとつだけ、どうしても慧さんに頼みたいことがある。

　これまで自分の気持ちは封印して、彼の邪魔をせず彼のために献身的な妻でいようと努力してきた。『夫を立てて三歩後ろを歩くような〝古きよき妻〟でいなさい』と両親から口酸っぱく言われてきたから。

　料理は母から問答無用で教えられて、なるべく手作りを心がけているし、掃除の知恵も叩き込まれたので、部屋は常に綺麗に保っている。

　しかし離婚を決意した今、もういい妻でいる必要もなくなる。だからこそできる頼みだ。

　彼が離婚届に記入し終わり、なにかを考えているような面持ちで静かにペンを置いたタイミングで口を開く。

「離婚する前にひとつだけ、お願いがあります」

　慧さんは私を一瞥し、「なに？」と言ってグラスに手を伸ばす。

「私を抱いてください」

　意を決して告げた瞬間、慧さんが「ごふっ」とむせてグラスをドンッとテーブルに置いた。こんなに動揺する彼は初めて見るので、ちょっと面白い。

　軽く咳き込んだ彼は、得体の知れないものに対するような目でこちらを見てくる。

「お前……言っていることがめちゃくちゃだぞ。俺と離れたいのかくっつきたいのか、どっちなんだ」

　普段は〝君〟と呼ぶのに、口調が少々荒っぽくなっているところからしてだいぶ動揺しているらしい。

　本音はくっついていたいんですよ、と心の中で物申しつつ、半分建前の理由を口にする。

「今後を考えると、この歳で男性経験がないのは困るなと思って。バツイチで処女っていうのもおかしいし」

「……処女」

　やや意外そうな顔で繰り返され、気まずさと恥ずかしさでつい目を逸らした。そういえば、慧さんとこんな赤裸々な話をしたことはない。

「変に古風な両親に『結婚するまで純潔を守れ』としつけられてきたせいで、誰ともそういう関係にならなかったんです。付き合ったことはあっても、その教えに逆らうほど盲目になった人はいませんでした」

　もしも本気の恋をしていたら、時代錯誤な両親の教えなど聞かずに身体を重ねていただろう。しかし生あい憎にく、そんなに惚れ込む相手とは出会わなかった。

　唯一、慧さんを除いて。

　一度でいいから好きな人に抱かれてみたい――そう思うほど惹かれたのはこの人だけ。夫婦生活を送っているうちに、想いは強くなる一方だった。

「だから、夫婦でいるうちにあなたに抱いてもらいたいんです。こんなこと頼めるの、慧さんだけなので」

　慧さんが私を愛していないのはわかりきっているから、淡々と上辺だけの言葉しか口にしないが、心臓はバクバクと脈打っている。

　自分勝手なこの願いを聞き入れてもらえるだろうか……と、緊張と不安で太ももに置いた手をぐっと握ったときだ。

「断る」

　厳しい顔をした彼にきっぱりと拒否され、私はしゅんと肩を落とす。

　夫婦生活を送る中で、慧さんは厳しいだけでなくわりと寛大なところもある人だと気づいたのだけど、こんな破廉恥な頼みはやっぱり無理があるか。

「……処女は面倒ですか」

「よくそう聞くが、そんなことを抜かす男の気が知れないな」

　彼は腕組みをして〝くだらない〟と言うように素っ気なく放った。

　処女であることがネックではないとすると……と考え、さらにずーんと落ち込む。

「じゃあ……私に魅力がないと」

「一絵のことはちゃんと女として、妻として見ている」

　意外な言葉が返ってきて、ほんの少し救われた気分で目線を上げた。慧さんにとって、私はまったく眼中にない存在というわけではなかったらしい。

　彼は少し困ったように眉根を寄せ、私と目を合わさずに続ける。

「そうじゃなくて、好きな男としたほうがいいってことだ。初めてならなおさら――」

「慧さんがいいんです」

〝好きな男〟に反応して、つい言葉を遮ってしまった。力強く言い切る私に目線を戻した彼は、やや面食らった表情をしている。

「部長だった頃から上司としても信頼していましたし、あなたとだからここまでなんの問題もなくやってこられたんだと思います。相手が他の誰かだったら、結婚自体していませんでした」

　こんな気持ちを打ち明けるのも初めてだ。この一年間で彼と交わしたのは本当にたわいのない会話ばかりで、深い話はほとんどしてこなかったのだと思い知る。

　だからこそ、今から残りの一カ月は遠慮せずに、自然体で接したい。

「せめて最後に、夫婦らしいことをしたいんです」

　告白する代わりにそう伝えるも、抱かれたくて必死になっているような自分が恥ずかしくなってくる。私だけでなく、慧さんの気持ちだって考えなければいけないのに。

「すみません、自分の気持ちばかり押しつけて」と、俯うつむき気味になって反省した。

　黙って聞いていた彼は、小さく息を吐きながらテーブルに両肘をつき、どこか力が抜けたような調子で口を開く。

「……君にそこまでの意思があったとはね。ただ義務的に結婚しただけなんだろうと思っていた。家事は完璧にこなしても、俺と距離を縮めようとはしてこなかったから」

　その言葉にピクリと反応し、私はちょっぴり頬を膨らませた。

　距離を縮めたい願望はありまくりだったけれど、慧さんは会社ほどではなくとも壁を作っている感じがして踏み込めなかったんですよ。邪魔になったらと思うと怖かったし。

　彼のほうも、もう少し歩み寄る姿勢を見せてくれていたら、違う今があったかもしれないのに。

　この際だからちょっとした不満もぶつけてしまえと、気が大きくなった自分に後押しされる。

「それを言うなら慧さんだって。完全に仕事人間で、家族サービスならぬ妻サービスとは無縁だったじゃないですか。まあ、別に期待していたわけではなかったですけど……そんなのいいんですけど、全然」

「してほしかったんだな」

　慧さんは確信した様子で苦笑を漏らした。そして頬杖をつき、穏やかな瞳でこちらを見つめてくる。

「一絵って、案外中身も可愛かわいいな」

　不意打ちで思いもよらないひとことが飛び出し、私は一瞬キョトンとしたあと「へっ!?」と声を裏返らせた。

　か、可愛い？　中身〝も〟？　今までのやり取りから、どうしてそんなふうに思うんだろう。謎だ……けど、ちょっと嬉しい。

　今の慧さんは、どことなく心を開いてくれている気がする。表情も雰囲気もいつもよりずっと柔らかくて、私の顔は自然に火ほ照てり、胸がざわめく。

「君が自分の気持ちを率直に口にしたり、膨れっ面つらしたりするの、この一年で今初めて見たよ。決められたことをするだけの家政婦ロボットみたいで、人間味がないと感じるときもあったんだ」

「慧さんは相変わらず裏表のない人ですね……」

　私は脱力しながら茶々を入れた。この人は発言が結構あけっぴろげだから、ある意味清すが々すがしい。

　彼にも家政婦みたいだと思われていたのね。いや、ただの家政婦ならまだしも、ロボットが追加されてすごく無機質っぽくなりましたよ。〝古きよき妻〟でいようと心がけていた結果が、ロボットみたいで人間味がないって。

　やっぱり私がヤマトナデシコになるのは無理だよ……と、頭の中で両親に向かってぼやいていたとき、慧さんがおもむろに腰を上げた。

　こちらに歩み寄り、エスコートするようにそっと私の手を取って立ち上がらせる。

「君自身とちゃんと向き合おうとしなくて悪かった。詫びと言ってはなんだが、君の望み通りにしよう」

〝あなただけが悪いわけじゃないです〟と言いたかったのに、ぐっと腰を抱き寄せられて喉が詰まってしまった。

　さらに軽く顎を持ち上げられ、彼の色気を帯びた表情が目の前に迫り、心臓がドクンと飛び跳ねる。

「妻サービス、今からしてやる」

　私の見開いた目に、瞼を伏せながら近づく美麗な顔が映る。いつも彼が纏まとう爽やかな香りがふわりと鼻をかすめ――唇が重なった。

　優しく柔らかく触れているのに、脳が痺れそうなほどの感覚を覚える。好きな人とのキスって、こんなに甘くて刺激的なんだ……。

　しばらくして唇の熱が引いていき、いつの間にか閉じていた瞼をゆっくり開けると、前髪同士が触れるくらいの至近距離で慧さんが問いかける。

「キスも初めて？」

　一層セクシーに感じる低い声にもクラッとしつつ、私は小さく首を横に振った。

　他の男性との経験ではなく、慧さん本人としている。一度だけ、挙式のときに。

　誓いのキスなので、触れるか触れないかくらいのとても軽いものだったが、それを忘れられてしまっているのだろうか。

「したじゃないですか……結婚式で」

「あんなの挨拶みたいなものだろう」

　さらりと返され、私はちょっぴり口を尖らせた。

　確かに気持ちのこもったものではなかっただろうし、慧さんほどの人なら慣れているでしょうけど、私にとってはものすごく貴重でドキドキしたんですからね。

　……と、物申したくなったのもつかの間、私の髪に手が差し込まれる。しっかりと頭を支えられ、熱を孕はらんだ瞳と視線が絡まる。

「本物のキス、ちゃんと覚えておけ」

　その刹那、まるで教え込むように、先ほどよりも深く唇を重ね合わされた。

　食べられてしまいそうな、舌までねっとりと絡みつくそれは、確かにこれまでとまったく違う。脳みそまでとろけそうなくらい、とびきり甘い味がする。

　仕事人間で、近寄りがたいオーラを醸し出していて、妻である私にも興味のなさそうだった彼が……今、めちゃくちゃ官能的なキスをしている。

　このありえない状況に感化されて全身が熱くなり、興奮しているのだと自覚して羞恥でいっぱいになった。

　ところが、キスに必死に応えようとして息継ぎを忘れていた私は、だんだん苦しくなって彼の胸をトントンと叩く。唇を解放され、呼吸ができてホッとすると同時に、力が抜けてよろけてしまった。

　慧さんはしっかりと腰を抱き、「もう溺れたのか」と余裕の笑みを浮かべる。そして私を支えたまま歩き出し、リビングを出て寝室のドアを開けた。

　クイーンサイズのベッドが目に入り、心拍数が急上昇する。こうなることを自分から願ったのに、いざとなると緊張で死にそうだ。

　ベッドに座らされ、ためらう間もなく優しく倒される。心地よい弾力のマットに背中が沈み、慧さんが私の横に片手をついた。

　彼はもう片方の骨張った手でネクタイを緩めながら、私を見下ろして問いかける。

「さて、どうやって抱かれたい？」

　色気がありすぎる仕草にときめいていたら、とんでもない質問が投げかけられてギョッとする。

「そっ、そんなこと処女に聞かないでくださいよ！」

「初めてなんだし、いい思い出にしてやりたいんだよ。理想があるなら言ってみろ。優しくされたいとか、実はアブノーマルなプレイをしてみたいとか、たくさんイかせてほしいとか」

「っ!!」

　生々しい言葉の数々に、私は心の中で叫んで、両手で真っ赤になっているであろう顔を覆った。彼はおかしそうにクスッと笑いをこぼす。

　慧さん、なんか乗り気になってない？　それに、絶対手て練だれだしエッチだ、この人。

　ベッドの上を転げ回りたい気分で悶えていると、「一絵」と穏やかな低い声がして、そっと手を避よけられる。

　わずかに潤む瞳に、緩やかに唇を弓なりにした彼が映った瞬間、空気が甘く変わった気がして胸が高鳴った。

　彼の顔が近づいてきて、私は反射的にぎゅっと目を瞑つむる。額や頬に、緊張を解ほぐすかのごとく軽く唇が触れる。

　その唇のぬくもりや、髪を撫でる手つきは、愛されているんじゃないかと勘違いしてしまいそうなほど優しい。

　これが最初で最後。きっともう二度と、愛されている錯覚を起こすことすらないだろう。だったら、今夜は目一杯彼を感じたい。

「あ、あの」

「ん？」

「慧さんになら……どうされてもいい、です」

　おずおずと彼の身体に手を回しながら恥を忍んで言うと、二重の切れ長の瞳が一瞬見開かれた。

　私の願望に合わせてもらうよりも、彼の好きなように抱いてほしい。そのほうが、彼のことをより深く知れそうな気がしたから。

　私を見つめる慧さんの瞳に、獣のような鋭い光が宿る。

「じゃあ、たっぷり可愛がることにする」

　瞳の力強さとは裏腹に、口からこぼれたのはとびきり甘い言葉。

　胸がきゅうっと締めつけられた直後、熱いキスが夏の夕立のごとく激しく降り注ぎ、私は身を委ねて瞳を閉じた。

　素肌は余すことなく暴かれ、ひとつひとつ、私の反応を確かめながら隈なく愛撫される。私の理性は砂で固めていたのかと思うほどすぐに崩れだし、ただただ抑えきれない声を漏らすことしかできない。

　慧さんは私のあらゆるところに舌を這わせ、蜜を吸って、まるで熟した果実を食べているかのように「美味しい」と囁く。

　身体をこんなふうに味わわれるものとは思わなかった。初めてなのに、自分でもわかるくらい蜜が滴っているのも、尋常じゃなく恥ずかしくて心臓が壊れそうだ。

　やがてひとつになる瞬間も、私の中は決して彼を拒まない。

「俺を、喜んで迎え入れてくれてるみたいだな」

「んっ、そ、んな……ああっ」

　慧さんは、引き締まった身体を打ちつけて私を揺さぶりながらそんなふうに言い、どこか嬉しそうに微笑む。

　そのとき、私は初めて少しだけ後悔した。この行為を彼との思い出にするどころか、好きだという想いは膨らむばかりで〝離れたくない〟と心が叫んでいるから。

　想像以上だった。好きな人と身体を重ねることが、こんなにも愛いとしくて幸せなものだったなんて。

　……でも、もう遅い。一度だけでいいと望んだのは紛れもなく私で、今さら離婚話は撤回できない。

　それになにより、慧さんには私への愛情はない。終わりを告げたからこそ、ひとつになれたのだ。

　彼の指が絡む手に力を込め、これでよかったんだよと自分に言い聞かせる。そんな私の耳に、やや呼吸を荒くした低い声が吐息交じりに囁く。

「一絵……忘れるなよ、俺に抱かれたこと」

　快感と涙を堪こらえて閉じていた目をうっすら開くと、心なしか切なげな表情で私を見つめる慧さんがいた。

　彼がどんな心境でそう言ったのか、私には紐解くことはできない。けれど、忘れることなど不可能だ。

　頷いた直後、彼は我慢できなくなったかのように動き出し、大きな快感の波に襲われた私はもうなにも考えることができなくなった。

　最初で最後の夫婦の営みは、とても情熱的で、とても切ないひとときだった。

　この夜を、あなたもどうか、忘れないでいてほしい。










予想外にときめく二カ月




　抱いてほしいと、旦那様に赤裸々なお願いをした夜。お互いに名前を呼び合って、四肢を絡めて、恥ずかしい姿をすべてさらした。

　重なり合わないのは気持ちだけ――。どうしようもない寂しさを抱きながらも、好きな人と繋がれただけでもう満足だと、私は心から思っていた。

　ところがその後、予想外の展開となったのである。

　初体験の余韻はいつまで経っても冷めやらず、今後のこともぐるぐる考えていたせいでまったく寝つけなかった。

　眠れないのは慧さんも同じだったのか、ふいにぽつりと呟つぶやいた。「……驚いた」と。

　彼に背を向けて横になっていた私は、寝返りを打ちながら問いかける。

「なにがですか？」

「想像以上によかった。一絵の中にいるのが」

　真面目な顔でそんなふうに言うので、私はかあっと顔を熱くして再び両手で顔を覆った。

「ストレートに言いすぎ……」

「君もそうじゃないか？　初めてとは思えないくらいに濡れて、感じていただろ」

　またそうやってセクシーボイスで破廉恥な発言を！と、声にならない声を出して身悶える私。

　確かにそうなんですけど。初めてはきっと痛いし、絶頂するだとかいう感覚なんてわかりっこないと思っていたのに、ものすごく気持ちよくなってしまったんですけど。

　私って実は淫乱体質なんだろうか。それとも、慧さんとの相性がよかったから？

　いたって真剣に悶々と考えていたとき、大きな手が伸びてきて私の髪をさらりと撫でた。両手を少しずらすと、筋肉質な上体を露わにした彼が、熱を帯びた瞳で見下ろしている。

「どうして今まで抱かずにいられたのか不思議だ。……ほら、もう君を求めている」

　その言葉と共に、私の下半身に熱く固いものが当たるのを感じ、ドキン！と心臓が大きく波打った。

　嘘……慧さんが私に対してそこまで欲情しているなんて。

　驚いているうちに唇が近づいてきて、舌や指で素肌をなぞられ、私の身体も再び熱がぶり返す。求められるのは素直に嬉しくて、私も応えたかった。

　そうして、私たちは気絶するように眠りに落ちるまで、快楽に溺れた。そこに愛がないことに違和感を覚えるくらい、お互いを思いやって甘く溶け合った。

　悲劇のヒロインよろしく、こんな行為は一度きりだと思って切なさで押し潰されそうだったのに、なんだかおかしなことに……。




＊　＊　＊




「セフレだねぇ、それ」

　月曜日の昼の十二時半、賑わっている社員食堂のボックス席で、おっとりとした口調には不釣り合いな発言が飛び出した。

　入社三年目の同期であり親友の及おい川かわ麻ま那なが、私と慧さんの一部始終を聞いてそう返したのだ。

　私としては、離婚話も含めて衝撃的な事実を告白したつもりなのだが、のんびりした性格の麻那はあまり動じていない。それどころか、心外なことをあっけらかんと言う始末だ。

　野菜ジュースをストローでチューッと吸い上げている彼女に、私はムッと顔をしかめて反論する。

「なんでよ。一応夫婦なんだから、関係を持ったって別におかしくないでしょ」

「だって、愛はないのに身体の相性がいいから抱き合ってるって……セフレじゃない？」

「違ーう！」

　のほほんとした調子で小首を傾かしげるので、私は険しい形相でつい前のめりになった。

　大学時代からずっと一緒の麻那は、私と同じグラフィックデザイナーで、私が社長令嬢である事実も、慧さんと上辺だけの結婚生活を送っていることも知っている。もちろん、私が片想いしていることも。

　それなのにセフレって酷いなと、パスタをくるくる巻きながら不満げに口を尖らせる私に、麻那は軽く手を合わせて謝る。

「ごめんごめん。ひとちゃんは本気だもんね」

「……抱き合ったって言ってもあの日だけで、ズルズル続けてるわけじゃないからね」

「わかってる。でも相性がいいってプラスなことだし、ひと晩で何回も燃え上がっちゃうなんて羨ましいよ。発情期のお猿さんもびっくり！」

　ぐぬぬ……この子、天使みたいに微笑みながらディスってくるから恐ろしいわ。

　麻那はおっとりしているのは確かで、常にほんわかした雰囲気を漂わせている癒し系女子だ。外見も、ストレートロングの髪に清純派アイドルのような顔立ちをしているのだが、時々まったく可愛くない発言をする。

　なのに不思議とウマが合って、なんでも言い合えるから貴重な友達だ。とはいえ、今の会話は真っ昼間の社食でするものじゃないけれど。

　新しん横よこ浜はま駅に近いここエムベーシックの本社ビルには、私たちが働く広告制作会社ジョインプレッションの他、ゲームやメディア事業の子会社のオフィスがいくつも入居している。

　従業員数は千名を軽く超えるので、当然社食を利用する社員の数もかなり多い。

　誰に聞かれるかわかったもんじゃないが、女子同士の会話は一旦流れに乗ってしまうと止められないものだ。とりあえず、隣の席にいるのは別会社の人だからいいか。

　麻那もそう思っているのだろう。チキンソテーにナイフを入れながら、にんまりして話し続ける。

「私は本当によかったと思うよ。愛する旦那様に処女も捧げられたんだし、これをきっかけにやっと恋愛が始まりそうだしね～」

「いや、それは……」

　離婚届にサインしてしまったのだからないって……と返そうとしたとき、私たちのテーブルの横からパシャッと水音がした。

　麻那と同時に見上げると、通り過ぎようとしたらしい男性社員がこちらを凝視して固まっている。

　清潔感のあるショートヘアがよく似合う、爽やかイケメンと言われている同期の高たか海みだ。

　トレーの上でコップが倒れて水浸しになっているのに、なぜか呆然としているので、私のほうが焦ってしまう。

「ちょっ、高海！　水こぼれてる、水！」

「一絵……なんだよ、今の話」

　反射的に腰を浮かせた私に、彼はきりりとした眉を寄せて言った。

　ヤバい、聞かれてた？　私たちは高海とも仲がよくて三人でいることも多く、私が愛のない結婚生活を続けていることを彼も知っているけど、さすがに夫婦の床事情を聞かれるのは気まずい。

　決まりが悪くて目を逸らしつつ、「えっと……」と言葉を濁していると、彼が意外そうな目をして言う。

「お前……処女だったのか」

「そっち!?」

　思わずツッコんでしまった。いや、この歳まで処女だったことを知られたのも気まずいのだけど。

「ひとまずこぼれた水をなんとかしてきて」と促し、高海は食事を提供しているカウンターへと向かった。トレーを替えて戻ってきた彼は、最初から私たちと約束していたかのごとく、とても自然に麻那の隣に座る。

　そして、ほかほかの美味しそうなカツ丼に手もつけず、テーブルに肘をついた片手を額に当ててうなだれた。

「そうか、ついに一絵も名実共に人の妻に……」

　深刻そうにため息を吐き出し、ずーんと沈む彼を奇妙に思い、私は眉をひそめて問いかける。

「なんでそんなに残念そうにしてるの？」

「そっとしておこうよ、ひとちゃん。もしかしたら、高海くんも実はどうて――」

「違うわ」

　麻那のひとことに、高海はバッと仏頂面を上げて即否定した。

　この人はエンジニアとして将来を期待されていて、容姿もノリもよく、女子からの人気も高い。それなりに経験はあるだろう。

　それはさておき、高海はようやく割り箸を割りながらそっけなく言う。

「まあ、とりあえずおめでとう。これでなにも問題なくなったじゃん」

「〝おめでとう〟って、そんな無表情で言われても」

　にこりともしない彼に、私は口の端を引きつらせた。さっきからなんなんだ、落ち込んだかと思えば不機嫌そうにして。

　というか、問題はなくなるどころか複雑化している。高海は私の片想いが実ったと思っているようだが、実際は離婚話があってこその一夜だったのだから。

　麻那にはすでに打ち明けたけれど、曲がったことが嫌いな高海には言えそうにないな……。『離婚するのに抱かれたいって、理解不能』とか一蹴されそうだもの。

　お皿に残ったパスタをちびちび口に運んでいると、男らしく豪快にカツ丼を食べ始めた彼が、もぐもぐしてから話しだす。

「つーか、今までがおかしかったんだよな。夫婦になって暮らしてんのに、社長はよく手を出さずにいられるなと思ってたんだ。瀬せ在ざいさんのほうが一緒にいるし、そっちの趣味があるのかなって」

「それは私も思った～」

　高海の冗談に麻那がのほほんと同調するので、私は「おい」と軽くツッコんだ。

　瀬在さんとは、慧さんが社長に就任すると同時に秘書に任命された男性。穏やかな性格に加え笑顔も素敵で、正統派な王子様タイプの彼も社内で大人気だ。

　確かに以前からふたりはよく行動を共にしていたし、私よりもはるかに慧さんのことを知っているだろう。さすがにふたりが恋仲だなんてことはありえないが。

　信頼関係が築けているふたりを内心羨ましく思っていると、麻那は口元を緩めてなにげなく言う。

「ちゃんと奥さんに欲情するって証明されたわけだし、社長の人間味のある部分が見えてちょっとホッとしたかも」

「ああ……社長って誰も寄せつけないような雰囲気を出しまくってるし、女にも興味なさそうだったからな。仕事ができる故に自信家で、言動に遠慮がないところとか憎らしいし」

　高海はただの悪口になっている気がするけれど、私もほぼ同感して頷いた。ふたりと同じ印象だったから。……抱き合うまでは。

　畔上慧は完全なる仕事人間で、〝妻イコール身の回りの世話係〟だと認識しているのだろうと思っていた。

　でも、私を見つめる瞳があんなに甘く変化して、優しく触れてくれるのだと知った今、とても戸惑っている。離婚することにためらいが生まれてしまったから。

　あの夜からずっともやもやしているのは、これが原因だ。すべて自業自得なので呆れてしまうが。

　今も、もう空になった食器をぼんやり眺めて思いを巡らせていると、高海がやっと穏やかな笑みを浮かべて私を見る。

「本当によかったな。社長も一絵を好きだったってことだろ」

　そのひとことに、はっとさせられた。

　……違う、私は愛されているわけじゃない。このまま結婚生活を続けたら、いつかきっと苦しくなる。一度抱き合っただけで勘違いするなどもってのほかだ。

　離婚しようと決意した理由を見失うなと、自分を叱咤する。高海に曖昧に微笑みを返したあと、視線が合った麻那は、私の心情を察しているかのように複雑な表情をしていた。




　昼食を終えて十七階に上がると、間仕切りがあまりない広々としたワンフロアへ向かう。ナチュラルテイストに所々ビビッドカラーを差し色にしたオシャレな内装のここが、ジョインプレッションのオフィスだ。

　フリーアドレス制のため固定席はなく、各々好きな席で仕事をしている。麻那はチームの打ち合わせのためミーティングルームへ、高海はひとりで集中できるブースへそれぞれ向かった。

　私は窓際にある小さなテーブルがなんとなく好きで、今日もそこに座る。この席が好きな理由のひとつは、社長室の中がよく見えるからだ。社長室はガラスの壁で仕切られており、周りを見渡せる位置にある。

　今そこには、瀬在さんと話している慧さんがいた。彼を見た途端、我を忘れるくらいに抱き合った夜を思い出して、恥ずかしいやら気まずいやらで胸が騒がしくなる。

　にもかかわらず、仕事モードのきりりとした表情や、仕草のひとつひとつが魅力的でつい目で追ってしまう。

　慧さん、午前中はずっと出かけていたけれど、もう用事は済んだのだろうか。

　彼は社長になってからいつも忙しくしていて、デスクに座っている姿はあまり見ない。ちゃんとお昼ご飯は食べたのかな……。

　ふたりの様子を眺めながらなんとなく考えていて、ふと気づく。私は本当に彼のことを知らないんだと。

　昼も夜も、頼まれたときだけお弁当や夕食を作っていて、それ以外はどこで誰と食事をしているのかわからないし、彼の一日の予定も把握していない。そこに踏み込むのすらもためらわれたから。

　一緒に暮らしているのに私たちの間には壁があって、やはり夫婦とは呼べない関係だと改めて実感する。

　周りの社員も、口には出さないが同じように思っているだろう。私たちがオフィスで話すことはほとんどないし、一応新婚だというのに甘い雰囲気がまったく漂っていないし。

　ついでに、私がエムベーシックの社長令嬢だというのも、皆知ってはいるけれどたいして気にしていない。変な気を使われたくないのでそのほうがありがたいのだが、時々複雑な心境になるときもある。

　今も斜め後方の席にいる男女が、私がそばにいると気づいているのかいないのか定かではないが、慧さんについて話している。

「畔上社長、また自分で大口の契約取ってきたみたいよ。さすがよね」

「成功パターンを熟知してるんだろうな。きっとクライアントの悩みに寄り添うのがうまいんだよ」

　ノートパソコンを開きながら聞いていないフリをしてしっかり耳に入れ、私も心の中で唸った。

　慧さんはやはりやり手だ。マーケティング部長だった頃も、名だたる上場企業からあっさり案件を獲得してきて、営業部顔負けの成果を上げたこともあったし。

　本人は〝この契約は取れて当然〟というような涼しい顔をしていて、その度胸には感服したっけ。

「〝寄り添うのがうまい〟……かぁ。社内ではあんまりそういうイメージないよね。嫌な人じゃないし頼れるんだけど、とっつきにくくて緊張しちゃう」

「わかる。堂々と言いたいこと言っちまうから、なにげに敵も多そうだし」

　続けて正直な会話も聞こえてきて、私は内心苦笑する。

　さっきの高海と同様、慧さんの仕事ぶりが評価される一方、愛嬌のなさに気後れしてしまう社員は多い。

　会社全体の統率は取れているから問題ないだろうが、もう少しフレンドリーになってもよさそうな……。

　パソコンの画面を見ながらなんとなく考えていると、後方のふたりの「やば、こっち来た」という声が耳に入る。

　それに反応してふと視線を上げた私は、斜め前方から歩いてくる社長様の姿を捉えた。彼も私を見ている。

　え……え？　慧さん、私のところに来ようとしてる？

　一直線に向かってくるので、私は目を見開く。無意識に背筋を伸ばして凝視していると、彼は私の目の前に来て「一絵」と呼んだ。

「今夜は七時前には帰れそうだ。夕飯は一緒に食べよう」

　いつもならスマホでやり取りするだけの、なんてことない連絡。違うのは、〝一緒に食べよう〟というひとことがついていること。

　それに、わざわざ私のところに来て伝えるのは初めてだ。そもそも、プライベートな用事のためにオフィスで話しかけられた経験はほとんどない。

　私にとっての異常事態に驚くも、とりあえずぎこちなく頷く。

「は、はい……！」

「じゃあ」

　慧さんはそれだけ告げて踵きびすを返した。終始笑顔もなかったし、特に意味はないのかもしれないが、珍しい彼の行動に胸が高鳴り始める。

　ただ話しかけられただけなのに、こんなに喜んでいるって変だよね。でも、なんかちょっと夫婦っぽいやり取りができたから……顔がニヤける。

　口元に手を当てて隠す私の後ろで、様子を観察していたらしい男女ふたりが、「しゃべったよ、あの夫婦」と奇妙なものを見たような調子で呟いていた。




　いつになく帰るのが楽しみになり、そわそわしながら今担当している企業のサイト作成に取り組んでいたものの……今日のノルマを達成する頃、私は焦っていた。

　納得のいくデザインがようやく仕上がって時計を見上げたところ、時刻は午後七時。慧さんは出先から直帰するようだから、確実に先に帰っているだろう。

「あ～、夕飯作るの間に合わない……」

　パタンと閉じたパソコンに、こつんと額をくっつけて嘆いた。

　毎日自炊しているのだが、今夜は特に手料理を振る舞いたかった。慧さんが好きな小籠包でも作ろうかと思っていたのに、これから買い物をして作るとなったらだいぶ待たせてしまう。

　思えば、慧さんが私より先に帰る日はこれまでほとんどなかった気がする。どうして今日に限って残業に……。

　疲れたせいもあって脱力していると、トントンと肩を叩かれる。見上げた先には、癒し系の笑みを浮かべる麻那が立っていた。

「ひとちゃん、お疲れ様。まだ終わらない？」

「ううん、今終わったとこ。今日、慧さん帰ってくるの早いんだよね。夕飯どうしよ」

　ひとり言のような私の呟きに、麻那は顎に人差し指を当てて考え出す。

「んー、パパッとできるっていったら、焼きそば？　それかテイクアウトか、レトルト類か、カップラーメン」

「どんどん出しづらいものに……」

　提案してくれるのはありがたいけれど苦笑してしまう。社長様の夕飯にカップラーメンを出す勇気はないし、買ってきたお惣菜をそのまま出すことすらもためらわれる。

「毎日手料理が基本だから、ラクしていいのかなって気が引けちゃうんだよね」

「お～、さすが主婦」

　これも両親の教えのせいかもしれないが、この一年間ずっとそうしてきた習慣だから、なんとなく決まりが悪いのだ。

　感心したような声を上げた麻那は、私に顔を近づけて「でもさ」と続ける。

「ひとちゃんが本当に離婚したいと思ってるなら、もう旦那様にいい顔する必要ないでしょ？　家事も手を抜いたっていいんじゃないかなぁ」

　残っている社員に聞こえないよう小声で言われたその言葉で、ああ、そうだったと気づかされる。

　約一カ月後には離婚するのだ、私たちは。今さらいい妻でいようとしたって、なんの意味もない。そう思い至ったじゃないか。

　すぐ忘れてしまう自分に呆れる。きっと心の奥底に、まだ彼の妻でいたいという裏腹な願いが残っているせいだ。

　決心したはずなのにぐらぐら揺れている自分に自嘲気味の笑みをこぼし、「そうだね」と麻那に同意した。

　オフィスを出たあと、港こう北ほく区にあるマンションの最寄りのスーパーでお惣菜のパックをいくつか買って帰途についた。

　さっき麻那が言っていた、『たまに食べるカップラーメンも美味しいよ』という意見には私も共感するのだけど、さすがにそれはやめておいた。

　こんなふうに手を抜くのは初めてだ。慧さん、不機嫌になったり怒ったりするのかな……いや、これまで手料理にもそこまで関心はなさそうだったから、どうでもいいと思っているかも……。

　考えているとなんだか切なくなってくるので、もう深く気にしないでおくことにして玄関のドアを開けた。

　いつもは暗い室内に明かりがついている。白を基調とした、シャビーシックとモダンをかけ合せたテイストの内装は、主に慧さんがコーディネートしたものでとてもおしゃれだ。

　リビングダイニングに入ると、部屋着に着替えた慧さんがソファにゆったりと座っていた。操作していたタブレットから私へと視線を移す。

「おかえり」

「ただいま……帰りました」

　いつもとは逆の挨拶が、慣れなくてくすぐったい。彼の声も心なしか柔らかくて、胸がトクンと鳴った。

「遅かったな。トラブルでもあったか？」

「いえ、単に私が手こずっていただけです」

　腰を上げる慧さんにそう返し、ダイニングテーブルの上にスーパーのビニール袋をドサッと置く。中からお惣菜のパックを次々と取り出して並べ、これみよがしに両手を広げてみせる。

「この通り遅くなってしまったので……今夜はお惣菜パーティーです！」

　目をしばたたかせた慧さんは、無表情で値札が貼られたパックを眺め、ひとつ頷く。

「……ほう」

「いろいろ買ってきたので、分け合って食べましょう」

　彼がどんな反応をするか気にしつつ、明るく笑った。

　とりあえず温めるものはレンジに入れ、サラダ系は小鉢に移そうと食器棚に向かう。そうやってせかせか動く私に、慧さんが意外な言葉を投げかける。

「皿に移す必要あるか？　洗い物も増えるし、面倒だろ」

　そんな主婦思いの発言が出るとは思わず、驚いた私は小鉢を取り出そうとした手を止めて振り向いた。

「まあ、確かに……」

「その代わり、節約した時間は俺とのことに使え」

　そう言いながら、慧さんは冷蔵庫から持ち手がついた箱を取り出して開けている。なんだろうと中を覗き込むと、アートのように芸術的な見た目のケーキやエクレアが入っていた。

「君が好きそうなスイーツを買ってきた。食後にどうだ」

　ますます驚くような言葉に、私は目をまん丸にして口元に手を当てたものの、本音が抑えきれずこぼれる。

「怖……」

「は？」

「あ、いえ！　いただきます、ぜひ」

　眉をひそめる彼に、私は慌てて承諾して笑顔を向けた。

　ちょっと、なんか……慧さんが優しい。一体どういう風の吹き回しだろう。明日は雹ひょうでも降るんじゃないだろうか。

　調子を狂わされながらも、ひとまず取り皿を用意してバイキング形式で食べ始める。マリネに海老マヨ、メンチカツ、巻き寿司……せっかくだから自分ではあまり作らない品々を選んでみたが、見事に和わ洋よう折せっ衷ちゅうだ。

　ひとり暮らしの食卓みたいな光景だが、慧さんは淡々と箸を進めている。

「たまにはこういうのも悪くない……が、やっぱり一絵が作った料理のほうが数倍うまいな」

　ひと通りのおかずを味わったところでそんな感想をもらえた。

「本当ですか？」とつい疑ってしまったが、素直に嬉しくて頬が緩む。手料理になにも感じてもらえていなかったわけではなくてよかった。

　するとふいに彼が箸を置き、真面目な調子で話し出す。

「……料理も掃除も、今まで一絵がやるのが当たり前だと思っていた。君だって仕事していて、今日みたいに忙しい日や疲れているときもあるだろうに、よく嫌な顔もせずやってくれていたな。ありがとう」

　思いがけない言葉をもらえて、心がじんわりと温かくなる。お惣菜のパックを出して嫌な顔をされるどころか、まさか感謝されるとは。

　ここのところ予想外の展開ばかりで動揺しつつ、小さく首を横に振る。

「いえ、私も自分がやるのが当然だと思っていますから」

「だとしても、俺は労ねぎらいの言葉すらかけてやれていなかった。離婚を切り出されても当然かもしれないな」

　自嘲してまつ毛を伏せる彼の顔が憂いを帯びて見え、ズキンと胸に痛みが走った。

　あなたに失望したわけじゃないと伝えたいが、本当の理由を聞かれても困ってしまう。どう返したらいいかわからず、私も視線を落として黙り込んだ。

　ビールを喉に流した彼は、このなんとも言えない空気を変えるように口を開く。

「週末、どこか行くか」

　やや軽くなった声色で突然提案され、私は顔を上げて目をぱちくりさせる。

「え？」

「ふたりで出かけたこともなかっただろ。なにがしたい？」

　私だけを見つめる瞳はとても穏やかで、胸が切なくきゅっと締めつけられる。もしかして、これも妻サービスのひとつ？

　私への罪滅ぼしのようなものだと考えれば、急に彼の言動が変わったのも納得がいく。もうすぐ終わってしまう関係だからこその提案なのだろう。

　それなら、抱いてほしいと頼んだあの日と同様、彼を困らせるような願望を口にしてみようか。いい妻でいる必要はないのだから。

　幾度となくよぎる思いに後押しされ、目だけで旦那様の顔を見上げて本心を呟く。

「……慧さんを、ひとりじめしたい」

　意表を突かれたのか目を丸くした彼は、片手で口元を覆って目を逸らした。

「お前……それは反則だろ」

「なんでですか」

　またしても〝お前〟になっているので笑いそうになるも、反則の意味がよくわからない。ただ、眉根が寄せられているし、やっぱり困っているのだろう。

「なんでもない。さっさと飯を済ませて行き先を決めるぞ」

「あ、はい」

　少しぶっきらぼうに言われ、私は慌てて食事を再開させた。どうせ終わる夫婦生活なら、こうやって困った顔やいろいろな表情の彼を拝んでおくのもいいな……なんて、いたずらなことを考えながら。




　慧さんと食後にお茶をするのは初めてだった。とはいえ、彼は甘いものはあまり得意ではないので、私だけがケーキをいただいて彼は紅茶を飲んでいたのだが。

　彼が選んできたものは、春限定の桜を使ったスイーツの数々。どうやら一流パティスリーで買ってきたらしく、見た目も味も高級感たっぷりで感動した。

　そして、このケーキには度数の高いアルコールが入っているのかと思うくらい、慧さんがすぐ隣にいるシチュエーションだけで酔わされた気がする。

　ゆっくりデザートを堪能しながらふたりで週末の予定を立て、この一週間はその初デートだけを楽しみに仕事をがんばった。

　そうして迎えた当日の土曜日、簡単な朝食を済ませたあと各々の部屋で身支度を整え、リビングで再び顔を合わせた。家の中なのに、まるで待ち合わせ場所に集合するカップルみたい。

　私はオフホワイトのロングワンピースに、ライトブルーのブルゾンを羽織ったコーデにした。

　ブルゾンは袖とウエストが絞れるようになっていて、女性らしいシルエットのもの。普段はカジュアルな服を着ることが多いが、今日はフェミニンさを取り入れたつもり。

　ボブの髪の毛もハーフアップにしてバレッタで留め、簡単なアレンジをしてみた。不器用でなにもしないのがデフォルトだから、アレンジはこれくらいが精一杯だ。

　一方の慧さんは、清潔感のある白のカットソーにネイビーのカーディガンを羽織り、黒のスキニージーンズを合わせたファッション。彼が着ると、シンプルなものでも洗練された印象を与えるから感服する。

　素敵な彼を前にして気恥ずかしさを抱き、軽く頭を下げる。

「今日はよろしくお願いします。……どうかしました？」

「いつもの一絵と違う」

　なぜか彼がこちらをじっと見ているので首を傾げると、そんな言葉が返ってきた。

　おしゃれしたことに気づいてくれた嬉しさと、あまり似合っていないのかな、という不安が入り交じる。

「せっかくのデートなんで。変ですかね？」と苦笑する私に、慧さんは小さく首を振った。

「君はなにをしても可愛いから心配いらない。ほら、準備ができたなら行くぞ」

　そう言ってさっさと玄関に向かう彼を、私はキョトンとして見送る。

　……ん？　今、耳を疑うようなひとことが聞こえましたが。ものすごくさらっと。

　本当に思っているのか、はたまた面倒で適当にいいセリフを返しただけか。

　どちらにしろ喜んでしまうくらい、今日の私は心が浮き立っている。こんな休日は初めてだし、難しいことは一旦考えるのを止やめて一いっ時ときの幸せを噛みしめていよう。

　私は口元を緩ませ、小走りで彼のあとを追いかけた。

　慧さんのラグジュアリーな黒い高級車に乗せてもらうのはさすがに初めてではないが、スマートに運転する彼のカッコよさには毎度ときめいている。

　走行音が静かな車内で、いつもより会話を弾ませながら揺られること約四十分、海に面した人工島に到着した。

「八はっ景けい島じまに最後に来たのは小学生の頃だ」

「私は高校のとき友達と遊びに来て以来です」

　カップルや家族連れで賑わっている様子を見渡して、久々にやってきたテーマパークにテンションが上がり始める。

　みなとみらいの街を散策するのも考えたけれど、近すぎて少々物足りないので止めておいた。慧さんと楽しくショッピングするシーンもあまり想像できないし。

　映画はお互いの顔が見られず、会話もできない時間が長くてもったいない。遊園地に行くアクティブさも私たちには似合わない気がする……。

　というわけで、ほどよく楽しめそうな水族館に決定した。

　慧さんもこういうテーマパークは久々らしく、興味深げに辺りを見回している。ちょっぴり童心に返っているような様子を微笑ましく思いながら、さっそく館内へ入った。

　水族館は特有の薄暗さで、青い水槽が幻想的に浮かび上がっている。それほど混雑しているわけでもなく、落ち着いてゆっくり見られそうだ。

　同じ水槽を覗き込んでひと言ふた言話してから、慧さんが先を歩き、私はあとについていく。それを続けて数分、暗いせいなのか足がもつれて転びそうになる。

「きゃ！」

「……っと」

　小さく短い悲鳴を上げて前のめりになった私を、慧さんが振り向きざまに受け止めてくれた。彼の腕にしがみつき、かあっと顔を熱くする。

　なんってベタな展開に……！　間抜けにつまずいたのも、急接近してしまったのも恥ずかしい。

「す、すみません！」

「なんでなにもないところで転ぶんだ。ハリセンボンに笑われてるぞ」

　少々呆れが交ざった笑いと共におかしな言葉を投げかけられ、私はしがみついたまま隣にある水槽に目を向けた。うっすら口角の上がった、膨らんでいない状態のハリセンボンと目が合う。

　……なんか愛嬌があるな、ハリセンボンって。いやでも、決して笑っているわけではないってことくらいわかる。

「そう見えるだけでしょう」

「あっちのエイも笑ってる」

　慧さんは、順路の先に見える巨大水槽を指差す。その中を悠々と泳ぐエイも、お腹側を向けると、鼻と口の形がのほほんと笑っているように見える……けれども！

　私はムッと頬を膨らませた。まさにハリセンボンのごとく。

　いたずらっ子みたいにからかったあと、彼はおかしそうにククッと笑い、腕を掴んでいる私の手を離す。

「悪い。こうしていてやるから許せ」

　離されたかと思いきや、手と手を繋がれ、心臓が軽くジャンプした。

　不意打ちだ……。でも嬉しい。やっぱり普通の恋人みたいに手を繋いで歩きたかったから。

　トゲトゲに膨らんだ心は一瞬で元通りになり、手から伝わるぬくもりに口元をほころばせた。

　ふたり並んで、同じペースで青く染まった館内をゆっくりと歩く。水槽の中をエスカレーターで通れるアクアチューブは海の中にいるようで圧巻だったし、ふわふわと浮かぶクラゲもとても美しかった。

　そして、暖かい海に住むカラフルな海水魚たちが泳ぐ水槽の前で、私はカメラを構える。

「南国の魚って綺麗……！　このままデザインに使えそう」

　角度を変えて何枚か写真を撮る私に、慧さんはふっと笑いをこぼし、再び水槽に目線を向けて言う。

「一絵は写真加工が得意だよな。『ユーフォリック・モード』の新製品の広告もよかったよ。ポップなコラージュが、遊び心を大事にしている商品のイメージによく合っていた」

　ユーフォリック・モードとは若者に人気の化粧品ブランドで、新製品のアイシャドウの広告作成に私も携われたのである。

　この敏腕社長に褒められたら、社員の誰もが喜ぶだろう。もちろん私もすごく嬉しくて、ぱあっと笑顔になる。

「ありがとうございます！　もっとレベルの高いフォトモンタージュを作れるようになりたいので、まだまだ勉強します」

「期待してる」

　小さく頷く彼のひとことで、さらにやる気をもらえた。

　フォトモンタージュは、複数の写真を合成してひとつの作品にすること。リアルかつ幻想的な世界を生み出せるこの技法が、私は一番好きでもっと上達したいのだ。

　……ふと、慧さんと初めて会ったときの記憶が蘇る。約四年前のあの日も、私たちが話したきっかけはデザインだった。

　カラフルな魚たちを目で追いつつ、あの頃からずっと私の中にある思いを口にする。

「デザインって構図も色も自由に表現できて、〝こうあるべき〟っていう概念を崩せるから好きなんです。たとえば、海の色はほとんどの人が青だって言うだろうけど、デザインの世界では何色でもいいから。人それぞれに感じる色があっていいと思うんです」

　自分の好きなように生きてきた私にとって、グラフィックデザイナーはぴったりだと思う。常識に囚われず、自分の感性を大事にできるこの世界が。

　もちろん、仕事の案件ではあまりにも奇抜なものにはできないし、まだまだひよっこ同然の実力だけれど。

　そんなふうに考えていたとき、隣から視線を感じた。振り向くと、水槽を見ていたはずの慧さんの瞳がこちらに向けられている。

　それがあまりにも優しく、涙はまったく滲んでいないのにどこか泣き出しそうにも見えて、目が離せない。

「……ああ。俺も好きだ」

　――瞳に加えて、まるで告白かと勘違いしそうなほど、心のこもった声。

〝デザインが好きだ〟という意味だと理解しているのに、私の鼓動は大きく乱される。それをごまかしたくて視線を外すと、再び手を取られてゆっくり歩き出した。

　今の慧さんも、これまでに見たことのない表情をしていた。いろいろな顔が見たいと望んだとはいえ、温度が伝わってくるような目で、声で、心を揺さぶられるのは少々困る。

　繋いでいるこの手を、永遠に離したくなくなってしまうから。




　水族館をじっくり堪能したあとは、レストランで海を見ながら遅めの昼食を食べ、また別のスポットでイルカやペンギンと触れ合ったり、ショップでお土産を買ったりした。

　ひと通り楽しんで外へ出ると、すでに夕陽は沈んでいて、辺りがライトアップされ始めている。遊園地も船も美しい七色の光に照らされて、想像以上にロマンチックな雰囲気だ。

　ウッドデッキの手すりに肘をかけて島内の夜景を眺め、私は感嘆の声を漏らす。

「夜の八景島ってこんなに綺麗だったんですね」

「ああ。クリスマスはもっとすごそうだ」

　ふたり並んでしばし景色を眺めていたとき、鼻がムズムズしてきて「くしゅっ」とくしゃみが出た。昼間は暑いくらいだったが、夕方から急に肌寒くなってきた。

　直後、慧さんが私に密着したかと思うと、腕を回して抱き寄せた。驚いて目を丸くするも、密着しているだけで全身がポカポカしてくる。

　……暖かい。私が冷えないようにさりげなく気を使ってくれる彼に、愛しさがこみ上げる。

　慧さんがこんなふうにするなんて、少し前までは考えられなかった。終わりに向けての日々で、夢みたいな幸せを感じられるとは。

「今日、一緒に来られてよかったです。慧さんと、ふたりで来られてよかった。……素敵な思い出になりました」

　美しい夜景を眺めたまま、精一杯口角を上げてそう伝えた。どうしようもない寂しさを抱いていることがバレないように願いながら。

　数秒後、私の視界になぜか慧さんの手が入り込んできた。一瞬、結婚指輪がきらめいたその手は私の頬に当てられ、ぐいっと彼のほうを向かされる。

　そして、彼がどんな表情をしているのか目に映るよりも早く、唇を塞がれた。

　――え？　な、んで、キスを……？

　予想外の彼の行動で、心臓が飛び跳ねると同時に脳内がパニックに陥る。

　私……今回は〝キスしてほしい〟なんてお願いはしていないですよ？　完全に慧さん自身の意思、ですよね？

　頭の中にハテナマークが飛び交っている間にも、少し角度を変えて唇を優しく啄ついばまれ、「んっ」と甘い声が自然に漏れた。

　……ダメだって。こんなふうにされたら、勘違いしてしまう。愛されているんじゃないかって――。

　とはいえ、拒否もしたくないのでおとなしく受け入れていると、ゆっくり顔が離された。

　間近にあるのに、私と視線を合わせない彼の瞳はかすかに揺れていて、珍しく動揺しているのが感じ取れる。やはり、衝動的にキスしたことを表しているんじゃないだろうか。

　このロマンチックな雰囲気のせいで魔が差しただけ？　それとも……少しは私に好意を持ってくれたから？

　頭の中にはふたつの選択肢が浮かぶが、彼の真剣な表情の中に深刻そうな色も含まれているように見え、前者の可能性が大きいのではと不安になる。

　彼がなにかを言おうと口を開きかけたとき、私はその不安に負けてしまった。

「ひと――」

「帰りましょうか！」

　慧さんとほぼ同時に、私はあからさまに空元気な声を上げてわざと中断させた。もし今のキスを詫びられでもしたら、私への気持ちがないことを再確認させられる気がして怖かったのだ。

　呆気に取られる彼から顔を背け、肩を抱いたままの腕からそっと抜け出す。

「いい時間になったし、だいたい全部見られましたし。それにしても、急に寒くなってきましたねぇ」

　心臓はまだドクドクと大きな音を立てているものの、何事もなかったかのようにペラペラとしゃべりながら、出口方面に向かって早足で歩き始める私。

　慧さんは隣に並んで、やや困った様子の声を投げかける。

「おい、一絵」

「夕飯どうしましょうか。あんまりお腹空かないなぁ。お昼の時間が遅かったし、食べすぎちゃったからなー」

「お前、デザートまで食べて『まだいける』って言ってただろうが……」

　ボソッと入れられるツッコミも気にせず、私はひとりしゃべり続ける。そのうち慧さんは話しかけるのを諦めたようで、深いため息を吐き出していた。

　ああ、私は本当にバカだ。

　彼に好意がないことをはっきり知ったほうが、もう悩まずに離婚できるはずなのに。矛盾してばかりの自分が心底嫌になる。

　だいぶ辺りが暗くなってイルミネーションがますます綺麗に輝く中、私はあっという間に冷たくなった手をぎゅっと握りしめた。










幸せな三カ月の予感




　水族館デートのあと両親に連絡を取り、慧さんも含めて全員がそろう第四週の土曜日に家に帰ることにした。離婚する意思を伝えに行くために。

　しかしその日を週末に控えた午後、オフィスにいながら約十日前の水族館デートを思い返して、私はひたすら後悔していた。

「あー……私って、ほんとバカ。意気地なし」

　作業が一段落したところで小休憩を取っている今、私は三人掛けのラウンドテーブルに突っ伏した。

　日が経って冷静になり、離婚が迫ってくるにつれ、あのときなぜキスをしたのかをきちんと聞いておくべきだった、という思いが大きくなってきているのだ。

　慧さんの言葉次第では、離婚を回避できる可能性もゼロではなかったはず。なのに、どうして私は逃げてしまったんだろう……！　今や完全にタイミングを逃してしまって聞けそうにないし。

　左斜めに座っている麻那は頬杖をつき、テーブルにおでこをくっつけてぶつぶつと呟く私に苦笑する。

「離婚を切り出すまでは潔くてよかったのにねぇ。や、よくないんだけど」

「あのときの勢いが弱まってきている……劣化した水道の水の出方くらい弱まってる」

「あはは。ひとちゃんってほんと恋には不器用なんだね」

　相変わらずのほほんとした麻那に図星を指され、さらに脱力した。

　不器用というか、浅はかというか。自分から潔く別れようとしておいて、今こんなに優柔不断になっているのだからほとほと呆れる。

　自業自得がすぎる……と悔やんでいると、麻那が私の背中をぽんぽんと叩き、穏やかな声で諭す。

「好きな人に優しくされたり、触れられたりしたら、臆病にもなるでしょう。社長のそういう一面を知らずに離婚話をしたわけで、それについては仕方ないと思うし、今ひとちゃんの気持ちが揺らぐのもある意味当然だと思うよ」

　自分のもやもやとした胸の内を代弁してもらえて、少しだけ心が軽くなった。

　理解のある親友に感謝して、ようやく顔を上げると、彼女は腕を組んで私の代わりに悩んでくれている。

「問題はどうやって離婚を撤回するかだよね。まあ、旦那様の気持ち次第なんだろうけど」

「はあ……やっぱり聞いておくべきだったー」

　結果悔やむことになり、再びおでこをくっつける私に、麻那は「ループ……」と呟いて苦笑した。

　しばしその状態でいたら、頭の上にコツンとなにかが当たった。ぐりんと首を回して見上げると、両手にコーヒーの紙コップを持った高海がいる。

「珍しく元気ないじゃん。これ飲むか？」

　私の手元にひとつのコップを置き、彼も休憩するらしく右斜めの席に腰を下ろした。私が好きなカプチーノの香ばしい香りが漂い、少し心が落ち着く。

　高海は結構気が利くし、世話焼きなところがあって、俗に言う〝オカン系男子〟だと思っている。

　彼のその気遣いは純粋に嬉しいので、今も「いいの？　ありがと」とお礼を言い、ありがたくもらうことにした。

　彼も自分のコーヒーに口をつける。その様子を見た麻那は、パチパチと瞬きをして自分を指差す。

「あれ、私には？」

「一絵のはボタン押し間違えたやつだから、及川の分はない」

「えー」

　さらりと返す高海に、麻那は半笑いだ。

　確か、高海はブラックが好きだったはず。コーヒーメーカーは何度も使っているのに、ボタンを押し間違えるなんてことがあるかな。

　とぼけた彼に私も笑っていると、麻那がどことなく意味深な目を高海に向ける。

「高海くんってひとちゃんには甘いよね～。名前呼びだし」

「なんだよ今さら」

　眉をひそめる高海は、「〝松岡〟も〝畔上〟も、どっちも呼び捨てしづらいんだよ」と返した。

　私はこの理由を以前から知っている。確かに、どちらもこの会社のお偉いさんの苗字だから、それを呼び捨てにするのはなんとなく気が咎めるのもわかる。

　高海はひと口コーヒーを飲んだあと、麻那をじろりと見やる。

「つーか、一絵にだけ甘いってことはないだろ。この間、及川の肩揉んでやっただろうが」

「あ、そうだった」

　たった今思い出したらしい彼女は、ケラケラと笑った。肩を揉んでもらうって、本当に仲がいいな。そして高海はつくづくお人好しだ。

　カプチーノをいただきながら微笑ましく思っていると、麻那が私に提案してくる。

「高海くん、こう見えてマッサージ上手なんだよ。肩揉み券を作りたいくらい。ひとちゃんもやってもらったら？」

「え」

　即座に高海の困惑に満ちた声が聞こえたが、麻那がそんなに絶賛するなら気になるじゃないか。

「へぇ～、じゃあお願いしようかな。最近よく凝るんだよね」

　彼のほうに背中を向け、やりやすいように少し俯いた。しかし、肩を揉まれる気配はなく、代わりに戸惑いの声が聞こえてくる。

「お前……社長がいるのにいいのかよ」

「え？　慧さんなら今日は出張でいないでしょ」

　私はキョトンとして振り向いた。

　慧さんは明日にかけて留守にしていて、それは高海も知っているはず。というか、別にいたとしても休憩中に肩揉みしてもらうくらい、サボっているとか怠けているとは思われないだろう。

「いや、そういうことじゃ……あーもういいや、めんどくせぇ。前向け」

　高海はなぜか投げやりな調子でくしゃくしゃと頭を掻く。私は首を傾げるも、とりあえず従ってまた前を向いた。

　そうして肩に両手を置かれる直前、彼の手がぴたりと止まる。

「……失礼します」

「なんで敬語？」

　打って変わって妙に丁寧な彼に失笑したものの、次いで繰り出されるマッサージに、私は軽く感動しながら声を上げる。

「うわーほんとだ、気持ちいい～」

「よくうちの姉貴にやらされてたからな」

　ああ、そういえば高海には七歳上のお姉さんがいるのだった。『自由奔放で弟をこき使う、しょうもない姉だ』とか言っていたっけ。

　世話焼きだったり、私たち女子の中にいても違和感がないのは、こういう姉弟関係のせいもあるのかもしれない。

　それにしても、ほどよい力で押されて凝りが解されていくのがものすごく気持ちいい。美容院でやってもらうよりいいかも。

「疲れた身体に効くわ～。最近やたら身体が怠だるいし眠いし、胃腸の調子がよくないときも多くて」

「五月病か、腹出して寝てたんじゃねぇの」

「五月病はともかく、腹なんか――」

　出してないよ、子供じゃあるまいし。と返そうとしたとき、いいところを彼の指でぐっと押される。

「あっ！　ああ、そこ、いい……」

　ツボに入って思わず声を上げた直後、高海の手がぱっと離されてしまった。

　気持ちよさで閉じていた瞳を開けて振り向くと、彼はなぜか私から顔を背け、片手で目元を押さえている。

「ったく、お前ってやつは……」

「なに？　終わり？」

「もう十分だろ。俺は仕事に戻る。さっき実機検証でサイトの不具合チェックしたから、お前も確認しといて」

「あ、うん、了解」

　業務連絡をして、コーヒーを手にそそくさと去っていく彼を、不思議に思いつつ見送る。そんな私たちの様子を黙って見ていた麻那が口を開いた。

「……一瞬ＡＶ見せられてるのかと思った」

「なんで!?」

　意味不明な発言にギョッとするも、彼女はすぐに真剣な顔になってテーブルに身を乗り出してくる。

「それより気になるんだけど、ひとちゃんの体調。ちゃんと検査したほうがいいんじゃない？」

「ああ、大丈夫だよ。そんな大袈裟にするほどじゃ」

「だって、生理は来てるの？」

　へらっと笑っていた私は、眉をひそめる彼女のひとことでぴたりと動きを止めた。

　今月、生理はまだ来ていない。そういえば、前回来たのって結構前だった気が……。

　しばし固まっていた私は、急に不安になってスマホを取り出し、カレンダーを見て記憶を遡らせる。

　確か、前回は三月中旬くらいに終わっていたと思う。今は四月下旬。遅れることはあまりなかったのに、一カ月以上も止まっているとなると……。

「やばいかも……」

「嘘っ!?」

　急激に不安が広がり唖然として呟く私に、麻那は驚きの声を上げた。

　半信半疑だけれど、最近の体調と生理が来ないことを照らし合わせれば、考えられる原因はひとつしかない。

　今ここにはいない彼との一夜が脳裏に過よぎり、鼓動は激しく乱れていた。




　まさかまさかの可能性が浮上してから上の空になってしまったが、幸いこの日はもう重要な案件は残っていなかったため、問題なく仕事を終えることができた。

　あれから麻那と話して、とりあえず検査したほうがいいという結論はすぐに出たので、帰宅途中にドラッグストアへ寄った。

　そこへ向かう道中で改めてカレンダーを見て、検査薬を買う直前にも三度目の確認をしたが、やはり遅れているのは違いない。

　大きな不安に押し潰されそうになるのを必死に堪え、意を決して検査薬を買い、マンションに帰ってすぐにトイレに直行した。

　心臓は飛び出しそうなほど大きく鳴り、手が震える。検査は簡単で、呆気なく事実を示す。

　――結果は、陽性。

　くっきりと水色の線が浮かぶスティックをリビングのローテーブルの上に置き、ソファに座った私は呆然としながらも、お腹にそっと手を当ててみた。

　ここにいるんだ……私と慧さんの赤ちゃんが。確定はしていないけれど、可能性は限りなく高い。

「どうしよう……」

　ぽつりと本音がこぼれた。思わず口にしてしまった第一声がこれなんて、赤ちゃんへの罪悪感でいっぱいになる。

　とにかく慧さんに言うべき、だよね。黙ったまま離婚しても、同じ職場なのだから隠し通せるわけがない。

　彼はどんな反応をするだろう。離婚を決めているのだし、私への愛情がなければ子供ができても迷惑なだけかな……。

　どちらにしろ、私はこれからひとりで育てていくことになるかもしれない。不安で不安で、胸がぎゅっと掴まれたみたいに苦しくて仕方なかった。

　なにもする気が起きず、時間だけが過ぎていく。慧さんがいないので夕飯を作らなくていいのは助かるが、せめてシャワーは浴びようと重い腰を上げた。

　ホテルライクの広々としたバスルーム、その白い木目の壁に備え付けられた鏡に、自分の裸を映す。

　まだ特に変化のない、平らなお腹。でも胸は確実に張っていて、少し痛い気もする。この身体はこれからどんどん変わっていくのだろう。

　考えるのは当然ながら妊娠についてばかりだ。シャワーを浴びたあと、少しだけお腹が空いたのでサラダを食べながら、今後つわりは酷くなるのかなと懸念する。

　それでもまだ実感はあまり湧かず、どこか他人事のように感じるのは否めなかった。

　そうしてまたソファに座り、ただぼんやりと物思いに耽っていたときだ。テーブルに置いたスマホが鳴り始め、着信を知らせる。

　時刻は午後十時。こんな時間に誰だろうと、怪訝しつつスマホを手に取った私は目を見張った。

「慧さん……？」

　着信の相手は、出張先の大おお阪さかにいるであろう旦那様だ。名前を見た途端、心臓がドクンと重い音を立てる。

　一瞬ためらったものの、彼から電話がかかってくることは滅多にないので、なにか大事な用かもしれないと思い、通話ボタンをタップした。

「はい」

『一絵、起きていたか』

　思いのほか柔らかな声が耳に届き、問題が起こったわけではなさそうだと直感する。だとしたらなんの用だろう。

「まだ十時ですからね。どうしたんですか？」

『別に……なにも用事はない。ただ、なんとなく声を聞きたくなっただけ』

　予想外の言葉が返ってきて、胸がきゅっと締めつけられた。慧さんにしては珍しい、なにげなくて単純な理由が、とても嬉しい。

　一時だけ癒された気分になり、ずっと強張っていた表情を緩め、たわいのない会話をする。

「慧さんはお仕事終わりました？」

『ああ。今、交流会が終わったところだ』

「お疲れ様でした。久々の大阪はどうですか？」

『相変わらず独特で楽しい街だよ。今頃になってたこ焼きが食べたくなってる』

　なんだか可愛らしいひとことに、私はふふっと笑った。仕事人間の社長様も、やっぱり普通の人だなと感じる。

　しばし出張の内容やお土産の話をしていたのだが、楽しい気分でいられるのはつかの間だった。

『一絵は変わったことはなかったか？』

　そう問いかけられ、すぐに現実に引き戻される。変わったことどころじゃない。ただならぬ事態になっているのだから。

　今、伝えるべきだろうか。でも、出張の合間ではそれこそ迷惑になる？

　どうしようと悩んでいたとき、なにかに気づいたような『あ』という短い声が聞こえた。次いで、やや気まずそうな調子で彼が言う。

『悪い、一絵……うるさくなりそうだから切る』

「え？」

『明日、なるべく早く帰るよ。明後日は大事な日だし』

〝うるさくなりそう〟ってどういうこと？と気になったが、明後日の話が出されて口をつぐんだ。

　明後日は私の両親に挨拶をする日。妊娠に加えて離婚の問題もあるのだと改めて実感し、気分が沈み込む。とにかく、今日はもう話せそうにない。

「わかりました。気をつけて帰ってきてくださいね」

『ああ。おやすみ』

「おやすみなさい」

　もどかしさを抱いて挨拶を告げ、スマホを耳から離そうとした、そのときだ。

『ほな畔上くん、今日こそええ女の子がそろった店行こかー！』

　電話が切れる直前、威勢のいい関西弁が確かに聞こえ、私はぽかんと口を開いて固まった。

「……は？」

〝ええ女の子がそろった店〟？　まさか今から行くの？　ていうか、今の関西弁の男性は何者!?

　慧さんが夜の街に繰り出す様を想像して、沸々と嫌な気持ちが湧いてくる。もし本当に行くのだとしたら、たとえ付き合いでもいい気分ではない。

　こっちは深刻な問題で悩んでいるというのに……！　もちろん、妊娠については彼は知らないから仕方ないんだけど！

　腕を組んでしばし唸ったのち、私は決心した。

「……やっぱり正直に言おう」

　よく考えれば、ひとりであれこれ悩んでいるのはおかしいだろう。これは私だけの問題じゃない。親になるのは慧さんだって同じなのだから。

　まずは明日、産婦人科へ行って正確な診断をしてもらおう。話はそれからだ。

〝よし〟と心の中で気合を入れ、寝室に向かうために腰を上げる。自分がやるべきことが明確になると、当然不安はあるものの、いくらかスッキリした気持ちでベッドに入ることができた。




＊　＊　＊




　翌日、午後に半休をもらって個人病院の産婦人科へ向かった。仕事のほうは、麻那ができる範囲でカバーすると言ってくれたので、ありがたくお願いして。

　緊張気味に中へ入ると、そこはホテルのように綺麗かつ落ち着いた雰囲気でちょっぴり驚いた。受付をして問診票に記入し、採尿をしてから待合室のソファに座って順番を待つ。

　周りにいるのはお腹が大きな妊婦さんばかり。皆、赤ちゃんを待ち望んで授かった人たちなんだろうか。手放しで喜べない私は、なんだか場違いのような気がしてくる。

　複雑な気分で待つこと数十分、名前が呼ばれていよいよ診察室に入った。

　下着を脱いで診察台に座ると、それが動いて足を開かれる。なんとなく知識はあったけれど、恥ずかしいし気まずいしで、ひとり目を泳がせていた。

「機械を入れますね。ちょっと冷たいですよ」

　腰の辺りで区切られたカーテンの向こうから、先生らしき女性の穏やかな声が聞こえてくる。その言葉通り、ひやりとしたなんとも言えない感覚がして、ぎゅっと目を瞑った。

　ほどなくして、再び声がかけられる。

「モニター見えますか？　チカチカ点滅しているのが赤ちゃんの心臓です」

　ぱちっと目を開いてモニターに向けた。

　黒い袋のような中に白い小さな影がある。さらにその中心で、確かにピコピコと動いているのが見える。

　これが、心臓？

「すごい……」

　思わずぽつりと呟いた。妊娠が確定しただけでなく、心臓が動いているところまで見られるなんて。

　――私のお腹の中で、この子が生きている。もう生きているんだ。

　その事実を目で見て初めてちゃんと自覚し、胸の奥から熱いものが込み上げるのを感じた。

　エコー検査を終えたあと、見た目も優しそうな女性院長の話を聞く。

「今は六週目ですね。心拍も確認できましたので、母子手帳をもらってきてください」

　小さなエコー写真を見つめて頷いた私は、ひとつ大事なことを思い出してぱっと顔を上げる。

「あの、つい昨日も妊娠に気づかずにコーヒーを飲んでしまったんですけど、大丈夫なんでしょうか？」

　昨日、高海からもらったカプチーノを飲んだし、朝はだいたいコーヒーを飲むのが日課になっている。カフェインはよくないということくらいは知っているので、心配になって質問してみた。

　先生は穏やかな表情を崩さずに問いかける。

「一日にどのくらい飲まれます？」

「多くても一杯ですが、ほぼ毎日飲んでいました」

「それくらいでしたら問題ありませんよ。まあでも、気をつけるに越したことはないわね」

　ほんわかとした笑顔を返され、私はホッと胸を撫で下ろした。表情を緩め、「わかりました。ありがとうございます」と軽く頭を下げたあと、ふと実感する。

　……私、いろいろと悩んではいても、やっぱり赤ちゃんが大事なんだな。

　さっき問診票に記入している最中、分娩を希望するかどうかの内容が出てきて、一瞬ペンが止まった。中絶という選択肢もあるのだと、迷ってしまったのだ。

　検査薬を使って陽性が出たとき、離婚のこともあって不安や動揺が先に出てしまった。でも、そこには嬉しさと感動も確かにあった。愛する人の一部が自分の中に宿るなんていう奇跡は、本当に起こるんだって。

　授かったかけがえのない命を消す決断をするより、たとえひとりでも産んで育てる覚悟をすることのほうが、私にとってははるかに容易だ。だから、〝希望する〟に丸をつけた。

　その選択をしてよかったと思う。今、こんなにも心が温かくなっているのだから。

　午後四時頃に帰宅した私は、緊張から解放されたせいか疲れがどっと押し寄せてきて、夕飯を準備する前に一旦ソファに横になった。

　途端に睡魔に襲われ、あっという間に意識が遠とお退のいていく。

　そうしてどのくらい経ったか、気がついたときには心地いい声が耳に響いていた。

「……一絵」

　呼ばれていることがわかり、うっすらと瞼を持ち上げる。次第にクリアになっていく視界には、私の顔を覗き込んで落ち着いた笑みを浮かべる旦那様が映った。

「ただいま」

「あ、おかえりなさ……あれ!?　私、寝ちゃって――」

　ぼうっとしたまま挨拶を返そうとしたとき、うっかり寝過ごしてしまったのだと気づいて、勢いよく上体を起こした。

　直後、急激に吐き気を催して「うっ」と口元を手で覆う。

　き、気持ち悪い……もしや、これがつわり？　さっきまで平気だったのに、こんなに急になるものなの？

「どうした？　具合悪いのか」

　慧さんも一気に心配そうな表情に変わり、すぐさま私の背中に手を当てて支えてくれる。起きているのがつらいので、とりあえずもう一度ゆっくり横になった。

「ごめん、なさい……ちょっと、気持ち悪くて……」

「休んでろ。夕飯は気にしなくていいから。ベッドのほうがいいか？」

　あまり動きたくないのと、ひとりになるのはなんとなく心細いのとで、私は首を横に振った。

　了承した慧さんは、ブランケットを持ってきてかけてくれる。彼の気遣いがありがたくて、胸の奥がじんとした。

　しばらく横になっていると、いくらか吐き気が和らいできて、代わりに彼への恋しさが湧いてくる。

　だって、「吐き気があるなら食べられないよな……」とぶつぶつ言いながら、キッチンでなにかを用意してくれているんだもの。

　慧さんが料理する姿とか、ほとんど見たことがないな。きっと看病も慣れていないだろう。出張の疲れもあるだろうに、自分よりも私のことを気にかけてくれている彼が、とても愛しい。

　そんなあなたとの子供を授かったんだよって、今すぐ伝えたい。

　ワイシャツを腕まくりした彼がこちらにやって来て、「とりあえず、温かいお茶」と言ってマグカップをテーブルに置いた。そのタイミングで、私は横になったまま口を開く。

「慧さん……」

「ん？」

　心配そうにこちらを見る彼と視線を合わせ、意を決して告げる。

「赤ちゃんが、できたんです」

　綺麗な切れ長の瞳が、大きく見開かれた。しかし、まだしっかり理解できていない様子だ。

「……え？」

「昨日、生理が遅れていることに気づいて、検査薬で調べたら陽性で」

　そこまで話した途端、慧さんは私のすぐそばに近寄り、ひざまずいた。驚きと焦燥が交ざったような表情で、私を一直線に見つめて問いかける。

「病院は？」

「さっき行ってきました。ちゃんと赤ちゃんの影があって、もう、心臓も動いてて……」

　エコーで見たときの感動が蘇り、目頭が熱くなる。

「私、この子を――」

〝産みたい〟と言おうとした瞬間、彼の上体が覆い被さってきた。

　優しく、かつしっかり守るように抱かれ、今度は私が驚いて目をまん丸にする。

「……奇跡だ」

　彼の口からこぼれた声はかすかに震えていた。決して困っているふうではなく、感激しているらしいことが伝わってくる。

　もしかして喜んでくれているのだろうかと、半信半疑で呆然としていると、両腕を掴んだままそっと身体が離された。

「一絵、悪いが離婚の話は白紙にさせてもらう」

「え……」

　見開いた私の目に、やや眉を下げた真剣な表情が映る。

「君も、この子も失いたくない」

　――切実そうに口にされ、瞳にも、胸の奥からも急激に熱いものが込み上げてきた。

　慧さんも望んでくれるの？　私たちと生きていくことを……。

「ずっと考えていた。どうやったら君を引き止められるかって。結局、このタイミングになってしまったが」

　少々バツが悪そうにしながらも、彼の目には情熱の色が浮かんでいるのがわかる。まさか、私を引き止めようとしていたなんて。

　溜まった涙で視界を揺らす私に、彼は力強く告げる。

「君たちに幸せを与える夫に、父になると約束する。だから……これからも俺と一緒にいてほしい」

　ぽろぽろと、溢れる雫が頬を伝った。願ってもない言葉をもらえた嬉しさで、胸がいっぱいになる。

　同時に、一度は離婚しようとしてしまった後ろめたさも感じて、泣きながら「ごめんなさい」と子供みたいに謝った。

「離婚を切り出したくせに、ずっと後悔していたんです。こんなこと言うのは、あまりにも勝手だけど……私も同じ気持ちです」

　彼のシャツをきゅっと握り、我慢していた本心を伝える。

「慧さんと、この子と生きていきたい」

　私を見つめる彼の顔に、安堵の笑みが広がって、再びふわりと抱きしめられた。こんなに穏やかな抱擁ができるなんて、夢みたい。

「もう一度始めよう。俺たちの夫婦関係を」

　耳元で温かい声が響き、涙しつつも唇を弓なりにして「はい」と頷いた。

　これからも、この腕の中にいられる。切れそうだった糸が結び直されるような安心感を覚え、確かな幸せを実感することができた。

　次第に落ち着きを取り戻すと、慧さんがはっとした様子で身体を離し、問いかける。

「具合はどうだ？」

「そういえば、今は大丈夫です。ホッとしたせいかな」

「そうか……。ひとりで病院に行くのも不安だっただろ。ついていてやれなくて、すまなかった」

　私の髪を撫でながら申し訳なさそうにする彼だけど、その気持ちだけで救われて、私は首を横に振った。

　そうしてふいに思い出す。昨夜の電話での一件を。

「慧さん、昨日は〝ええ女の子がそろった店〟に行ったんですか？」

　突然、表情を強張らせた私の問いかけに、慧さんはキョトンとする。

　軽く眉根を寄せて不思議そうにしたあと、電話したときのことを思い出したらしく「ああ」と声を漏らした。

「聞こえていたのか。あの関西弁の人は一応ネット事業の社長で、会うたびああやって誘ってくるんだ」

「会うたび!?」

「一度も誘いに乗ったことがないからだよ。行くわけないだろう、一絵がいるのに」

　ふっと浮かべる余裕の笑みにドキリとさせられたのもつかの間、私の頬に手を添え、まっすぐな眼差しを向けられて、さらに胸が高鳴る。

「もう君を不安にはさせない。俺を信じてくれ」

　凛としたその声に、疑う余地もないほど頼もしさを感じ、私は口角を上げて「信じます」と頷いた。

　そのまま唇が寄せられ、優しく重ねられる。

　まるで、新しい夫婦関係を始めるために、改めて交わす誓いのキスのようだった。

　まもなくやってくる妊娠三カ月目は、つわりも今以上に大変になるかもしれない。しかしそれよりも、心を満たされることのほうがきっと多いはず。

　さらなる幸福が待っている予感を抱いて、私たちはやっと本物の夫婦として歩み始めた。










妻にご執心の四カ月　Side＊慧




　一体、俺の恋情の始まりはどこからだったのだろう。

　身体を重ねたときか、あるいは初めて会ったときからだったのか。

　もしかしたら明確なきっかけはなく、彼女と過ごす一日、一分一秒ごとに大切な存在になっていたのかもしれない。

　自分でも気づくことなく、静かに、ゆっくりと。




「慧さん、こちらにサインしていただけますか？」

　結婚して一年が経って間もなく、妻から離婚届を差し出された俺は、特別驚きもしないで〝ああ、やっぱりか〟と納得した。

　一絵に対してはなんの不満もなく、むしろよくやってくれる子だと感心していた。帰宅したときも、朝起きたときも常に手作りの食事が用意されているし、部屋は散らからず、洗濯もアイロンがけも完璧。

　完璧すぎて、家政婦ロボットのようで人間味がないと感じていたのは確かだ。

　たわいのない世間話はしても、俺のことに踏み込んではこないし、遠慮しているのか避けられているのか判断がつかない。食事以外は互いの部屋にいる時間が多く、ルームシェアをしている感覚に近かった。

　だからきっと、彼女も決められた結婚に従っているだけなのだろう。そのうち俺を見限って、好きな男ができたりするかもしれない。

　そんなふうに思っていたのだ。離婚届を差し出されたそのときまでは。

　自分の中の異変を感じたのは、書類を受け取ってからだ。必要事項を記入している最中、なぜか走馬灯のように一絵の様々な面が脳裏を過った。

　初めて会ったとき、グラフィックデザイナーになりたいと話していた彼女の瞳が、キラキラ輝いて眩しかったこと。現在、仕事している最中もその光を絶やしていないこと。

　結婚式の誓いのキスで唇に軽く触れた直後、恥ずかしそうに俯く彼女がとても可愛かったこと。

　くだらない話で気を許したように笑う顔、風呂上がりの濡れた髪、『おかえりなさい』と紡ぐ温かい声……。

　思い返せば、どれもが素敵で記憶に焼きついている。もうそれらを近くで見られないのだと思うと、胸を摘ままれるような、かすかな痛みが走る。

　これは、なんだ？　ペンを持つ手が異様に重くて進まない。なぜ、こんなに虚無感を抱いている？

　心に生じた異常に気づき始め、記入し終わった離婚届を呆然と眺めていたとき、一絵の口からあられもない発言が飛び出した。

『私を抱いてください』と。

　なにを言い出すのかと動揺し、もちろん断ったが、どうやら彼女なりの強い意志があるらしい。

　これまで見てきた一面とはまた違い、遠慮せず自分の思いをぶつけてくる彼女は新鮮で、拗すねたような顔も可愛らしかった。

　同時に、俺が歩み寄ろうとしなかったせいで、彼女は素を見せられなかったのだと理解した。

　離婚話がきっかけで以前よりわかり合えるなんて、皮肉なものだ。……いや、彼女を大切にしなかった俺が愚かなだけか。

　今、一絵に抱いている感情の正体をはっきりさせたい。もっと近づいて、触れて、すべてをさらし合えば確信できるかもしれない。

　遅いのは重々承知している。それでも、確かめずに終わらせることなどしたくなかった。

　――唇を奪い、彼女の素肌を暴くと、胸の奥がじりじりと焦がれるような感覚を覚えた。

　家政婦ロボットだなんて思っていて、ごめん。そう謝りたくなるくらい、彼女の反応はいちいち可愛くて、胸をくすぐられた。

　単に欲情したというより、一絵のすべてが欲しくなったというほうがしっくりくる。

「慧、さん……っ」

　一生懸命、俺の名を呼んで抱きついてくる彼女が、素直に愛おしいと感じた。

　その気持ちが上乗せされているのか、愛撫しているだけでこれまでにない快感を覚えていた。ひとたび身体を繋げれば、すぐに限界を迎えてしまいそうなほど。

　熱い中を慎重に攻めながら堪えていると、一絵が俺の腕をぐっと掴む。

「あっ……！　だめ、待って」

「痛いか？」

「ちが……なんか、おかしくなりそ……」

　涙目で訴える彼女の快感が高ぶっていることに気づき、自然に笑みがこぼれた。指を絡め、耳にキスをして囁く。

「なればいい。乱れる姿も、恥ずかしいところも、すべて見せてくれ。君の全部を、俺に」

　それを心と身体に刻み込んだら、二度と忘れないから。

　君も覚えていてほしい。不完全でも、夫婦としての大切な時間を過ごしたことを。

　余裕はなくなり、再び律動を始めると、一絵はとびきり甘い声を小さく上げて身体を震わせた。

　離れたがっている彼女を、もうこの腕で抱けることはないのだろう。今この瞬間も、彼女はただ経験を得たかっただけで、俺への愛情はない。

　それがこんなにも胸を苦しくさせる理由は、ひとつしかない。

　今になって一絵への想いを認められた自分を呪い、激しく後悔しながら、俺は届かぬ愛を吐き出した。




　――妻を手放したくない。

　まるで駄々っ子のようなわがままを秘め、本能のままに抱き合ったあとの休日は、お互いにぎくしゃくしていた。なるべく平静を装ったつもりだが、どうにも意識してしまって目を合わせることもままならなかった。

　週明けも、何事もなかったように業務にあたっていたはずが、だいたい行動を共にしている秘書の瀬在は異変に気づいたらしい。

「今日はなんだか身が入らないようですね。休み中になにかありました？」

　取引先から社に戻る車内で、運転手を務める瀬在が、ミラー越しに俺をちらりと見て問いかけてきた。

　俺はタブレットから窓の向こうへと視線を移し、ぼんやりと横よこ浜はま港こうを眺めてボソッと答える。

「妻を抱いた」

「はー、それはそれはお熱いことで……え？」

　呆れたように乾いた笑いを漏らした彼だが、数秒固まったのち再び勢いよくミラーを見上げた。信じられない、とでも言いたげな顔でぽかんとしている。

「抱いた、って……夢で？」

「なんでだよ。現実だ」

　思わずツッコんだが、彼が疑うのも無理はない。

　二歳年下の瀬在とは長い付き合いで、プライベートなことを話せる貴重な友人のひとりでもある。

　物腰が柔らかくて愛想もよく、整ったルックスから、社内では陰で王子様と呼ぶ者もいるらしいが、異論はない。信頼できるし、非の打ちどころがない男だと俺も思う。

　そういう奴だから、結婚生活についてもありのままを打ち明けている。これまでただ同居しているだけだった俺たちが抱き合うなんて、にわかには信じがたいだろう。

　しばし呆気に取られていた瀬在は、事実だとわかると安堵したように口元を緩めた。

「なんだ、しっかり夫婦になっているじゃありませんか。よかったです」

「なにもよくない。離婚するんだから」

　暗い声色で吐き捨てると、彼はまた瞠目する。

「はい？」

「離婚話がきっかけで近づけたんだ」

「ちょっとなに言ってるかわからない」

　首をひねる瀬在に、一絵に離婚を切り出されたことから、自分の想いに気づいたところまでかいつまんで説明した。次第に呆れ顔になっていた彼はため息をつく。

「どうして本心を伝えないんですか」

「向こうが離婚したがってるんだぞ？　言えるわけない」

「まったく、社長は恋愛に関してはめっぽう不器用なんだから……」

　不器用、か。そうなのかもしれない。そもそも、恋愛の類はだいぶご無沙汰しているし、こんなに悶々とするのは初めてと言っても過言じゃないが。

　内容が頭に入ってこないのでタブレットの画面をオフにすると、瀬在の心配そうな声が聞こえてくる。

「あれ以来、社長は誰とも付き合ったりしなかったでしょう。なにげに気がかりだったんですよ。奥さんを抱いたって言うから、やっと好きな人ができたんだなって安心したのに」

〝あれ〟というのは、おそらく大学時代に付き合っていた子との一件だろう。当時からつるんでいた瀬在は、そのときのことも知っているのだ。

　懐かしく、古傷がシクシクと痛む過去の記憶が蘇る。確かに、それがきっかけで女性関係が面倒になってしまったのは否めない。

「……今日、一絵の服が何色だったか覚えているか？」

　なんの脈絡もない突然の問いかけをすると、瀬在は少し表情を硬くして答える。

「確か、淡いピンク色だったかと」

「俺には薄いグレーに見えた」

　覇気のない声で呟くと、彼はやや気まずそうに目線を前に戻した。

　――俺の目に映る世界は、どうやら大多数の人のそれとは違った色をしているらしい。たとえば、自分が〝これは赤色だ〟と思っても、一般的には赤色ではなかったりするのだ。

　これは、色を感じる視細胞に異常があるせいで起こり、現在は色覚障害と呼ばれている。

　決して珍しいものではなく、日本人男性の二十人に一人はいるのだとか。俺は生まれつきそれで、赤と緑が似た色に見えるタイプである。

　幸い軽度なので日常生活に支障はないが、ウニとわさびを間違えて食べたり、焼いた肉の色の違いがわからず、生焼けの肉を食べて腹を壊すといったことは過去に何度かあった。

　今日のように服の色を間違えることなんてしょっちゅうだし、昔付き合っていた彼女とはそのことが原因でうまくいかなかった。人とは違う見え方をする俺を奇妙に感じ、受け入れられなかったのだろう。

　それについて彼女を責める気はなかったし、未練もまったくないが、現在も少なからず影響を与えている。

「……一絵にも、どこか負い目を感じるんだよ。嫌な思いをさせることもあるだろうし、一緒に出かけたとしても楽しませてやれないんじゃないかって。彼女のデザインも、俺に見えているものとは違うと思うと、純粋に褒められない」

　正直な胸の内を吐露しているうちに、ひとつ納得したことがあった。一絵と距離を取っていたのは、昔と同じように失望されたくなかったからだと。

　彼女がグラフィックデザイナーだというのも、大きな要因かもしれない。

　俺は元々絵を描くのが好きで、将来はそれを活かした仕事をしたいと思っていた。

　ところが、中学生頃に自分が色覚障害であるとはっきり認識し、その夢は諦めざるを得なくなった。細部まで色彩にこだわる仕事に就くのは、色覚にハンデを持つ者にはやはり難しい。

　そうして、コンサルタントの父親の影響もあって経営の道へと進んだが、広告の会社を選んだのは少しでもこの世界に関わっていたかったからである。

　そんな経緯から、最初はデザイナーの仕事を楽しんでいる一絵に対して、羨ましい気持ちも多少あったのだと思う。

　しかしそれ以上に、彼女のデザインには惹かれるものがあるので素直に感心している。なのに、本人が意図した色と俺に見えている色は違うのだと思うと、気軽に褒め言葉を口に出せないのが心苦しい。

　こういった劣等感のせいで、今まで一絵との関わりを無意識に避けていたのか……。

　なんとも言えない気持ちで流れる景色をぼんやり眺めていると、瀬在が毅然とした口調で言う。

「色覚障害のことを気にするかもしれないっていうのは、慧さんが勝手に思っているだけでしょう？　奥様がどう考えるかは聞かなければわからない。一絵さんは昔の彼女じゃないんだから」

　正論をぶつけられ、わずかに心が動く。

　瀬在が俺を名前で呼ぶのは、建前を気にしないときだ。そういえば、こいつは俺の事情を知ってもまったく態度が変わらなかった。

「お前は気にしなかったな。俺がウニとわさびを間違えて食べても」

「あれは今思い出しても笑います」

　遠慮のない言葉が返ってきて、俺も自然に笑みがこぼれた。

　こいつのように、普通に扱ってくれる奴には救われる。だからこそ秘書に選んだのだが。

　会議資料のグラフや文字の色の区別がつかないときや、デザインについて議論するときには助けが必要となる。瀬在は公私共に大切な存在なのだ。

「とりあえず、一絵さんとちゃんと向き合ってみたらどうですか？　きっとまだ遅くない。むしろ、今がチャンスかもしれませんよ」

　彼に言われると、不思議とそうかもしれないと思わされる。……が、向き合うにはどうしたらいいんだ？

　まずそこから悩み出す俺に、瀬在は「やっぱり不器用だなぁ」と呟いてクスクスと笑っていた。




　車の中で思案した結果、まずはふたりで話す時間を作ることが大事だろうという考えに至った。

　オフィスに戻って一絵の姿を見つけると、夕飯を一緒に食べようと約束を取りつけたが、そういえば社内でこんなふうに話しかけるのは滅多にない。

　だから一絵は目を丸くしていたんだな。ぽかんとしている顔も可愛かった。

　彼女を想うのはほどほどにして、入っていた予定のすべては時間通りに済ませた。その後、名の知れたパティスリーに寄り、彼女が好きそうな桜のスイーツをいくつか購入して帰途につく。

　一絵が甘いものが好きなことくらいは知っている。俺はあまり得意ではないので一緒に食べることはほとんどなかったが、食後にゆっくりと話をする口実になればと思ったのだ。

　ところが、こういう日に限って仕事が終わらなかったらしく、彼女が帰ってきたのは午後八時。しかも、大量の惣菜を買って。

　若干驚いたものの、すぐに決まりが悪くなる。

　こうしてラクをしたいときもあっただろうに、一絵は毎日家事をきっちりこなしていた。そのありがたみをひしひしと感じ、任せっきりにしていたことを反省する。

　俺は本当にダメな夫だな。だから愛想を尽かされるんだ。今日の惣菜パーティーも、もう手料理は作らないというあてつけなのかもしれない。

　瀬在はまだ遅くないと言っていたが、彼女の気持ちをこちらに向かせるのは至難の業ではないだろうか。仕事では強気に出られるが、女性に対してはそうもいかない。

　……でも、せめて一絵を喜ばせたいとは思う。これまでなにもしてやれなかった分、少しでもいい思い出を作ってやりたい。

　そうして、食後に話し合って初めてのデートの予定を立てた。当日までの数日間、遠足が楽しみな子供みたいに内心そわそわしていたことは絶対に秘密だ。

　十数年ぶりに訪れた水族館は、幼い頃のイメージとは違って若干小さく見えたし、こんなにオーソドックスな造りだったか？と感じた。

　しかし隣に一絵がいるだけで、まるで別世界のよう。手を繋いで歩けば鼓動は速まり、まさに海の中にいるかのごとくふわふわとした感覚を覚えた。

　彼女がカラフルだという魚たちも、俺にとっては似た色が多く見えたが、それでも綺麗だと思える。この非日常な空間にいるせいか、彼女のデザインを褒める言葉も自然に出てきた。

　すると、一絵は水槽に視線を向けながらも、どこか遠くを見るような目をして話し出す。

「デザインって構図も色も自由に表現できて、〝こうあるべき〟っていう概念を崩せるから好きなんです。たとえば、海の色はほとんどの人が青だって言うだろうけど、デザインの世界では何色でもいいから。人それぞれに感じる色があっていいと思うんです」

　――穏やかな声で口にされたその言葉が胸に沁み込んで、じんわりと温かくなった。

　固定観念に囚われないこの子なら、俺も受け入れてもらえそうな気がする。こんなふうに考える人が、誰よりも近くにいたなんて。

　同時に、もうひとつわかったことがある。なにか大きなきっかけがあって俺の恋が始まったのではなく、一絵の人柄や考え方に惚れたのだと。

　魚たちよりもずっと美しい横顔を見つめていると、まつ毛が長い二重の瞳がこちらを向いた。俺の口からは想いがこぼれる。

「……ああ、俺も好きだ」

　デザインも、それ以上に君のことも。なぜ今までないがしろにしていたんだ、こんなにかけがえのない存在を――。

　一絵とのデートはとても楽しい時間だったが、俺の心には後悔ともどかしさが渦巻いている。日が沈み、イルミネーションが輝く島内を眺めている今も。

　どうすれば彼女を引き止められるのだろう。そもそも、離婚を切り出した本当の理由は好きな奴ができたから……という可能性もなくはない。だとしたら、俺にチャンスなどはなくなる。

　寒そうにする華奢な肩を抱いて思案していたとき、彼女が微笑んで言う。

「今日、一緒に来られてよかったです。慧さんと、ふたりで来られてよかった。……素敵な思い出になりました」

　俺たちの関係がもうすぐ終わることを示唆する言葉。それを改めて実感させられた途端、一気に焦燥に駆られる。

　気がつけば、俺は愛しい顔をこちらに向かせ、唇を奪っていた。

　衝動的にキスをしてしまい、自分自身が驚く。こんなふうに余裕がなくなるのは初めての経験だから。

　唇を離すと一絵は瞠目していて、戸惑っているのは明らかだった。

　……もう伝えるしかないだろう、この想いを。彼女を困らせるとしても、自分の気持ちに嘘はつけない。

　覚悟を決め、背けていた目線を彼女に戻して口を開く。

「ひと――」

「帰りましょうか！」

　話し出そうとした直後、予想外のひとことが飛び出して俺は呆気に取られた。

　帰る？　このタイミングで？　そんなにキスが嫌だったのだろうか。

　ひとりでペラペラとしゃべりながら歩き出す彼女を引き止めようにも、まったく聞く耳を持たない。あえて俺に話しかけられないようにしているのは明白だ。

　頭を抱えたくなりつつ、これはもう無理だなと諦め、深いため息を吐き出した。

　やっと伝えられそうだったのに、完全にタイミングを逃してしまった。いやそれより、嫌われている可能性が高いことのほうがショックだが。天国から地獄とはこのことか。

　ひたすら続く彼女のどうでもいい話に相づちを打つことすらできず、俺は再び恋愛迷子状態になっていた。




　週明け、デートの詳細を聞いてきた瀬在を適当にあしらっていたのだが、やはり察したらしく『社長がここぞというチャンスをモノにできなかったとは……』と落胆していた。

　致命的なことはさらにもうひとつ。一絵がご両親と会う日を具体的に決めたのだ。そこでいよいよ離婚の決意を表明しなければならない。

　しかし、俺は人知れず葛藤したのち、ひとつの決断をした。松岡社長夫妻と会ったら、〝離婚したい〟ではなく〝彼女とずっと一緒に生きていく〟と勝手に宣言してしまおう、と。

　一絵が聞く耳を持たないのなら、強硬手段に出るしかないと考え至ったのだ。

　彼女の意思を尊重できないほど、今の俺は切羽詰まっているらしい。だが、なにも変えられないまま、別れる結末を迎えるのだけは御免だ。

　密かな決意を抱き、その日まで粛々と業務を遂行する。一絵の実家を訪問する前々日は大阪に出張で、俺はひとりイベント会場に足を運んでいた。

　今日のイベントは、数百の企業や団体が、インターネットの技術動向やトレンドを伝えるためにデモンストレーションを行うもの。今回ジョインプレッションは参加しないが、事業の参考にするために見学をしに来たのだ。

　重要な会議でなければ、瀬在に同行してもらう必要はない。色覚障害に関してだけでなく、どちらかと言えば一匹狼で敵も作りやすい俺には、彼がいると助かることは多々あるのだが。

　イベントで知見を広めたあとは、広告関係の業界人が集う交流会に参加する。高層階のラウンジでディナーをいただきながら、初対面の社長と意見交換をしていると、偶然知り合いと鉢合わせた。

『ネージュ・バリエ』というデザイン会社を経営している久く礼れ社長だ。

　現在三十三歳で、一児の父。大人の余裕を醸し出すイケメンで、大雑把なタイプだがとても人当たりのいい人だ。会社が同じ横浜ということもあり、今日のようなイベントや会議で、部長の頃から度々顔を合わせている。

　彼は俺に目をかけてくれるうえに、とても有意義な時間を過ごせるので、今夜も少し話をしようとふたりでカウンター席へ移動した。

　並んで座ると、久礼さんがウイスキーをふたり分頼んでから話し出す。

「ジョインプレッション、だいぶ巻き返してるらしいな。畔上の手腕はさすがだよ」

「ついてきてくれる社員のおかげです。ネージュ・バリエこそ、新しい『SHINDOUシンドウ』の広告が出るたび話題になっているじゃありませんか」

　シンドウは海外にも進出している大手家具ブランドで、ネージュ・バリエが手がける広告はスタイリッシュで興味を引くと業界内で高く評価されている。こちらとしても見習いたい部分が多い。

　にもかかわらず、久礼さんは決して鼻高々にならない。「シンドウのイメージを下げないように皆で必死になってるよ」なんて笑っている。

　そして、素直に相手を褒めてくれる人だ。

「畔上はデザインの知識もあるし、大胆かつ確実に利益を出す経営戦略も次々打ち出しているだろ。さらに結婚もしたとなれば、また新しい考えが生まれたりする。今後がますます楽しみだよ」

〝結婚〟の二文字にピクリと反応した俺は、頭の片隅に押し込めていた一絵の顔を蘇らせ、傾けていたグラスを静かに置いた。

　久礼さんはだいぶ年下の幼なじみの女性と、長年の想いを実らせて結婚したらしい。順風満帆なのは間違いなく彼のほうだ。

「久礼家は絵に描いたような幸せな家庭ですよね。お子さん、おいくつでしたっけ」

「今、二歳。これがめちゃくちゃ可愛いんだよ。嫁にそっくりで」

　家族の話になると途端に顔の締まりがなくなるので、思わず笑ってしまった。

　奥さんも娘も溺愛している彼を微笑ましく思っていると、なにげない調子で問いかけられる。

「畔上は、まだ子供は考えていないのか？」

　――子供。それ以前の問題を解決させるのに必死で考えてはいなかったが、俺と一絵の子供か……そんな宝物を授かったら幸せすぎるな。

　よく考えれば、一夜だけとはいえ行為はしているのだから可能性はゼロではない。限りなくゼロに近いだろうが、もしも奇跡が起きたなら、俺は無条件で大喜びする。

「いつかは欲しいですよ。子供は嫌いじゃないので」

「へえ、意外だ」

　久礼さんはやや目を丸くした。皆、俺に家庭的なイメージを持っていないらしく、同じ反応をされることが多い。

　が、一応俺も小さい子を見れば癒されるし、笑わせたり、抱き上げたりしたいと思うのだ。

　それが好きな人との子なら、なおさら尊くて愛しく感じるのは間違いないだろう。

　想像するだけなら自由だと、一絵が腕に赤ん坊を抱いている将来を思い描く俺に、落ち着いた声がかけられる。

「子供ができても、奥さんへの感謝や愛情はちゃんと伝えろよ。嫁を不安にさせないのも、立派な旦那の務めだ」

　その教えは俺の胸にすうっと届き、一言一句を噛みしめながら頷いた。

　俺たちの子供がいる未来……それが実現するかはわからないが、彼女がもう一度俺とやり直してくれるなら、今度こそ夫に相応しい男になると誓う。

　交流会が終了したあと、久礼さんと話したことで妻が恋しくなった俺は、ラウンジを出たところで電話をかけた。ただ声が聞きたいだけで電話をするなど初めてだ。

　なんだかくすぐったいが、一絵の心地いい声や話し方に癒されていたとき、俺の正面から先ほどまで同じ会場にいた中年男性が近づいてくることに気づく。

　坊主頭に顎髭を生やした、インパクトのある見た目の彼も、ネット事業を展開している四十五歳の社長。生まれも育ちも大阪の、バリバリの関西人だ。

　これはいけない。まったく嫌な人ではなく、むしろ明るくフレンドリーなのだが、声が大きく毎回決まって言われることがあるので、電話は切ることにする。

　忙せわしなく一絵に「おやすみ」と告げた直後、ラグジュアリーな廊下に相応しくない声が響き渡る。

「ほな畔上くん、今日こそええ女の子がそろった店行こかー！」

　予想通りのかけ声と共に、ぐいっと肩を抱かれ、俺はげんなりしつつ口の端を片方だけ持ち上げた。

「堂どう島じま社長……毎回行かないと言っているでしょう」

「あ！　そやったそやった、畔上くん結婚したんやったなぁ。ついこれまでのノリで誘ってもうたわ！」

　バシバシと俺の背中を叩き、がははと笑う彼。

　これでもかなりのやり手で、これまでに何度かアドバイスをもらったりもしているのだが、キャバクラ好きで有名なのだ。俺も会うたびに誘われて困っている。

　まあ、こういうときに結婚している事実は役立つか……などと思いつつ、彼のマシンガントークに付き合っていると、ふいにじっと顔を覗き込まれる。

「畔上くん、顔が優しくなったんちゃうか？　嫁さんのこと、愛しとるんやな」

　嫌みのない笑みを浮かべて言われ、顔に出ているのかと驚き一瞬目を丸くした。気恥ずかしくなるも、正直に答える。

「……ええ、とても」

「ほんなら絶対手放したらアカン。もし逃げられそうになったら、道どう頓とん堀ぼりに飛び込んででも捕まえておくんやで。そんなに深く愛せる人には、そうそう巡り合えるものやないんやから」

　その力説には〝あんた独身やないか〟とツッコみたいのだが、堂島社長の言いたいことはよくわかるし、正しいとも思う。

　離婚などしないと改めて決意を固めることもでき、俺は口角を上げて「そのつもりです」と返した。




　翌日も大阪での予定をこなしてから横浜へ戻った俺は、寄り道せずマンションに帰宅した。あれこれ買った評判の土産を手にして。

　部屋に入ると、一絵はよっぽど疲れたのか、珍しくソファで眠っていた。起こすのを少々ためらうも、彼女の笑顔が見たい欲求のほうが勝まさって呼びかける。

　ところが、俺に気づいてがばっと上体を起こした彼女は、途端に苦しそうな表情に変わり口元に手を当てた。具合が悪いことはすぐにわかり、ひとまず再びソファに寝かせる。

　胃腸にくる風邪かなにかだろうか。こういうときは無理に食べさせないほうがいいよな。とりあえず水分だけはとるようにしなければ。

　心配でたまらなくなりながら、慣れない看病をし始める。テーブルにマグカップを置くと、一絵がか弱い声で俺を呼んだ。

　視線を合わせた彼女の口から飛び出したのは、驚愕のひとこと。

「赤ちゃんが、できたんです」

　――赤ちゃん？

　まさか……信じられない。奇跡が本当に起きたっていうのか？

　あまりの驚きで「……え？」と間抜けな声がこぼれた。

　いてもたってもいられなくなり、不安げに眉を下げる一絵のそばに近寄って経緯を聞く。産婦人科にも行き、新しい命が確実に宿っていると判明したらしい。

「私、この子を――」

　一絵は泣きそうな顔でなにかを言おうとしたが、構わず彼女の身体を抱きしめた。

　……俺の手、震えてる。これほど感動したことがあっただろうか。

　今まで夫らしいことをなにひとつしてこなかった俺に、こんな幸せが訪れていいのかと恐れ多くなる。でも、最高に喜ばしい事実がわかって、想いを留とどめておけるはずがない。

「一絵、悪いが離婚の話は白紙にさせてもらう」

「え……」

　目を見張る彼女をまっすぐ見つめ、切実な気持ちを声にする。

「君も、この子も失いたくない」

　ようやく本心を伝えると、俺を映す綺麗な瞳にみるみる涙が浮かんだ。

　今さら迷惑だろうかと緊張が走る。「ごめんなさい」と言われて一瞬血の気が引いたが、どうやら一絵も俺と同じく後悔していたらしい。

「慧さんと、この子と生きていきたい」

　涙ながらにそう言った彼女に、愛しさが込み上げる。そして、一緒にいる選択をしてくれたことで、心から安堵した。

　細くて柔らかい身体を再び優しく抱きしめ、ぬくもりを分かち合う。

　妊娠がわかって、きっと不安でいっぱいだっただろう。もっと早く気持ちを伝えておけば、そんなふうにさせずに済んだかもしれない。

　でも、いい加減に後悔するのはやめて、反省点を未来の糧にしよう。

　この腕の中にある宝物は、もう二度と離さない。
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　そろそろ梅雨入りしそうな六月の初旬、俺は珍しくキッチンに立っている。まだつわりが治まっていない妻のために、なにか作ってやろうと目論んで。

　つわりが始まってから、一絵を心配したお義母さんが度々手料理を届けてくれて、とても助かっている。それに頼れないときは、いつかの一絵のように俺が惣菜を買ってきたり、デリバリーを頼んだりしている。

　彼女は多少無理をしても自分でなんとかしようとする部分があるから、少しでも休ませたい。そう思うのは、俺もお義母さんも同じなのだ。

　ただ、俺は料理が苦手な人間で、手作りのものを食べさせてやることがなかなかできずにいた。

　しかし今日は休みで時間があるので、せっかくだから挑戦してみようと思い立ったのである。

　とりあえず様々な食材を買い込み、レシピを頼りにひと通り調理してみた。そうしてできあがった品々を腕組みして眺めていると、寝室のほうから一絵がやってくる。

　大きめのＴシャツにロングスカートの、ラフな姿だ。妊娠四カ月に入ったばかりで、まだまだ見た目にはわからないが、彼女の中では順調に命が育っている。

「一絵、起きて大丈夫か？」

「だいぶよくなりました。前よりは軽くなってきてますよ」

　そう言って俺に向ける笑顔には、心なしか母性が滲んでいる気がする。

　彼女は空腹になると気持ち悪くなる〝食べづわり〟というタイプらしい。飴やガムなど、ちょっとしたものを食べると吐き気が和らぐのだと言っていた。

　三カ月の頃は特に苦労していて、仕事中も酷い顔でつらそうにしているものだから強制的に休ませるときもあったが、今はなんとかうまく対処できているようだ。

　彼女は俺がキッチンに立っているのを不思議に思ったらしく、ゆったりと歩いて隣にやってくる。

「なにか作ってたんですか？」

「ん、ああ……」

「わぁ、うどん！　美味しそう」

　俺が歯切れの悪い返事をするのにはわけがあるが、手元にある冷やしたうどんと薬味を覗き込んだ一絵は、感嘆の声を上げた。

「慧さんって料理できたんです……あ」

　次いでクッキングヒーターに目をやり、ぽかんと口を開けて固まった。

　鍋の中には香ばしい香りを漂わせるおかゆと、野菜がクタクタになった汁物があり、さらにシンクには洗い物が乱雑に積まれている。

　食欲も失せてしまいそうな惨状でとても気まずくなるも、開き直って白状する。

「いろいろと挑戦した結果、うどんが一番失敗が少ないってことがわかった」

　消化がよくて難易度の高くないものを選んだはずが、どれも失敗。ただ、うどんは茹でるだけだし、つゆも割るだけなので、俺にもできると判明したのだ。

　それにしても、料理にもある程度のセンスが必要らしい。〝塩少々〟とか〝火が通るまで〟とか、その辺りは作る人の感覚による部分も大きいのだろうから。

　こんなに大変な作業を毎日してくれている人がいることを、本当にありがたく思う。

「おかゆって焦げることがあるんだな……ポトフもじゃがいもが粉々になるし……」

　顎に手を当ててぶつぶつ呟いていると、一絵はぷっと噴き出し、「あっははは！」と大笑いした。

　キッチンをすごい有り様にして、てっきり機嫌を悪くさせるかと思ったが、彼女は無邪気に笑うので呆気に取られる。

「いつも完璧な慧さんが失敗する姿を見られるなんて」

「俺はかなり複雑なんだが」

　なぜか喜んでいる一絵は、口元を歪ませる俺に温かな声をかける。

「私のためにがんばってくれたんですね。ありがとうございます。すごく嬉しい」

　ふわりと微笑む彼女がとびきり可愛くて、ガラにもなく胸がときめいた。確かに一絵のためだけれど、そんなふうに感謝されると照れてしまう。

「食欲出てきました」と明るく言って、食器棚のほうへ向かおうとする彼女を引き止め、後ろから抱きしめる。

「け、慧さん？」

「一絵にもこの子にも、何事もなく生まれてきてほしいよ」

　まだ小さい彼女の腹にそっと手を当て、切実な願いを口にした。

　妊娠を告白されたあの日から、久礼さんにもアドバイスされた通り、言葉や態度でなるべく気持ちを表すようにしている。

　会社での振る舞いは以前と変わりないが、唯一俺の執心っぷりを知っている瀬在だけは、祝福するのを通り越して気味悪がっているくらいだ。

　急に抱きしめられて驚いていた一絵は、ふっと頬を緩めて俺の手の上に自分のそれを重ねる。

「生まれたら、三人で楽しいこといっぱいしましょうね」

　俺を見上げて言う彼女に約束するように頷き、優しくキスをした。

　幸せな未来を実現させる頃には、もっと君が愛おしくなっているに違いない。










初々しくも蜜な五カ月




　妊娠してからというもの、旦那様は別人のように優しい。

　離婚話を切り出したあとから変わったのは明らかだったが、最近は特に過保護というか、私を大切に扱ってくれているのがわかる。

　好きな人と毎日触れ合えて、その人の赤ちゃんを授かっているなんて、こんなに幸せでいいんだろうかと心配になるくらいだ。

　とはいえ、つわり真っ只中の時期はめげそうになった。吐くことはあまりなかったからいいほうだと思うけれど、しょっちゅう車酔いのような状態を味わうのはつらすぎる。

　仕事中は、慧さんはもちろん、麻那や高海が気遣ってくれてかなり助けられた。優しい人たちに囲まれていることも、本当に幸せだと思う。

　そのつわりも四カ月を過ぎてから徐々に軽くなり、五カ月に入った今はすっかりなくなった。

　会社では重要な人にだけ報告したが、おそらく気づいている人もちらほらいるはず。無事に安定期に入ったから、噂が広まっても多少心穏やかにいられそうだ。

　お腹も少し膨らんできた七月中旬の今日、ロッカーに私物を入れて席に戻ろうとしたとき、ちょうどオフィスに荷物が届けられたので私が対応する。

　届いたのは、Ａ４のコピー用紙が入った段ボール箱。これ重いんだよな……と思いながら伝票にサインをした直後、誰かが箱を受け取ってくれた。

　ぱっと顔を上げると、瀬在さんが紳士的な笑みを浮かべている。さらりとしたショートヘアに中性的な目鼻立ちは、今日も変わらず麗しい。

「いいですよ、僕が運びますから」

「瀬在さん……！　すみません、ありがとうございます」

「遠慮なく頼ってくださいね。でないと、僕が社長にシメられるので」

　気遣いに感謝しつつ、茶化す彼に笑いがこぼれた。

　麻那たちと同様に、瀬在さんも早くから私の妊娠を知っていて、さりげなくサポートしてくれている。対応までもが王子様感満載なのだ。

　外出していた彼は、腕に資料やサンプルなどが入っているらしき紙袋とビジネスバッグをかけているので、私はこちらを持たせてもらうことにした。

　オフィスの片隅にあるコピー機まで一緒に歩きながら、瀬在さんが問いかける。

「どうですか？　体調は」

「おかげさまで絶好調です」

「それはよかった」

　にこりと微笑んだ彼は、ミーティングスペースで社員と真剣にやり取りしている慧さんのほうを一瞥する。

「ご主人も献身的に支えているようでなによりです。あの人が女性に対してあんなにかいがいしく尽くす姿は初めて見ますよ」

　感心したような声を聞き、私の口元が緩んだ。

　深い付き合いの瀬在さんが言うのだから、きっと慧さんがここまで甘くなることは本当になかったのだろう。自分が彼の特別な人になれた気がして、ちょっぴり優越感を抱く。

　でも彼が変わった要因は、恋愛的なものよりも妊娠したことが大きいんじゃないかと思う。

「私もいまだに驚いています。別人のように優しくなって……。慧さんって子供が好きなんですかね」

「意外とそうみたいですよ。でも、子供以上に……」

　そこで言葉を区切った瀬在さんは、意味深に口角を上げてひとりごちる。

「いや、それは本人の口から言わせないとな」

「え？」

　なんだろうとキョトンとする私に、彼は「なんでもありません」と軽く首を横に振った。

　そうしているうちにコピー機の前に来ていて、瀬在さんは箱から用紙の束を取り出しつつ、なにげない調子で問いかけてくる。

「ところで、一絵さんはいつから社長のことが好きだったんですか？」

「へっ!?」

　唐突でストレートな質問に動揺して、思わず間抜けな声を上げてしまった。彼は「すみません、個人的に興味があって」と言い、無邪気に笑う。

　今の口ぶりからして、私が慧さんを好きだってことは確信していたのよね？　なんでバレていたんだろう……鋭い。

　でもそう聞かれると、いつから恋をしていたのかは明確ではないかも。

「いつからだったんだろう。少なくとも、結婚が決まったときには、もう……」

　思案しながら答えようとしたものの、頬が熱くなって口をつぐんだ。普段、瀬在さんとは恋愛話などしないから恥ずかしい。

　皆まで言わなくても彼はわかったらしく、微笑ましげに唇を弓なりにして頷く。

「そうでしたか。あの人、本当にもったいないことしてたんだな。政略結婚の相手が自分を愛してくれている女性なんて、幸せなことだろうに」

　少々呆れ気味な調子でそうこぼした彼は、コピー用紙をしまい終えて立ち上がった。私から紙袋とバッグを受け取ると、どこか神妙な瞳で私を見つめて口を開く。

「慧さんは自信家のように見えて、意外と弱い部分もあるんです。不器用だからなかなかさらけ出さないと思うけど、そのときは一絵さんが包み込んであげてくださいね」

〝社長〟ではなく〝慧さん〟と呼んでいるところから、慧さんの友人として頼んでいるのだろうとわかる。

　瀬在さんは知っているんだ、慧さんの弱い部分を。私はまだすべてを見せてはもらえていないのだと思うと、ちょっぴり切ない。

　気になる……けど、これは私が掘り下げるものではないだろう。

　いつか彼が弱みを見せてくれたときは、瀬在さんの頼み通り包み込んであげられる妻になろうと心に決め、「はい」としっかり頷いた。

　先ほどから使っている自分の席へと戻りながら、まだミーティングを続けている慧さんを盗み見る。社長としての彼は、一見欠点があるようには思えない。

　私はどんな慧さんでも受け入れる自信はある。いつの間にかそのくらい好きになっていた。その始まりはいつだったんだろう。

　瀬在さんに聞かれたことで、自分でも気になりつつノートパソコンを開くと、緑がかった空に街と植物をコラージュした画像が映し出される。

　私が学生時代に作った思い入れのある作品を背景にしているのだ。これを見ると、慧さんと初めて会った四年前のことを鮮明に思い出せるから。

　改めてその日を思い返せば、今も胸の高鳴りまで蘇ってくる。そうして、ふと気づいた。

　私は初対面のときから、彼に惹かれていたのかもしれない――と。
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　大学四年の春、私は父に誘われてエムベーシック本社ビルを見学させてもらった。

　グラフィックデザイナーになりたいと早くから両親に伝えていた私は、当然ながらエムベーシックに就職するように言われていた。

　そこは特に抗う理由もなかったが、コネで入社したとは絶対に思われたくないので、社長令嬢である事実は隠して皆と同じく就職試験を受けると決めていた。

　まあ、企業説明会以外でこうして見学できるのは完全にコネなのだけど、単純に会社のことを知りたい好奇心に負けてしまったわけだ。

　デザイン関係のオフィスをひと通り見せてもらったあと、私は高層階にある社長室でひとり父が戻るのを待っていた。

『せっかくだからスイーツでも食べて帰ろうか』なんて女子高生みたいなことを言われ、あまりに父がウキウキしていたから断れなくて。

　まあ、確かにふたりで出かける機会なんて滅多にないし、嬉しそうにする父は微笑ましい。今日くらい付き合ってあげよう。

　用事を済ませるために出ていった父を待っている間、私は持ってきていたノートパソコンを開いてポートフォリオを見直すことにした。

　ポートフォリオとは就職の際に必要になるもので、自分の得意分野や魅力を相手に伝えるために、これまでに手がけた作品をまとめた作品集だ。

　選考ではかなり重要視されるため、ただ作品を並べるのではなく、相手の印象に残るようにしっかり構成を練らなければならない。

　すでに、学校の課題や自主制作で自分が作った作品をすべて洗い出し、テーマも考えてひと通り作成してみた。就活はもう少し先だが、悠長にはしていられない。

　まだまだ修正も必要だ。エントリーまでにブラッシュアップし続けて、完成度を上げなければ。

　応接用のソファに座って、パソコンと睨めっこしていたときだ。背を向けている入口のドアがコンコンとノックされて、私はピンと背筋を伸ばした。

　うわ、お父さんがいないのに来客？　タイミング悪い……！

　どうしようと困っている間にドアが開けられ、「失礼します」という声と共に男性が入ってくる。

　振り返る私の目に、スーツ姿の見目麗しい男性の姿が飛び込んできた。すらりとした長身に、ドラマに出ていてもおかしくない整った顔立ちをしている。

　二十代で間違いないだろう彼は、私を見て目を見張り、一時停止した。つい見み惚とれそうになってしまった私は、我に返ってすっくと立ち上がってお辞儀する。

「あ、あの、こんにちは……！」

「……こんにちは。君は？」

「松岡の娘の一絵です。父はたぶんすぐ戻りますので！　すみません、失礼します」

　訝しげな彼に一気に説明し、慌ててパソコンを閉じようとした。しかし、彼は落ち着いた調子でそれを制する。

「いいよ、急がなくて。なにか作業していたんだろう」

　そう言ってこちらに近づき、ソファの後ろからやや身体を屈めてパソコンの画面を覗き込んできた。

　急に接近されてドキリとするわ、勝手に見ないでくださいと物申したくなるわ、心の中が忙しない。

　なんだか興味深げに見つめている遠慮がなさそうな彼は、首に提げた社員証から〝畔上慧〟という名前なのだと知る。

　その直後、「君の作品か。ポートフォリオ？」と聞かれ、私はピンポイントで当てられたことに驚きつつ、こくりと頷いた。

　この人はデザイン関係の仕事をしているのかなと考えていると、ふいに彼の綺麗な瞳がなにかに気づいて細められた。

　視線の先を辿ると、パソコンではなくその隣に置いたメモ帳に移っている。そこにあるものは、以前私が描いた動物のイラスト。

「これは……馬？」

「猫です」

「猫」

〝どこが？〟と言いたげな調子で彼が繰り返すのも無理はない。私の描く絵は小学校低学年の子と同レベルだから。

　これ、私的には渾身の出来なんですけどね。やっぱり猫には見えませんか……と内心ヘコむ私に、畔上さんはなぜかメモ帳を手で示して「貸してみろ」と言う。

　なにをするのかは謎だが、とりあえず言われるままにメモ帳とペンを渡した。彼は私の隣にやってきて腰を下ろし、なにかを描き始める。

　さらさらとペンを走らせる彼にハテナマークを浮かべていると、二、三分ほどでメモ帳を返された。

「俺が思う猫はこれだ」

　その言葉と共に目に入ってきたのは、デッサンしたようにクオリティーの高い猫の絵。毛並みやつり上がった目がリアルで、かつ可愛らしい。

「うわぁ……すごい、めちゃくちゃお上手ですね！　なにも見ずに、しかもこんなに早く描けるなんて！」

　私は目をまん丸にして、感嘆の声を上げた。

　絵の上手さといい、ポートフォリオを知っていることといい、やはりこの人はデザイナーなんだろうか。興奮冷めやらぬまま問いかけてみる。

「畔上さんはデザイナーをされているんですか？」

「いや、広告制作会社で働いてはいるがマーケティング部だ。絵はただの趣味」

「ああ、そうなんですね」

　絵を描く才能があるのだから活かせばいいのに、なんてお節介なことを思ってしまう。自分にないものを持っているのが羨ましくもある。

「私、この通り絵が下手なんです……。一応、グラフィックデザイナー志望なのに」

　自分の絵を一瞥し、肩を落として苦笑を漏らした。畔上さんは、長い脚を組んで淡々と言う。

「絵が得意じゃなくても、デザイナーとして活躍しているやつはたくさんいる」

「先生にもそう言われました。でも、就職が目の前に迫ってくると無性に不安になるというか……」

　どれだけ描いても上達しないから、絵は諦めて写真やフレームワークなど、自分が好きなものに注力してきた。しかし、それで本当に大丈夫だろうかと、日に日に心配になっている。

　というか、初対面の人にお悩み相談したら迷惑だよね……と申し訳なくなり始める私に、畔上さんが「ちょっといい？」と声をかけてきた。

　パソコンを指差しているので、なんだろうと思いつつ頷くと、彼は私のポートフォリオを最初から見始める。

　そうしてすべてチェックしたあと、表情を変えずに口を開いた。

「俺が採用担当なら、君をもらうけどな」

「えっ」

　思いがけない言葉に、私は驚いて目をしばたたかせる。

「あくまでこれを見た限りでだけど、君の画力は壊滅的でも、画像加工が得意だったり構成がうまいことはよくわかる。自分の売りがなにかを伝えるプレゼンができているってことだ。まあ、まだ改善点はあるが」

〝画力が壊滅的〟という遠慮のないひとことが胸に刺さるも、それ以上に褒めてもらえて嬉しさが込み上げる。

「絵やソフトのスキルがあっても、センスのない人間はわりと多い。でも君のような人は、企業に入ったあとも魅力を伝えるデザインを生み出せると、俺は思っている」

　デザイン関連の仕事をしている人からの言葉はとても説得力があり、胸が熱くなるくらい勇気づけられた。お世辞のように感じないのも、この人が正直だからだろうか。

　感激して端整な顔から目を離せずにいると、彼の切れ長の瞳もこちらを向く。

「あと、社長令嬢だからってあぐらをかいていないで、ひたむきに努力しているところが人として好印象だ」

　そう言ってわずかに微笑まれた瞬間、心臓がドキリと音を奏でた。

　初めて見た彼の笑みは、破壊力抜群で。しかも私の人となりに好感を持ってくれるなんて、すごく嬉しい。

　胸が早鐘を打つのを感じ、照れながら「ありがとうございます」と頭を下げた。

　少し自信が持ててきた私は、もうひとつだけ彼の力を借りたい欲が出てくる。ポートフォリオに加えようと思っている作品があり、畔上さんの意見を聞いてみたくなったのだ。

　私はフォルダを開き、ふたつの画像を見せる。どちらも、空をバックに街並みと様々な植物をコラージュしたもので、空の色だけが違う。

　ひとつは青空、もうひとつは緑系のグラデーションに加工した空。

　自分で気に入っている後者を選ぶつもりだが、友達に聞くと皆『青空がいい』と言うので、自分の感性に対して少し不安になっている。

「この空の色、畔上さんはどちらがお好きですか？」

　そう問いかけた途端、彼の表情が強張った気がした。

　別におかしなことは聞いていないよね……と不思議に思っていると、彼はなぜか煙たそうに眉根を寄せて言う。

「そんなこと聞いてどうする」

「ただの好奇心です。皆に聞いているので」

　軽い調子で答えつつも、心の中では私と同じであってほしいと願っていた。畔上さんがもし緑のほうを選んだら、自分の感性を認めてもらえたと思えるし、心置きなくポートフォリオに加えることができるから。

　彼はやや戸惑うような様子を見せたものの、パソコンの画面に目線を移す。

　数秒見比べたあと、右側の作品を指差した。緑のグラデーションに染まる空を。

　私の顔にはみるみる笑みが広がり、畔上さんは怪訝そうな顔をしていた。

　あなたのなにげない発言や選択が私に自信を与えたことなど、知る由もなく――。




＊　＊　＊




　私が就活をがんばれたのは、あのとき励ましてもらったおかげもある。めでたくジョインプレッションに入社してからは、再会した慧さんをずっと意識していた。

　部長としてもたまにデザインのことでアドバイスをしてくれて、博識で仕事にそつがない彼を尊敬し、憧れてもいた。

　それはいつの間にか恋に変わっていたけれど、意識するようになった最初のきっかけは初対面の出来事だったのだろう。

　なんだ……私、ひと目惚れも同然だったんだ。

　夜になっても、つわりが治まり始めてから一緒に眠るようになった慧さんのベッドで、懐かしい日に想いを馳せていた。

　そこへ、Ｔシャツにスウェット姿で前髪も下ろした、ラフな姿も素敵な旦那様がやってくる。私の隣に入ってきた彼に、身体を向けて問いかける。

「慧さん、私たちが初めて会ったときのことは覚えていますか？」

　唐突な確認にもかかわらず、彼はすぐに「ああ」と頷く。

「君はまだ学生で、エムベーシックの社長室にいた。ポートフォリオを見たな」

「そうです！　よく覚えてましたね」

　細かいところまで忘れられていなかったことが嬉しくて、私は目を輝かせた。

「あのとき絵が下手だって知られちゃったから、なんとなく肩身が狭かったんですけど、慧さんも料理が苦手なことが発覚したのでおあいこですね」

　ちょっぴりいたずらっぽく口角を上げると、肘をついて片手で頭を支えている彼が、負けじと意地悪そうに目を細める。

「俺の料理は君の馬ヅラ猫よりはマシだろう」

「……〝どんぐりの背比べ〟って言うんですよ、それ」

　私が目を据わらせてツッコみ、一瞬沈黙したあと、お互いにぷっと噴き出した。低レベルな争いすぎて笑える。

　でも、昼間に瀬在さんと話したように、慧さんの弱い部分がまだあるなら見せてほしいと思う。もっと私を頼ってほしいって。

　結婚した当初に比べると、だいぶ柔らかな雰囲気になった彼の瞳を見つめて伝える。

「私、どんな慧さんでも受け入れますから。もっと甘えてくださいね」

　真顔になった彼は、安堵したようにその表情を緩める。肩につくくらいの長さになった私の髪を撫で、「ありがとう」と言った。

　そして徐々に瞳に力が宿り、なにかを決意した様子に変わる。

「じゃあ、さっそく甘えさせてもらおうか。君の心と身体の調子がよければだけど」

「え？」

　私の調子が関係ある？とハテナマークを浮かべた直後、彼が覆い被さってきた。手に指を絡め、シーツに縫いつけられる。

　漂う空気が突然艶めかしいものになり、私は目を見開いた。薄めの唇が耳に近づいて、吐息交じりの声が囁く。

「……抱かせてほしい」

　ドキン！と大きく心臓が飛び跳ねる。まさかそんな要求をされるとは！

「あ、甘えるってそういう意味では！」

「どんな俺も受け入れてくれるんだろ？」

　動揺して軽く抵抗するも、したり顔でそう言われると黙り込んでしまう。うまく丸め込まれている気もするけれど。

　ただただ顔を熱くするだけの私を、慧さんは欲情を滲ませた瞳で見つめて微笑む。

「一絵の甘い声と味が恋しくなったんだ。あの日からずっと我慢しているからな」

　こちらが身悶えしたくなるような言葉と共に、首筋にキスをされ、ビクッと身体が反応した。

　確かに、私たちは初めて抱き合ったあの日以来、まったくその行為をしていない。

　ふたりで生きていく決心をして、つわりもなくなった今、私も彼のぬくもりをもう一度感じたいと思っていたのが正直なところ。

　妊娠中なのにこんなふうに欲情している自分が恥ずかしいし、なんとなく背徳感に似たものもある。

　でも、好きな人と繋がりたい気持ちを抱くのも、経過が順調な今その行為をするのも、なにも悪いことじゃない。

　素直になろうと決めた私は、緊張しつつも少し身体の力を抜き、ぽつりとひとことこぼす。

「……優しくしてくださいね」

「もちろん無理はさせない。心配しなくても、君を絶頂に導くのはこの子が生まれてからにするよ」

「こらー！」

　ムードのない声を上げると、慧さんはおかしそうに笑う。それもつかの間、スッと雄の目に変わった彼に唇を奪われ、全身に熱が伝わっていった。

　二度目とはいえ、数カ月のブランクは大きい。胸は張っていてお腹は丸みを帯びてきているし、あのときとは違う体形を見られるのもとても恥ずかしい。

　しかし慧さんは、私のためらいを払拭するように胸にもお腹にもキスをする。時間をかけて、丁寧にゆっくりと中に入ってきた。

　欲情だけじゃなく、確かな愛情を感じられる。彼がどれだけ私を想ってくれているのかは、はっきり量れるものではないけれど……。

「一絵と、こうしていられるのが幸せだ」

　優しい目をする彼の言葉に嘘がないことはわかるから、逞しい背中に手を回して「私も」と返した。

　離れる不安がなくなった分、より幸福感のある気持ちよさが広がって、初めてのときとはまた違う快感に酔いしれる。

　決して激しくない、穏やかに揺れる波に、いつまでもたゆたっていたかった。




　約一週間後、珍しくお互いの両親と一緒に食事会をすることになった。

　会場は、華やかなみなとみらいの街の一角にある日本料理店。ここだけ喧騒を感じないような、趣と高級感のある佇まいだ。

　高級料理は昔からいただく機会がわりとあったので、格式の高い店に連れてこられてもあまり気後れすることはない。こういうところは、一応社長令嬢らしいのかなと思う。

　ただ、慧さんのご両親と会うとなると話は別だ。いまだに緊張するし、服装も清楚で落ち着きのある印象を与えるロングワンピースにしたが、これで大丈夫だろうかと心配になる。

　ふたりとも寛大でいい人だとわかっていても、嫁としての振る舞いには気をつけなければ。

　私の両親には、離婚の説得をしようと決めていたあの日に妊娠報告をして、慧さんのご両親には電話で伝えていた。

　その辺りから、結婚式以来顔を合わせていないし、妊娠のお祝いも兼ねて一度皆で集まろうじゃないかと私の父が言い出し、今日に至る。

　どちらの両親も妊娠報告にはとても喜んでいたけれど、特にひとりっ子である私の両親は初孫なので、それはもう興奮していた。

　気の早い父は、男の子だったらああして、女の子だったらこうして……と妄想するばかり。

　一方の母は、さっぱりとした性格だが心配性な一面もあり、つわりの最中は頻繁に手料理を届けてくれてかなり助かった。

　そして、慧さんと目元が似ているおっとりとした品のいいお義母様も、個室に案内されてすぐ、私に優しく声をかけてくれる。

「一絵ちゃん、体調は本当にもう平気なの？」

「はい。今は逆に食欲がありすぎて困っています」

「そう。食欲があるのはいいことよ」

　正直に答えると、お義母様はふふっと上品に笑った。私の隣の席につく母も、「今日は好きなだけ食べなさい」と上機嫌だ。

　すると、母はなぜか顔を近づけてコソッと耳打ちしてくる。

「実はこのお店、『妊婦さんへの気遣いがしっかりしているらしい』ってお父さんが選んだのよ」

「そうなの!?」

　意外な事実に、私は驚いて目を丸くした。

　確かに、ここは和室だけれど、妊婦が長時間座っていてもつらくない掘りごたつの席だし、冷えないようブランケットも用意されている。さらに、母は「お茶もノンカフェインのものに代えてくれるんですって」とつけ加えた。

　やるじゃない、お父さん。呑気に初孫を妄想しているだけじゃなかったのね……。

　感心と反省をして慧さんと向かい合って座ると、俳優のように彫りが深く凛々しい顔立ちのお義父様が、苦笑交じりに言う。

「結ゆい子こにも一応声をかけたんですが、仕事が詰まっていて帰ってこられないそうで。すみませんね」

「いえいえ。海外で活躍するモデルさんですから、お忙しいでしょう」

　父が返した通り、慧さんにはスーパーモデルの姉の結子さんがいる。

　お義母様似の慧さんに対し、結子さんはお義父様似のエキゾチックな顔立ちで、もちろんスタイル抜群。アメリカ人男性と結婚していて、一児の母でもある。

　海外に移住しており旧姓も明かしていないので、慧さんの姉だと知っている人は多くない。私も初めて知ったときは衝撃だったが、姉御肌の彼女はとてもよくしてくれて、今は時々メッセージでやり取りさせてもらっているのだ。

　父の言うように多忙な人で結婚式のあと一度会ったきりなので、私はまた会いたいと思っているのだけれど……。

「あいつは来なくていい。俺たちが冷やかされるだけだ」

　慧さんはうざったそうな顔をして、そっけなく言い放った。決して姉弟仲は悪くないのに、結子さんに構われるのが苦手らしい。

　そんな彼にクスッと笑い、私は素直な気持ちを口にする。

「私は結子さん好きですよ。性格もですけど、一児の母なのにまったく体形が崩れていなくて綺麗で、憧れます。自分はどうなるか、産後を想像するとちょっと怖いから……」

「一絵はなにをしても、どうなっても可愛い。前から言っているだろ」

　へりくだる私に、慧さんはさらりとそんな発言をした。

　皆さんの前で甘くなるとは思わず、頬が火照りだす。慧さんのご両親は、ものすごく驚いたように目を丸くしている。

「慧……いつの間にそんなことが言えるようになったの」

「私も感動したよ」

　口元に指先を当てるお義母様に、嬉しそうに微笑むお義父様が続いた。

　私の母はうっすら頬を染め、感心している様子だ。

「慧くんは中身もイケメンね～」

「よかったなぁ、一絵。父さん、見る目あるだろ」

　なぜか得意げにする父に、私はじとっとした目線を送る。

　結婚を決めたのはお父さんだけど、その前から慧さんのこと好きだったんだからね……と、心の中で呟いた。

　両親同士が盛り上がる中、呆れ顔をしていた慧さんが、私と目が合うと余裕の笑みを向ける。それだけでときめいてしまい、父の自うぬ惚ぼれなどどうでもよくなっていた。

　そうしているうちに、旬の野菜を使った前菜や新鮮なお造りなどが次々運ばれてくる。食事を始めてからも、和やかなムードは変わらない。

　美味しい料理を堪能し、メインのレアステーキをいただいているときに慧さんの話になった。しばし仕事について話し合ったあと、私の父がやや真剣な調子で言う。

「慧くんはやはり抜きんでた逸材ですよ。ゆくゆくはエムベーシック全体の舵を取ってもらいたいという思いはますます強くなっているのですが、畔上さんも後継者の考えはお変わりありませんか？」

　それを聞いた私は目をしばたたかせた。父が慧さんに跡を継がせようとしているなんて初耳だから。

　でも今の話しぶりと、慧さん本人とお義父様が落ち着き払っている様子からして、ふたりは知っていたらしい。お義父様は穏やかな表情を変えずに、「ええ」と頷く。

「血族である必要はなく、能力のある者が上に立つべきだと今も考えています。なので、必ずしも慧に継いでもらいたいわけではありません。慧が存分に力を発揮できるのも御社にいるときでしょうし、なにより本人がそうしたいのなら、引き止めはしませんよ」

　実は、お義父様も有能なコンサルティング会社の経営者なのだ。

　その後任は息子が受け継ぐパターンが多いと思うが、お義父様は今の言葉通り、適性がある人間なら誰に任せてもいいと考えている人。

　というのも、お義父様自身も前社長の血縁者ではなく、実力で上り詰めたからだそうだ。

　現在も、すでに社の中で次期社長の候補はいるらしい。慧さんがジョインプレッションに入社したのは、コンサル以外にやりたいことがあるとお義父様も理解していたからだろう。

　エムベーシック社長の跡を継がせられるのも、お義父様のご厚意があってこそ。なので、父は今も「恩に着ます」と丁寧に頭を下げている。

　ちなみに、婿養子を取らなかったのは、私が断固反対したせいでもある。結子さんがお嫁に行った状況で、慧さんまでお婿さんにさせたら畔上家に対して申し訳が立たないから。

　私たち松岡家はというと、父の弟の息子、つまり私の従兄弟がいるので血筋が途絶えることはないだろう。

　それにしても、慧さん自身は親会社の社長になることをどう考えているのだろうか。父も同様に思ったらしく、慧さんに確認するような目を向ける。

「畔上さんもおっしゃるように、一番大事なのは慧くんの気持ちなんだが……」

　皆の視線が集中するも、彼はまったく動じずに背筋を伸ばしている。

　父を見つめて、「私のような人間に期待してくださって、本当に感謝しています」と頭を下げ、さらに続ける。

「その期待にはぜひ応えたいですし、新しく挑戦したいこともある。松岡社長が作り上げたエムベーシックのよさを大切にしながら、目標を実行するために積極的に取り組むつもりです」

　凛とした佇まいで、しっかりとした口調で話す慧さんを、私は改めて尊敬する。

　彼にはなにかやりたいことがあるらしい。それを実現させられるように、私にもできることを探して、これからも公私共に支えていきたい。

　父も安堵と信頼が交ざった笑みを浮かべ、力強く言う。

「頼むよ。未来の会社も、一絵と、これから生まれてくる子のことも」

　こちらをちらりと見た父と目が合うと、その瞳は私たちへの慈愛に満ちているように感じられた。

　それに対し、慧さんはしっかりと頷く。

「全力で守り抜きます」

　普段は忘れかけている父の愛情と、慧さんの決意に胸が熱くなる。いい家族に恵まれて、本当によかった。

　私はそっとお腹に手を当て、〝あなたの幸せは約束されているよ〟と、心の中で赤ちゃんに語りかけた。










離婚届の行方は予測不能な六カ月




　妊娠六カ月に入り、産婦人科に通うのもすっかり慣れたが、エコー検査ではだんだん人間らしい形に成長していくわが子に、毎回感動している。

　特に今日は、初めて顔を見ることができて興奮してしまった。さらに、前回聞きそびれた性別を教えてもらったので、エコー中は終始ニヤけていたと思う。

　診察を終えたあと、先生は相変わらず母性溢れる笑顔でまとめの話をする。

「赤ちゃんの大きさも標準ですし、順調ですよ。性別はたぶん女の子……だと思いますけど、隠れちゃってる場合もあるからねぇ」

〝隠れちゃってる〟というのは、男の子にしかついていないアレのことか。女の子のほうが性別がわかりづらいと聞いたことはあるけど、本当なんだな。

　でもおそらく、女の子の可能性が高いはず。慧さんに似たら、将来クールビューティーな女の子になりそう。

　……って考えていると、なぜか慧さんの美しい女装姿を妄想して萌えてしまうから止めよう。

　思考がおかしくなっている私に、先生が「また次回の検診でよく見てみましょう」と声をかける。妙な妄想を掻き消し、「よろしくお願いします」と頭を下げた。

　診察室をあとにして、会計を待つためロビーに向かって歩く。

　慧さんには性別が確定してから教えたほうがいいかな？　でも、そろそろ本格的に名前も考えなきゃいけないし……。

　あれこれ思案しながら、バッグに母子手帳を入れようとして落としてしまい、「あっ」と小さな声がこぼれた。

　屈んで手を伸ばそうとしたとき、私よりも早く誰かがそれを拾い上げる。目線を上げると、ストレートロングの髪を揺らした綺麗な女性が、ふわりと微笑んで手帳を差し出した。

「どうぞ」

「すみません！　ありがとうございます」

　心優しそうなその女性にお礼を言うと、彼女はふたり分並んで空いているソファのひとつに腰を下ろした。

　私も待つ場所は同じだ。やや混み合っているので、なんとなく隣に座らせてもらう。

　彼女は横から見ても本当に美人だ。年は私と同じか、少し上くらいかな……と推測していると、その女性が穏やかに話しかけてくる。

「今、何カ月ですか？」

「六カ月です」

「じゃあ、もう性別がわかったり……？」

「はい。たぶん女の子じゃないかって」

　口元を緩め、さっき聞いたばかりの性別を教えた。女性はくっきりとした二重の瞳を羨ましげに細める。

「いいなぁ。私は今日が初診だから、いろいろと心配で」

「そうなんですか！」

　お腹はまったく膨らんでいないから、婦人科系の病気の検査という可能性もあるなと思っていたら、妊娠の超初期だったのね。

　私も最初はすごく不安だったっけ。まあ、私の場合は離婚話が出ていたせいだから、不安の種類がまた違うだろうけど。

　自分と重ねて共感しつつ、彼女に微笑みかける。

「赤ちゃん、順調に育ってくれるといいですね」

「ええ、お互いに」

　朗らかに返す彼女からは幸せそうなオーラが漂っていて、こちらまでほっこりした。

　ほんの数分、マタニティトークをしているうちに私が会計に呼ばれ、彼女とはそこでお別れした。

　名前も聞かずにさよならしてしまったけれど、また会えたらいいな。そして、彼女も元気な赤ちゃんに会えるようにと願う。

　妊婦同士で話をしたのは初めてだったから、仲間ができたようで嬉しかった。




　その日の夜、夕飯を食べたあとに慧さんと並んでソファに座り、検診でもらったエコー写真を見せた。

　いろんな角度から眺めている彼に、「ここが目で、ここが鼻」と指差してみせると、まじまじと見つめて感心したように言う。

「本当だ、しっかり顔になってる」

「もうこんなに成長したんですね。あくびもしてたんですよ」

「すごいな。見たかった……」

　無念そうに呟くので、私はクスクスと笑った。

　以前から慧さんは、一緒に検診に行って実際にエコーを見てみたいと言っているものの、忙しくてなかなか都合が合わない。出産時も立ち会いを希望しているけれど、それも叶うかどうか。

　でも、私はその気持ちだけで嬉しいんですよ……と思っていると、彼の大きな手が丸みを帯びたお腹に触れる。

「俺も付き添えたときは、また顔を見せてくれよ」

　彼が赤ちゃんに向けて声をかけた次の瞬間、お腹の中からぐにっと押される感覚がした。

　ふたりで目を見合わせ、「動いた！」と声をそろえる。慧さんが触るときはなぜか胎動を感じないことが多いので、珍しくタイミングが合ってふたりして喜んだ。

「パパに〝はーい〟って返事したのかな」

「もしかしたら嫌がってるのかもしれない」

　ネガティブな発言がおかしくて笑っていると、お腹から離された手が私の肩に移動し、優しく抱き寄せられる。

　甘く爽やかな香りと逞しい腕に包まれて、トクトクと心臓が鳴るのを感じながら瞼を伏せる。

「……幸せすぎる」

「うん」

　私の髪に顔を埋める彼が呟き、同じ気持ちで頷いた。私たちは少しずつ、ちゃんと〝夫婦〟になってきていると、今は自信を持って言える。

　幸福に浸ってしばし抱きしめ合っていると、ふいに身体を離される。

「そうだ一絵、大事なことを忘れていた」

　慧さんはそう言って腰を上げ、チェストの中からなにかを取り出して戻ってきた。キョトンとする私の前で、一枚の紙が広げられる。

「これなんだが……」

　目に飛び込んできた〝離婚届〟の文字に、ギョッとして身体を引く。

「離婚!?」

「するわけないだろ。しかもこのタイミングで」

　呆れ顔で即ツッコむ旦那様。一瞬デジャヴュかと……いや、立場が真逆になったかと思って叫んでしまった。

　ざわめいた胸を撫で下ろす私に、慧さんはほんの少しバツが悪そうな笑みを漏らす。

「ずっとしまったまま放置していたけど、さっさと処分しよう」

　そうか、『大事なことを忘れていた』というのは、これを処分することだったのね。私もすっかり頭から抜けていた。

　もうこんな紙切れは必要ないのだから、もちろん異論はない。私は迷わず「そうですね」と頷いた。

　この書類の出番がなくなったことに心底安堵しながら、破ろうとする彼を見ていたそのとき、インターホンが鳴る。

　時刻は午後七時半。こんな時間に誰だろうと、慧さん共々神妙な顔になる。

　彼はひとまず用紙をテーブルに置いて腰を上げ、モニターを覗いた。

「……は？」

　不機嫌そうな一文字が彼の口からこぼれたので、私も隣に歩み寄ってみると、画面には思わぬ人物が映っていて驚愕する。

「えっ、結子さん!?」

　前髪のない、長い巻き髪を掻き上げるのは、モニター越しでも美しい慧さんのお姉様だ。

　あれ、海外にいるんじゃなかったの!?　急すぎて心の準備ができていない！

　珍しくチッと舌打ちした慧さんは、ブラックなオーラを纏って玄関に向かう。どぎまぎする私もあとに続くと、彼がとても面倒くさそうにドアを開ける。

「姉さん、こんな時間になにしに――」

「一絵ちゃん！　ご懐妊おめでとう～!!」

　慧さんが悪態をつくのをわかっていたように、むしろ、彼の存在をないもののようにして声を上げ、結子さんは真っ先に私に向かってきた。

　お腹に気をつけてぎゅっとハグされ、私はあたふたしつつお礼を言う。

「あ、ありがとうございます……！　結子さん、帰国されていたんですね」

「うん、やっと時間ができたからね。と言っても一週間だけだけど」

　胸元がセクシーなシャツワンピを着こなした、セレブ感満載の彼女は、えくぼがキュートな笑みを見せた。三十四歳なのに少女みたいで、かつ美しさに迫力がある。

　本当に美形姉弟だなとつくづく感じていると、玄関の壁に気怠げに背中をもたせかけ、腕組みをする慧さんが言う。

「来るなら事前に連絡しろ」

「そしたらあなた、絶対〝来るな〟って拒否するじゃない」

「そうだ。そのために連絡しろと言っている」

　不機嫌さマックスの彼を、結子さんはじとっとした目で睨んだ。それもつかの間、「ま、姉不孝な弟は置いておいて」とあっさり切り替える。

「ついにベイビーができたって聞いたから、お祝いと私のおさがりをあげようと思って。もらってくれる？」

「わぁ～、ありがとうございます！　喜んでいただきます」

　とってもありがたいお言葉に、私は両手を合わせて素直に喜んだ。結子さんのおさがりなんて恐れ多いけど、なんだか縁起物になりそう。

　彼女は「よかった」と微笑み、一旦玄関の外に出て、置いてあったらしい荷物を中に入れ始める。大きな紙袋やおもちゃの箱、クーファンやベビーカーまであり、想像以上に大量で驚きを隠せない。

　次々に運び込まれる品々を見て、慧さんは呆れ顔をしている。

「どれだけ持ってきたんだ……限度ってものがあるだろ」

「だって、なかなか来られないから。コンシェルジュに頼んで、ここまで運ぶの手伝ってもらっちゃった」

　結子さんはえへっと無邪気に笑い、ヒールのある靴を脱ぎながら言う。

「いっぱいあるから、中まで持っていくわ。お邪魔しまーす」

　自分の家同然にさっさと上がっていく彼女を、私は呆然と見送る。慧さんも渋々荷物を運ぼうとしたものの、私たちは同時に重大なことに気づいてはっとした。

　いっけない、リビングのテーブルの上には離婚届が置きっぱなしになっているんだった。今上がられたら……！

　私たちは一度目を見合わせ、急いでリビングに戻る。

「ちょっと待っ――！」

　ふたりで声をそろえて阻止しようとするも、時すでに遅し。結子さんはテーブルの上の用紙を見下ろしていて、持っていた紙袋をドサッと床に落とした。

「……え？　なに？　これ……離婚届？　りこん、とどけ……」

　ボソボソと呟かれる声を聞きながら、私は口元に、慧さんは額に手を当てた。

　直後、結子さんは驚きや困惑、怒りがごちゃ混ぜになったような形相で、勢いよくこちらを振り向く。

「はぁっ!?　ふたり、離婚しようとしてたの!?」

「ち、違うんです！　これにはワケが……」

　そりゃ誤解しますよねー！と思いつつ、私はなんとか弁解しようとする。しかし彼女は、構わず慧さんにずんずん詰め寄る。

　とっても険しい顔で「どういうことよ、慧」と低い声を出し、ぐっと胸倉を掴んだ。

　ひいぃ、恐ろしい……。美人が怒ると迫力がありすぎる。

「あんたねぇ、女の戸籍にバツをつけさせようっての？　しかも子供まで作っておいて、なんて無責任な……！　まさか不倫？　妊娠中に不倫なんて、どっかの政治家みたいなゲスいマネしてんじゃないわよ！」

「してない」

　胸倉を掴まれたまま、慧さんはずーんと表情を暗くして、心底うざったそうにひとこと返した。しかし、お義姉様の猛攻は止まらない。

「一絵ちゃんのこと幸せにするって、結婚式で神様に誓ったんでしょうが！」

「神になんて誰が誓うか」

「ホワァッツ!?」

　甲高い声を響かせる結子さん。彼女は慧さんに問題があると思い込んでいるようだし、姉弟ケンカは終わる気配がないので、私は慌ててふたりの間に割って入る。

「結子さん、最初に離婚話を切り出したのは私なんです！　まだ妊娠する前に」

　今にも殴りかかりそうなお姉様を宥なだめると、彼女はぴたりと動きを止めてこちらを振り向いた。

「え？」

「政略結婚で、普通の夫婦とは言えない状態だったから、このまま一緒にいても意味がないんじゃないかって思ってしまって……。あの頃は、お互いのことをなにもわかっていなかったんです」

　正直に伝える私を、ふたりが黙って見つめる。

　そう……私も慧さんも、相手の上辺しか見ていなかった。きちんと向き合ってみれば、同じ未来を欲しがっていたというのに。

「一度は離婚しようとしましたが、話し合って、少しずつ距離を縮めて、やっと夫婦だと胸を張れるようになりました。もちろん慧さんは不倫なんてしていません。私たちをすごく大切にしてくれています」

　私の言葉で、いくらか毒気が抜けた表情に変わった結子さんは、「……本当？」と確かめるような視線を慧さんに向ける。

　彼は胸倉を掴む姉の手をそっと離し、テーブルのほうへ歩き出す。そして、離婚届を手に取った。

「だから今、こうしようとしていたところだ」

　そう言って、潔く用紙を破いた。バラバラになったそれをダストボックスへ捨て、慧さんはきりりとした瞳で結子さんを見据える。

「神様なんかじゃなく、一絵に誓った。もう二度と放したりはしないと」

　力強い声色で宣言され、胸がきゅっと締めつけられた。

　彼は私にも真摯な眼差しを向け、「姉さんも一絵も、安心してほしい」と言う。それを聞いた結子さんは、少しだけ思案して納得したように頷く。

「……そう、わかったわ。あなたたちを信じる」

　いつもの美しく明るい表情に戻った彼女に、私はほっと胸を撫で下ろした。

　すると、彼女は苦笑を漏らし、さっぱりとした口調で話し出す。

「まあ、男女には他人にはわからない事情や苦労があるわよね。かく言う私も、離婚まではいかないけど、この人と本当に結婚してよかったのかしら？って悩むこともあったし」

　結子さんにもそういう時期があったのか。共感してもらえると、少し心が軽くなる。

　彼女はおもむろにこちらに歩み寄り、真剣な顔で私の両手をぎゅっと握る。

「一絵ちゃん、もしなにかあったらすぐ連絡するのよ。弟の悪行はＳＮＳで制裁するから。私の数十万人のフォロワーは、皆あなたの味方よ」

「どっちがゲスなんだか」

　すかさず慧さんが、口の端を引きつらせてツッコんだ。私も苦笑するしかない。

　人気モデルの力をひしひしと感じさせる彼女だが、表情を優しく緩めて「でもね」と続ける。

「慧はわりと子供が好きなんだと思う。昔は絵本作家になりたかったくらいだもんね」

「えっ、そうなんですか？」

　初めて聞く事実に、私は目を丸くした。慧さんの昔の夢が絵本作家だったなんて、意外すぎる。

「また余計なことを……」とぼやく彼に構わず、結子さんは頼もしい笑みを浮かべて言う。

「私の子供とも楽しそうに遊んでくれてるし、なかなかいいパパになると思うわよ。育児はひとりでがんばらないで、慧にもできそうなことはどんどん任せちゃいなさい」

　先輩ママからのアドバイスはとても心強い。それに結子さんの言う通り、きっと慧さんなら協力してくれると信じられるから、私も笑顔で「はい」と頷いた。

　結子さんが持ってきてくれた品々をすべて部屋に入れ、しばし話をしたあと、彼女は上機嫌に帰っていった。帰国中は実家にいるようなので、日本にいる間にまた会おうと約束をして。

　ふたりになった部屋で、結子さんに出した紅茶のカップを片づけながら、先ほど聞いた話について慧さんに振る。

「びっくりしました。慧さんが絵本作家になりたかったなんて」

「……小学生の頃の話だ」

「でも、慧さんの絵の上手さなら納得です。見てみたかったな」

　ちょっぴり照れ臭そうにする彼に、私はふふっと笑った。慧さんが抱いていたささやかな夢を知れたのも、子供好きだとさらに確信できたのも嬉しい。

　ところが、彼はいたずらっぽく目を細める。

「馬ヅラ猫のほうが絵本に合ってる気もするぞ」

「まだ言いますか」

　私の壊滅的な画力については触れないでほしい。なにげに嫌味だし。

　カップを洗いながら据わった目になる私に、慧さんはおかしそうに口角を上げ、ポンポンと頭を撫でた。

「さて、あいつのせいで余計な時間を取ったから、さっさと風呂に……」

　ふとなにかを思いついたように言葉を途切れさせた彼は、どことなく意味深な瞳で私を見下ろす。

「一緒に入るか」

「えっ!?」

　突然のハイレベルな提案に、思わず声が裏返った。

　これは冗談じゃなく本気？　男性と一緒にお風呂に入るなんて初めての経験だし、もうすべて見せているとはいえ、めちゃくちゃ恥ずかしいんですが！

　あたふたする私は、彼にずいっと迫られてシンクに腰をくっつけた。

「時間の節約になるだろ。ついでに身体を隅々まで洗ってやる」

「け、結構です！」

「俺が君に触れていたいんだ。……嫌か？」

　私を囲うようにシンクに片手をついた彼に、もう片方の手で頬に触れられる。その声はとろけるように甘く、どこか切なさも交じっていて、反論の言葉は喉につかえてしまう。

　……こういうときに甘えるのはズルいですって。好きな人にそんなふうに言われたら、断る気も起きなくなりますって。

　あっさり降参した私は、顔に熱が集まるのを感じつつ目線を上げ、「嫌なわけないじゃないですか」と呟く。

　嬉しそうに微笑む旦那様に腰を抱かれ、鼓動を速まらせてバスルームへと向かった。




　結子さんが帰国した数日後の八月中旬、妊婦にはいつも以上に暑く感じる夏だが、冷房の効いたオフィスで仕事は順調にこなしている。

　昼の十二時を過ぎて、とある精密機器メーカーのサイトを作るにあたって、クライアントと打ち合わせした内容をチームメンバーで共有したところ。

　話はまとまったので、リーダーである男性ディレクターがノートパソコンを閉じながら言う。

「じゃあ、変更点は以上。サイト内に使用する写真はクライアントから送られてくる予定なので、よろしくお願いします」

「はい」

　メンバーの私たちはそろって返事をして、各々席を立つ。私もさっきからお腹の虫が鳴いているので、早くお弁当を食べたい。

　麻那はまた別のクライアントとの打ち合わせで外出しているので、今日はお弁当を作ってきた。ひとりで社食に行くのも寂しいし、オフィス内のカフェスペースで食べよう。

　そんなふうに思いつつ腰を上げると、チームメンバーのひとりである高海が、いまだにミーティングテーブルから離れていないことに気づく。片手で頭を抱えていて、表情は冴えない。

　さっきから元気がないとは思っていたが、あまり調子がよくないのだろうか。とりあえず声をかけてみる。

「高海、元気ないけど大丈夫？　具合悪いの？」

「……平気。ちょっと頭痛がするだけ」

　私を見上げた彼は、やや顔をしかめてそう答えた。

　やっぱり不調らしい。高海は弱音を吐かずに無理をするタイプだから、本当に頭痛だけなのか疑ってしまう。

　心配になった私は彼のそばに近づき、短い前髪の下の綺麗なおでこにぴたんと手を当てた。

　……うん、熱くはない。そして、ひょっとこみたいに驚いた顔をする彼がちょっと面白い。

「熱はないみたいだね」

「だから平気だって」

「いや、でも頭痛はツラいでしょ。とりあえず、医務室に薬だけでももらいに行こ」

　腕を掴んで立たせ、不本意そうな彼をぐいぐいと引っ張る。そのままオフィスを出ようとしたところで、高海が一旦足を止めた。

「なんでお前まで」

「休憩するついでだよ。ちゃんとついていかないと行かなそうだし」

　この人には行けと声をかけただけではダメだ。オカン男子のくせに自分には厳しいから、きっと我慢するほうを選ぶはず。

　普段世話を焼かれている分、こういうときは私が多少お節介をしてもいいだろう。そう思い、十五階にある医務室までついていくことにしたのだ。

　高海は反論する気力もあまり出ないのか、「しょうがねぇな……」とため息交じりに呟いて再び歩き始めた。

　そうしてエレベーターに向かいながら、なんだか複雑そうな表情をする彼が呼びかける。

「……なあ、一絵」

「ん？」

「お前、離婚する気だったのか？」

　突然、高海が知るはずもないひとことを口にされ、今度は私が足を止めた。ギクリとして、まん丸にした目で彼を見上げる。

「なんでそれを――！」

　驚きすぎてつい口走ってしまい、慌てて口に手を当てたがもう遅い。これでは真実だと認めたも同然だ。というか、本当になんで知っているの!?

　動揺を露わにする私に、彼は〝やっぱりか〟と言いたげな様子で説明する。

「畔上社長の姉って、モデルの結子なんだろ？　俺の姉貴が学生時代の後輩で、今も仲がいいんだよ」

「ぅええっ!?」

　まさかの繋がりに驚愕して、変な声を上げてしまった。

　高海のお姉さんが結子さんの後輩!?　そんな話聞いたことなかったよ……自分の身内に芸能人の知り合いがいるなら、もっと自慢してもいいのに！

　なんて、若干ズレたことを頭の片隅で考える私に、彼は淡々と説明を続ける。

「姉貴が連絡取り合ってて、結子が『弟夫婦の家に行ったら離婚届が置いてあったからビックリしてさー！』って話してたんだとか。姉貴に『弟ってあんたの会社の社長さんじゃなかったっけ？』って言われて、あーマジかと」

　結子さぁーん！

　……と、私は心の中で叫んで天を仰いだ。

　そういえば、離婚届の件は〝私たちの両親には絶対内緒で〟と口止めしただけだった。きっと、まったく関係ない第三者ならいいと思って話したんだろうな……こんな繋がりがあるとは思わないだろうし。

　それについては全然恨まないけれど、高海に知られてしまったのは結構厄介だ。

　ひとまず止まっていた足を踏み出し、離婚話はだいぶ前から白紙になっていることを伝える。

「あ、あれを書いたのは、ほんの気の迷いっていうか……今はもう、お互いにそんなこと全然考えていないの。離婚届も破り捨てたし」

「それも聞いたけど、一度そんな話が出た夫婦が仲を修復できるとは俺には思えない」

　強張った口調で断言され、私は口をつぐんだ。

　高海みたいに考えるのはいたって普通だし、私も他人の話を聞いたら同じように思うかもしれない。

　でも、私たちは違う。決定的な亀裂が生まれて離婚話をしたわけじゃなく、むしろ絆ができる以前のことだから。

「私たちは大丈夫だよ」

「信じられない」

　明るく笑い飛ばしたものの、やはり説得力はまるでなく、無愛想な声で突っぱねられた。どう伝えればわかってもらえるのだろう。

　悩みつつ、似たようなやり取りを繰り返しているうちにエレベーターが到着し、微妙な空気を引き連れて誰もいないその箱に乗り込んだ。

　高海は怠そうに壁に寄りかかり、額に手を当ててぶつぶつとひとり言を呟く。

「ずっと引きずっててようやく諦めがついたと思ってたのに……離婚届を書いてたなんて知ったら、またぶり返しちまっただろうが」

　それはどういう意味なのかわからないが、表情がとても暗くて苦しそうなので、頭痛が酷くなっているんじゃないかと心配になる。

「なんのこと？　ていうか、大丈夫――」

　高海の肩に触れ、顔を覗き込んだ次の瞬間、急に視界が変わった。

　私の手は彼に取られて背中と共に壁に押さえられ、彼のもう片方の手は私を囲うようにして壁についている。目の前には、涼しげないつもとは違い、苦しそうに歪む顔。

　え……えぇ？　なんで私、高海に捕らえられて……!?

　目を白黒させる私の肩に、彼は額をくっつけるようにしてうなだれる。

「一絵が好きだ」

　――静かな密室に熱を持った声が響き、一瞬息が止まる。

「一緒にいると楽しくて、悔しいけど可愛くて。自分を飾らない一絵が、ずっと好きだったんだよ。いい加減に気づけ」

　ぶっきらぼうにもう一度告げられ、鼓動が激しく乱れ始めた。頭の中も混乱しまくっている。

　高海が、私を好き？　嘘だ、そんなのありえない。だって私、人妻どころか妊婦なのに……！

「なっ、なに言って……本気？　私は結婚してて、もうすぐ子供も生まれるんだよ？」

「だから我慢してたんじゃねーか」

　彼はうなだれたまま、私を押さえる手に力を込めた。その手や声からは、憤りをなんとか堪えているのがわかる。

「結婚が決まったときも、妊娠報告をされたときも、地に落とされた気分だったよ。今だって、大きくなっていく腹を見るだけで気が狂いそうになる」

「高海……」

　苦しげに吐き出される言葉たちは、彼の想いが冗談ではないと確信させられるものだった。

　知らなかった、高海がそんなふうに思っていたなんて。私、ずっと彼に無神経な言動をしていたんじゃないだろうか。

　これまでのやり取りを振り返りたくなるも、ふいに手の力が緩められてはっとする。彼は視線を落としたまま、私からゆっくり身体を離す。

「一絵が社長を好きな気持ちは絶対に変わりっこないってわかってる。こんなふうにしたって、どうにもならないことも。でも……社長が本当にお前を愛しているのかどうかが伝わってこないから、潔く諦められないんだよ」

　いくらか落ち着いた口調になったものの、まだ棘とげがあるように感じる最後の部分に引っかかりを覚えた。

　慧さんの態度は職場では以前と変わらないから、高海や周りの人たちには愛がないように見えるだろう。

　でも、真実は私だけが知っている。反論しようと、キッと彼を見上げる。

「慧さんは、ちゃんと私を――」

「愛してるって、本当に言われたのかよ？　子供ができて、その責任感で一緒にいるだけじゃないのか？」

　暗あん澹たんたる声で問いかけられ、私ははっとして口をつぐんだ。確かに、慧さん自身から〝愛している〟と言葉にして伝えてもらっていない。

　大切にされている実感は確かにある。それは彼に私への愛情があるからだといつの間にか思い込んでいたけれど……。

『一絵が好きだ』

　今しがたの高海みたいに、熱い告白をされたことはない。大切にしてくれているのは、ただ単に妊娠しているせいなのかもしれない。

　自信がわずかに揺らぎ、黙り込む私を、高海はずっと合わせなかった瞳に力強さを湛たたえて見据える。

「もし社長が十分な愛を与えていなかったり、お前が無理して結婚生活を続けているなら放っておけない。……奪いたい、全部」

　そのまっすぐな想いが、胸を掴んで締めつける。直後、下降が止まったエレベーターのドアが開いて、彼は私に背を向けた。

　……私なんかを、そこまで好きになってくれたことには素直に感謝したい。けれど、高海の気持ちには応えられない。

　慧さんから明確な言葉はもらっていなくても、彼は『二度と離さない』と言ってくれた。『俺を信じてくれ』とも。

　私はその言葉と、彼を愛している自分の気持ちを信じる。これからも彼と一緒にいる決意は揺らがない。

　医務室のほうへ歩いていく哀愁が漂う背中に「高海」と呼びかけ、正直な声を投げかける。

「私は無理なんてしてない。慧さんと、この子と生きていきたいって、心から思ってるよ」

　嘘偽りのない笑みを浮かべて言うと、一度深呼吸してゆっくりこちらを振り返った高海は、切なげな表情で口角を上げて頷く。

「わかってるって。ただ、俺が生半可な気持ちじゃないってことを伝えたかっただけ」

　いくらかスッキリしたような調子で返した彼は、「ちゃんと薬もらってくから、先に戻ってて」と軽く手を振った。

　去っていく彼を見送りながら、申し訳なさと、今後どう接したらいいものかと複雑な気持ちでいっぱいになる。高海とは仲のいい同期のままでいたいけれど……。

　乱れた鼓動も完全には治まらず、私はしばしその場に立ち尽くしていた。










求愛に惑う七カ月




　高海に衝撃の告白をされてからというもの、私たちの間にはずっと気まずい空気が漂っている。

　高海は前と変わらない調子で気さくに話してくるものの、その頻度は明らかに減った。ランチも、もう何週間も一緒に食べていない。

　私もどうにも意識してしまって、うまく目を見られないほど。視線が合っただけで、エレベーターの中で感情を溢れさせた彼の表情や声を思い出してしまうから。

　今も、とある案件のアニメーションについて相談していたのだが、必要のない会話はせずに終了した。

　その様子を見ていた麻那と、休憩するためにセルフのカフェスペースに向かうと、彼女はカフェラテのボタンを押して言う。

「ひとちゃん、まだギクシャクしてる。でも、それくらい高海くんの告白は威力があったってことか。あなどれないわ～オカン男子」

　感心している麻那に、私は苦笑いしながらハーブティーを用意する。

　彼女は、私が高海に告白されたと打ち明けたときも、驚くより感心していた。実は、だいぶ前から彼の恋心に気づいていたというのだ。

『早く気持ちを吐き出しちゃったほうが、高海くんもラクになれるんじゃないかなって思ってたんだよね。ようやく行動したかぁ』と満足げにしていたものだから、私は呆然とした。

　私ってもしかして鈍感？　ていうか、妊婦なのに告白されるこっちの身にもなって……と。

　だいぶ大きくなってきたお腹を抱えて椅子に座り、カップを口に運んでリラックスする香りを楽しむ。

　麻那もカフェラテをひと口飲み、一応私たちを心配して声をかけてくれる。

「その密室壁ドン告白から、もう一カ月経つでしょ？　吹っ切って普通に接したほうが、高海くんも救われると思うよ」

「それはわかってるんだけどさ……」

　もちろん私も、前みたいに仲よくやりたい。でも、そうなるにはまだ時間がかかりそうだ。日が経てばなんとかなるのかという感じもするけれど。

　浮かない顔でハーブティーをすすっていると、麻那は頬杖をついて視線を宙にさ迷わせる。

「男女の友情って、やっぱり危ういんだね。文化財みたいなもので」

「文化財？」

「貴重だけど、崩れると修復に時間がかかるじゃない。まあ、だからこそ面白いんだよね～」

「面白がるな」

　のほほんと笑う親友に、私は目を据わらせてツッコんだ。それに、なんだその微妙な例えは。

「そうだ。元の関係に戻るきっかけとして、肩揉み券作ってあげようか」

「遠慮しとく」

　さらにそんなことを言うので食い気味に返すと、「結構名案だと思ったのに」と麻那は口を尖らせた。

　確かにそれくらいの軽いノリで接したほうがいいのかもしれない。だけど、肩揉みをしてもらったあのときの高海の様子を思い返すと、複雑な心境だったんだろうなと思う。

　今になってなんだか申し訳なく感じる私に、麻那はアドバイスをし続ける。

「とりあえず、高海くんの諦めがつくのを待つしかないんじゃない？　いっそ社長とひとちゃんの夫婦っぷりを見せつけちゃえばいいのに」

「それは無理だよ……」

　あの慧さんがオフィスで甘くなることは決してないもの。高海が信用できないくらいだからね。

　結局、麻那の言う通り時間が解決するのを待つしかないのか……と結論を出し、残りのハーブティーで渇いた喉を潤した。




　休憩したあと、私は産休の申請書を手にして総務部長のもとへ向かった。すでに産休を取る旨は話してあるが、きちんと書類も提出しなければならない。

　総務部やマーケティング部は、ガラスの間仕切りで区切られている。私たち制作部とはワークスタイルが異なるので、コミュニケーションをとりつつもそれぞれが集中しやすくするためだ。

　デスクに座っている増ます田だ総務部長に申請書を差し出すと、彼は眼鏡の奥の瞳を細めて「あー、はいはい」と微笑んだ。

「ありがとう。育休も取るよね？　その申請書もまた出してね。早い分には構わないから」

「わかりました。お願いします」

　和やかな雰囲気に癒されつつ、私は頭を下げた。

　増田部長は、今年の春に本社のエムベーシックから出向してきた三十代後半の男性。爽やかな笑顔がデフォルトで実年齢よりも若く見え、人当たりのいい性格なので、皆から慕われているのだ。

　彼は申請書をファイルに入れ、思い出したように問いかける。

「あと、高海くんに聞きたいことがあるんだけどいるかな？　さっきから姿が見えなくて」

　高海の名前が出されただけで内心ドキリとするも、いたって平静に答える。

「一人用のブースにいると思いますよ。あの人、そこじゃないと集中できないらしいので」

「そっか、ありがと」

　増田部長は、さっそく高海のもとへ向かうことにしたらしく腰を上げた。

　私も一緒に制作部のほうへ戻るが、話題が高海とのことになってしまって、ものすごく気まずい。

「やっぱり松岡さんは高海くんのことよく知ってるんだね。同期なんだっけ」

「まあ、はい」

「仲よしでいいね。いつだったか、肩揉んでもらってたときあったでしょ」

　へらりと笑って相づちを打っていた私は、タイムリーに肩揉みの話を出されてギクリとした。今となっては後悔する出来事だ……。

　うなだれて「見ていましたか……」と心の声を漏らすと、部長はクスクスと笑う。

「旦那さんとは滅多に話さないから、高海くんのほうが彼氏みたいに見えちゃったよ」

　私にとってはいただけない冗談交じりのひとことに、口の端を引きつらせた、次の瞬間だ。

「一絵」

　どことなく威圧感のある低い声に呼ばれ、勢いよく顔を上げた私は目を見張った。

　目の前にいるのは、決して機嫌がいいとは思えない無表情の旦那様。最近はほとんど見ることがなかった、冷たさを感じる瞳でこちらを見下ろしている。

　増田部長共々固まっていると、慧さんはタブレットの画面をこちらに向けた。そこには見慣れたページが映っている。

「ユーフォリック・モードのイベント告知ページ、君の担当だよな？　開催日の曜日が間違っているぞ。それに、商品の写真も別のものだ」

「えっ!?」

　慌ててポケットからスマホを取り出してカレンダーを確認すると、確かに慧さんの言う通りだ。商品も、よくよく見るとリニューアルされる前のものを使ってしまっている。

　慧さんは社長の仕事をこなしながら、すべての案件の仕上がりをチェックしている。その徹底ぶりは皆に緊張感を与えているというのに、私ってば……！

「すみません！　すぐに修正します」

「リリース前でよかったが、こんな初歩的なミスをされては困る。十分注意してくれ」

「はい、申し訳ありません……！」

　厳しい声色の彼に、私はペコペコと頭を下げる。忠告だけしてあっという間に去っていく彼を見送り、ひとつため息を吐き出した。

　ミスをしたことはもちろん、慧さんに注意されてしまったことにも落胆していると、増田部長がぽつりと呟く。

「……冷たいなぁ、奥さんなのに」

　そのひとことが胸に刺さり、チクリと痛んだ。慧さんが、会社では私を一社員として扱っているのを承知しているとはいえ、はっきり言われると少し切ない。

「社長と生活してて息詰まらない？　聞いたところ政略結婚だったみたいだし、無理してないか心配になるよ」

　増田部長は気の毒そうにしているが、今の言葉は否定したい。高海と同じように思っているみたいだけれど、プライベートの慧さんはまた違うから。

「それが全然なんです。好きな人と毎日一緒にいられて幸せですよ」

　暗くなっていた表情を自然な笑顔に変えて明るく返すと、部長は面食らったように目を丸くした。

　落ち込んでいる場合じゃない。慧さんがドライなのはいつものことだし、とにかくミスを修正しなくては。

「では、失礼します」と部長に軽く頭を下げ、気持ちを切り替えて自分の席に戻った。




　その日の晩、夕飯の支度をしている最中に帰宅した慧さんが、突然「なにかあったか？」と問いかけてきた。私はサラダの器をテーブルに置いて、目をしばたたかせる。

「えっ、なんでですか？」

「一絵があんなミスをするなんて珍しいから、少し気になって」

　ネクタイを緩めながら言う彼を見て、昼間のことだと理解した。

　実は、最近仕事の調子があまりよくない。デザインもはかどらないし、今日のようにミスをしてしまうし。

　たぶん、少なからず高海とのことが影響しているのだろう。あんなふうに誰かから熱く告白されたのが初めてだからとはいえ、ここまで顕著だとは。

　しかし、ミスについてはそんなこと関係ない。集中していなかった自分が悪いのだ。

「単純に私の確認不足です。二度とないように気をつけます」

　背筋を伸ばし、自分を叱咤してそう返した。産休まであと約二カ月、気を引きしめて取り組まないと。

　すると、慧さんがそばにやってきて、突然私の手を取る。首元のボタンを外して鎖骨が覗くセクシーな彼は、そのまま手を引いて私を抱き寄せた。

「わっ！　け、慧さん？」

「会社では君と一線を引いておくよう心がけているが、今日はこうやって捕まえておきたくなった」

「……へっ!?」

『捕まえておきたくなった』って、一体どうして？　すごく不機嫌そうだったから、ミスした私に怒っていると思ったのに！

　ドキドキと困惑で目を泳がせていると、慧さんは大切そうに抱きしめる腕とは裏腹に、いら立ちを滲ませた声を放つ。

「他の男のほうが彼氏に見えるだなんて、不愉快極まりない。一絵を他の社員と平等に扱いながら、俺の妻だともっと周知させるにはどうしたらいいんだ」

　意外な理由に、私は目を丸くして顔を上げる。眉根を寄せ、困った顔を見せる彼に、胸がキュンと鳴いた。

　もしかして不機嫌だったのは、私がミスしたことより、増田部長の言葉が気に障ったから？　それに、私を特別扱いせずに自分のものだと知らしめる方法で悩んでいたとは。

　瀬在さんが言っていた通り、慧さんは女性のことに関しては本当に不器用なんだな。それがとても愛おしい。

　彼の胸におでこをくっつけてクスクス笑う私に、不可解だと言いたげな声が降ってくる。

「なんで笑う。君が奪われないか心配しているっていうのに」

「慧さんがしゃべればしゃべるほど、くすぐったくて……」

「は？」

　独占欲を露わにしている自覚もないらしいので、そこがまた愛しくて胸をくすぐられた。

　慧さんからの愛情は、こうしてちゃんと伝わってくる。言葉がなくたって感じ取れるよ。

　誰になにを言われようと、どう思われていようと、彼のそばにいる私は間違いなく幸せだ。




　数日後、ようやく残暑が和らいできてうろこ雲が広がる九月の空の下、毎月恒例の妊婦検診に向かう。

　先日、夫の妊婦体験や産後の赤ちゃんのお世話について学ぶ両親学級が行われ、慧さんも仕事の合間に一緒に参加してくれた。

　年上らしき男性が多い中、慧さんはそのルックスもあって目立っていたのだが、オムツ替えや沐浴を熱心に練習している様子を見るだけで心がほっこりした。

　ただ、スーツに妊婦ジャケットを着けた彼の姿はミスマッチすぎて、ひとり笑いを堪えていたのは内緒だ。

　今から育児に積極的に関わろうとしていることを嬉しく思うし、そんな彼がますます好きになっている。

　今日の検診も問題なく終わることを願って産婦人科のロビーに入り、受付を済ませた直後のこと。

　採尿をするためお手洗いに向かおうとしたとき、前方から見覚えのある綺麗な女性が歩いてくる。目を合わせた瞬間、お互いぱかっと口を開いた。

「あっ」

「この間の……！」

　同時に声を上げ、顔をほころばせた。

　彼女は先月、私が落とした母子手帳を拾ってくれた女性だ。また会えるとは。

　偶然の再会に笑い合ったあと、診察を終えたばかりらしい彼女が、長い髪を耳にかけながら言う。

「よかったら、このあとランチしませんか？」

「喜んで」

　これもなにかの縁だと嬉しくなり、私はふたつ返事で承諾した。

　私の診察も問題なく終え、ロビーで待っていてくれた彼女と合流した。今日は土曜日だが、慧さんは仕事でいないので気兼ねなくランチができる。

　彼女の名前は、小こ宮み山やますみれさん。私より四歳年上の二十九歳だそう。

　妊娠三カ月に入ってもつわりがほとんどないらしく、羨ましいことこの上ない。

　なので、ランチのお店は私が気楽に選ばせてもらった。お気に入りのカフェがあり、ぜひすみれさんも連れていきたかったのだ。

　産婦人科から徒歩十五分のそこは、パリの雑貨屋のように可愛らしく遊び心のあるカフェ。店内の壁にはたくさんの本が並べられていたり、無造作に蔦が伸びていたりして、ハイセンスな造りになっている。

　妊婦でもくつろいでいられる心地いいソファに座り、私イチオシのメニューをオーダーした。珍しい茶葉もたくさんあり、それをセルフで淹れられるのも魅力的。

　すみれさんもすでに気に入ってくれた様子だが、オススメのランチプレートが運ばれてくると、大きな目をさらに輝かせて可愛らしい声を上げる。

「わぁ、すごい。おしゃれだし、美味しそう」

「ここ、インテリアも料理も凝っていて、センスが磨かれる感じがするんですよね。いいアイデアがひらめくので、仕事に行き詰まったときに来るんです」

　大人のお子様ランチのようにいろいろなおかずが乗った、見た目も楽しいワンプレートから、すみれさんに目線を上げて微笑みかけた。

　高海とのことで悶々としていたときも、麻那と一緒にここへ来た。単純に気分転換にもなるし、仕事柄ハイセンスなものに触れるのは大事だと思っている。

　すみれさんはスマホのカメラで写真に収めたあと、私に問いかける。

「仕事はなにをしているの？」

「デザイン関係です。すみれさんは？」

「私は銀行員。頭が固いから、一絵さんみたいにクリエイティブな仕事をしてる人は尊敬する」

「いえいえそんな……！」

　澄んだ瞳をまっすぐ向けてくる彼女に、私は謙遜した。私は逆に窓口に座ったりする仕事は向いていないから、すみれさんを尊敬するもの。

　さっそくランチをいただきながら、私も質問してみる。

「じゃあ、ご主人も銀行の方ですか？」

「ううん、普通の会社員。……というか、まだ〝主人〟ではないんだけど」

　はにかみつつも少し言いづらそうに口にされた言葉で、彼女は結婚する前に赤ちゃんを授かったのだろうとすぐに理解した。

　幸せが一気にやってくるんだなと思うと、こちらまで気分が明るくなる。

「これから籍を入れるんですね。ダブルでめでたい！」

「あはは、ありがとう」

　小さく手を叩いて祝福する私に、すみれさんはおかしそうに笑う。

　ところが、徐々に愛らしい笑顔に心なしか陰りが見え、「幸せになれたらいいな……」と呟いた。

　その様子がほんの少し気になったものの、彼女はすぐに明るさを取り戻して食事を進める。

　妊娠には、多かれ少なかれ誰でも不安を覚えるはず。授かり婚となると、さらにいろいろな問題があるのかもしれない。

　さすがにそこまでは踏み込まないでおこうと、私もフォークを動かし始めた。しばし創作料理を味わってから、すみれさんが和やかに新たな質問をする。

「赤ちゃん、女の子って言っていたっけ。もう名前は決めてる？」

　そういえば、一応慧さんにも女の子の可能性が高そうだと話したのだった。今はまだ、名前の候補を挙げている段階だ。

「まだなんですけど、とりあえず〝い〟から始まる名前がいいなとは思ってて」

「へぇ、どうして？」

　興味深そうな彼女に、なんとなく気恥ずかしくなり、私は肩をすくめて答える。

「彼の名前〝慧〟っていうんです。アルファベット順で、私と彼のイニシャルのＨとＫの間にある、ＩかＪのどちらかで始まる名前にしようかと」

　私と彼との間にできた子だから、という思いつきなのだが、間にあるアルファベットはふたつ。どちらの頭文字にしようかと考えているとき、慧さんは優しく微笑んで『いずれ、もうひとり欲しいな』と言った。

　そんな幸せな会話を思い出すだけで、心も身体も温まる。締まりがなくなる口元を結び、照れ隠しでグラタンをすくって口に運んだ。

　しかし、なんのリアクションも返ってこないので目線を上げると、すみれさんはなぜか驚いたように目を見張っている。

「……すみれさん？」

　首を傾げる私に、はっとした彼女は一度目を逸らした。なにかを隠すかのように瞼を伏せたあと、再び目線を上げて柔らかく微笑む。

「おしゃれな名づけ方ね。すごく素敵だと思う」

　声色は明るいが、なんだか無理やり口角を上げているように見え、かすかに胸がざわめいた。

　彼女はどこか切なげにも感じる笑みを浮かべて続ける。

「話している一絵さんの顔を見てるだけで、旦那さんとの仲のよさが伝わってくるわ。運命の相手だったのね、きっと」

　しっとりとした口調で紡がれる言葉は、出まかせを言っているようには感じない。それでも、やっぱりなにかを秘めている気がする。

　……すみれさんって、儚げでミステリアスな雰囲気がする人だ。名前の通り、触れたら散ってしまいそうな、可憐な花びらのごとく。

　でも、その繊細さが魅力でもあるのだろう。私にはない女性らしさを持っている彼女と接するのは新鮮で、同じ妊婦という仲間意識もあるから話が途切れることはない。

　話しているうちに、先ほどのちょっとした違和感はなくなっていて、私は単純に彼女とのランチを楽しんでいた。




　その日の夜、いつのもように慧さんとベッドに入った私は、彼に腕枕をされながら今日の出来事を話していた。

「初めて妊婦のお友達ができたんですよ。ランチしてきちゃいました」

「そうだったのか。よかったな」

　嬉々とする私に、慧さんは穏やかに微笑む。私の髪に指を絡めつつ、話に付き合ってくれる彼が愛おしい。

「知り合ってすぐに食事をしに行けるって、よっぽど気が合ったんだな」

「気が合うというか、すごくいい人で話してると癒されて」

　私とはまったく違うタイプなのだが、居心地がよかった。また会う約束をしたから、生まれる前にもう一度くらいご飯を食べに行きたい。

「小宮山すみれさんっていうんですけど、美人で品がある人なんですよ」

　彼女の顔を思い返してうっとりしていたとき、なぜか髪を弄いじる手の動きがぴたりと止まった。なんとなく彼を見ると、今までの笑みが消えて表情が強張っている。

　不思議に思って凝視してしまう私から、彼ははっとした様子で目を逸らし、腕を引っ込めた。

「どうかしました？」

「いや……もうこんな時間か。そろそろ寝よう」

　その口調も、私の肩まで毛布をかけてくれる仕草もいつも通りなのだけれど、急に話を終わらせた素振りが気になった。

　どうしたんだろう、すみれさんの名前を出した途端、慧さんの雰囲気が少し変わったような……。

　ふと、ランチをしていたときのすみれさんを思い出す。私が赤ちゃんの名づけについて語っていたら、彼女もなぜか動揺した様子を見せた。

　もしかして、赤ちゃんではなく慧さんの名前に反応したんだろうか。まさか、ふたりは知り合いだったりする？

　ひとつの可能性が浮かび上がり、毛布の中に潜り込む彼に問いかけてみる。

「あの、すみれさんのこと、知ってたりしますか？」

「……さあ。聞いたこともない」

　どことなく冷ややかな声が返ってきて、胸がざわめき始める。

　こちらに背を向けて横になった彼に、「そう、ですか……」とだけ言い、会話はそこで途切れた。

　え、なんだろう。今の反応、不自然な気がするんですが。

　やっぱり知り合いなんじゃないのかな。それとも、単なる私の思いすごし？

　詳しいことはなにもわからないのに、勝手にあらゆる関係を想像してしまい、私はひとり悶々としていた。










想いが交差する八カ月




　慧さんとすみれさんは知り合いなのかもしれないという可能性が浮上して以来、しばらく私の心の奥底にはかすかな靄もやが煙っていた。

　ふとした瞬間に、ふたりにはなにか繋がりがあるのではないかと気になってしまう。

　すみれさんとはあれからまた一度ランチをしたが、慧さんのことについては聞けなかった。私の中にあるのは、あまりにも漠然とした疑惑だから。

　そう、ただの考えすぎということも十分ある。それに、ふたりが知り合いだったとしても、私たちの夫婦関係になにか影響があるわけではない。

　オフィスでは相変わらず堅物な社長のままで、プライベートでは旦那様として甘く変化する慧さんとの生活は、まったく問題なく送れている。

　先日は私の二十六歳の誕生日で、一流ホテルのフレンチレストランでお祝いをしてくれた。妊婦にはありがたい、フラットで上品なデザインのウェルネスシューズもプレゼントしてくれて、本当に嬉しかった。

　赤ちゃんも順調に育っていて、幸せすぎる日々だ。それだけでいいのだから、必要以上に気にすることはやめた。

　今は生まれてくる子のことを一番に考えよう。そろそろ出産前後の準備を本格的にしなくてはいけないし、入院に必要なものや、赤ちゃんの服もそろえなければ。




　心の靄もだいぶ薄くなってきた、十月中旬の日曜日。結子さんにもらったおさがり以外で足りないものを買いに行こうと、ひとりのんびりと駅から離れたショッピングモールへ出かけた。

　ベビー用品が充実しているので、ここまで足を延ばしてみたのだが、ナチュラル系の小さな服や靴が飾られたショップの前に来て、私は唖然とした。

　よく知っている短髪の男性が、新生児用の可愛らしいカバーオールを広げてじっと眺めていたから。

「たっ、高海!?」

「……げ」

　思わず声を上げると、勢いよくこちらを振り向いた彼が、両手で服を摘まんだまま固まった。人を見るなり、顔をしかめて『げ』とはなんだ。

　それはさておき、高海がベビー用品のショップにいるとは、予想外もいいところ。

「なんでこんなところにいるの？」

「俺の友達夫婦にも子供が生まれたから、出産祝いを買いに。……つっても、なにがいいかわかんねぇけど、とりあえず見に来た」

　水玉模様にレースがついたカバーオールを綺麗に畳んで元に戻した彼は、含みのある目線をこちらに向けてくる。

「そっちは、旦那は付き合ってくれないわけ？」

「なんって嫌味な！　別にそんなんじゃないし」

「強がるなって」

　意地悪な笑みを浮かべるこの男にカチンときて、私はしかめっ面をした。

　今日、慧さんはたまたまクライアントの接待が入ってしまったからいないだけで、時間があるときは一緒に買い物もするんだから。

　ふん、と子供みたいにそっぽを向いたところで、ふと気づいた。無理していないこの感じ、久しぶりだなと。

　ようやく元通りになれてきたみたいだ。ぎくしゃくせず話せてホッとする。ただ、嫌味を言われるのはムッとするけどね。

　口を尖らせたままでいると、高海は私を見てなにかに気づいたように目を見張る。

「……それ、もしかしてわざとか」

「なに？」

　なんのことやら意味がわからず振り向いた直後、真剣な目をする彼がこちらに手を伸ばしてくる。そして耳と髪の間に手を差し込まれ、顎の下あたりで揺れる髪をふわりと持ち上げた。

　肌に触れるか触れないかの微妙なところに手の熱さを感じ、驚いて肩をすくめる。瞠目しつつ彼をよく見ると、涼しげな瞳は私の首の辺りに向けられているようだ。

　彼は観察するかのごとく見つめたあと、ひとつため息を吐き出してからぶっきらぼうに呟く。

「〝俺のもの〟ってけん制されてるみたいで腹立つ」

　俺のもの？　けん制？

　ハテナマークを脳内にばらまく私に、高海は無愛想な顔のまま、「鏡見ろ」と言って私の首をつんと突つついた。

　さっそく店内にある鏡に首を映してみた私は、驚いて目を見開く。

「えっ!?　なにこれ！」

　赤紫色の小さなアザがあるのだ。全然気づかなかったけど、これはもしや……キスマーク？　一体いつこんなものつけたのよ、慧さん！

　心当たりがないし、今は隠せないしであたふたする私を尻目に、高海は幾度となくため息を吐き出す。

「社長も意外と警戒してんのかもな……。くそ、つけ入る隙がなくなってきた」

　そんなひとり言をこぼすので、私はキョトンとしたあと、つい噴き出してしまった。だって、正直すぎるんだもの。

　きっと高海は、自分の想いが叶う可能性は低いことを自覚しながら告白したはず。そういうまっすぐなところは、友達としてではあるけど素敵だと思う。

　前と同じ距離感で接したら、変に期待させてしまうんじゃないかと考えたりもしたが、この人ならそんな勘違いはしないだろう。むしろ、遠慮するほうが煽ってしまうかもしれない。

　麻那とも話したように、やっぱりこれまで通りにするのが一番いいのだろうと思い、私は口角を上げて明るく言う。

「出産祝い、一緒に選んであげようか」

　一瞬、真顔になった彼は、そろそろと視線を外して呟く。

「……惚れた女の情けは受けん」

「強がるなって」

　ポンと肩を叩き、ついさっき言われた言葉をそのまま返すと、高海は〝やられた〟というような顔をしてうなだれる。

　彼にも私以上に好きな人が早くできますようにと密かに願い、あーだこーだ言いながらふたりで店内を見始めた。

　高海からお友達夫婦の情報を聞き出して、喜ばれそうな出産祝いを選び、自分用のベビー用品も購入した。

　会計するとき、彼は『誕生日、なにもしてやれてないから』と私の分まで支払ってくれようとしたのだが、気持ちだけ受け取って遠慮しておいた。申し訳ないし、なんとなく慧さんに悪い気がして。

　高海は不服そうにしていたけれど、私は彼のオカンっぷりを凌ぐイケメン力に感心したし、気持ちだけで嬉しかった。




　彼とはショップを出たところで別れ、ちょうどお昼時なのでなにか食べようとお店を見て回る。

　そのとき、バッグの中でスマホが震えているのに気づいた。画面に表示された着信の相手は慧さんだ。今日買い物をすることは伝えてあるが、どうしたのだろう。

　スマホを耳に当てると、心地いい声が流れ込んでくる。

『一絵、まだ外出中か？』

「はい。今、お昼をどうしようかなと思っていたところで」

『こっちは終わったから、合流しようか。どこにいる？』

　嬉しい言葉に、私はぱあっと顔を輝かせ、ふたつ返事でショッピングモールの名前を伝えた。

　予想外にデートの予定が舞い込んで浮き立っていた私は、慧さんに早く聞きたいと思っていたことを投げかける。

「あ、ちょっと慧さん！　いつ、どうしてアレをつけたんですか!?　あの、キ、キスマーク……」

　頬が熱くなり、だんだん勢いを弱めて問い質ただすと、彼は『ああ、あれね』と冷静に返す。

『俺の妻だと主張しておける方法を思いついたから、昨夜君が眠ったあとに吸った』

「吸っ……！」

　言い方！と、言葉にならないので心の中でツッコむ。アザがつくほど吸われたのに気づかない自分にも呆れるが、とりあえずそういう理由だったのかと納得した。

　彼の独占欲の証なのだとわかって、ますます恥ずかしくなる。

　私が悶えているのを見抜いているのか、電話の向こうからクスッという笑いと、『隠すなよ、印』といたずらっぽい声が聞こえてきた。




　高海との仲が戻り、旦那様との思いがけないデートを楽しんだ日の約一週間後、九カ月も目前となった平和なマタニティライフに、突如暗雲が立ち込める出来事が起こった。

　月曜の朝、出社してすぐにオフィス内の異様な空気を察した。社員たちがなぜか私を一瞥しては、コソコソとなにかを話しているのだ。

　なんだろう、嫌な感じ……。周りの視線を気にしつつ、ひとまずロッカーへ向かうと、先に出社していた麻那が焦った表情で駆け寄ってくる。

　彼女の後ろからは瀬在さんもついてきて、なんだかただ事ではなさそうな雰囲気に身構えた。

「ひとちゃん！　これ見た？」

　毎日必ずする〝おはよう〟の挨拶もせず、麻那は自分のスマホを見せてくる。

　いつものんびりしている彼女の珍しい慌てた姿に驚きつつ、とりあえず画面を覗き込んだ。そこに映し出された画像と文章を見て、サッと血の気が引いていく。

「えっ……なに、これ」

　ジョインプレッションが情報を発信しているＳＮＳの投稿に、見過ごせないリプライがついているのだ。

【ジョインプレッション社長、畔上 慧の妻は不倫しています】

　その一文と共に添付されているのは、私と高海が近い距離で笑い合っている写真。先日、ショッピングモールでベビー用品を見ていたときのものだ。

　どうして……一体誰がこんなことを？

　愕然として固まる私に、深刻そうな表情の瀬在さんが確認する。

「事実ではありませんよね？」

「もちろんです！　高海とはここで偶然会っただけですから」

　しっかりと目を見て否定すると、彼も心から疑ってはいない様子で頷き、眉をひそめて言う。

「アカウントを見てもこれの他に投稿はなかったので、一絵さんたちだけに悪意を向けているのは明らかですね」

「リプがついたのは夜中の一時頃で、今朝になったらもうアカウントごと削除されてたけど、気づいた社員から社内に噂は広まっちゃってるみたい」

　心配そうにする麻那も続き、皆の奇妙な雰囲気はこれのせいなのだと納得した。得体の知れない人物に悪意を向けられている恐怖に、背筋がぞくりとする。

　私たちのもとへ、絡んでくる社員を適当にあしらっていたらしき高海もやってきた。うんざりした様子の彼は、まず瀬在さんに頭を下げる。

「すみません、瀬在さん。お騒がせしてしまって」

「いえ、高海くんも災難ですね」

　同情する瀬在さんに、高海はわずかに苦笑を返したものの、すぐに険しい表情で本音を吐き出す。

「ったく、くだらねぇ嘘書き込みやがって……皆に弁解するのが面倒すぎる」

「でっち上げの記事を載せられる芸能人って、きっとこんな心境なんだろうね……」

　麻那はいつもの気楽さを少し取り戻して、しみじみと呟いた。私たちの強張った感情を和らげようとしているのだろう。でも、今の私には笑える心の余裕がない。

　瀬在さんは腕を組み、冷静に客観視する。

「事実ではないのだし、すぐに静まるとは思いますが、万が一社員の中の誰かが発信源となると少々厄介かもしれません。社長や一絵さんを陥れたい人間がいるわけですから」

　彼が言うのはもっともで、胸がキリキリと痛む。知らないうちに、誰かの恨みを買ってしまったのだろうか。

　慧さんは家を出るまではいつもと変わらなかったから、その時点では気づいていなかったと思われるが、彼の耳に入るのもおそらく時間の問題だ。

　今、彼は朝一の会議に出ていてこの場にはいない。もしすでに知っているとしたら、今頃どう思っているのだろう。

　この投稿を信じてしまっていたら、私たちの夫婦関係にヒビが入るのは避けられない。そうでなくても、絶対に嫌な思いはしているはず。

「本当に、誰がなんのためにこんなこと……」

　私が不安でいっぱいの声を漏らすと、皆が同じことを考えるように、表情を暗くして押し黙った。

　社員たちの視線が気になって仕方ないが、仕事をしないわけにはいかない。なんとか気持ちを切り替え、パソコンに向かってしばらく経った頃、オフィス内がざわつき始める。

　視線を上げると、慧さんがやってきて皆と挨拶を交わしている姿が目に入り、心臓がドクンと重い音を立てた。

　いつもクールなので今日もその顔に笑みはないが、纏う空気は張り詰めているように感じる。

　私も知っているのに黙っているのはおかしいし、できればすぐにでも話し合いたい。とにかく慧さんに声をかけようと、重いお腹を抱えて腰を上げたときだった。

　社長室に入ろうとする慧さんに歩み寄ったのは、真剣な面持ちの高海だ。私だけでなく、周囲の皆がふたりに注目する。

「社長、ＳＮＳの書き込みの件はご存じでしょうか」

「……ああ」

　軽く頷く慧さんは、やはり事態を把握しているようだが表情は変わらない。そんな彼に、高海は深く頭を下げた。

「疑わしい行動を取って申し訳ありませんでした。彼女とは偶然あの場で会っただけで、なにもやましいことはありません。書かれていることは事実無根です」

　彼は物怖じせず、きっぱりと言い切った。私は内心ハラハラしてしまう。

　オフィスがしんと静まり返る中、感情を読み取れない眼差しで彼を見つめていた慧さんが口を開く。

「もちろんわかっている。妻も君も、安易に不道徳なことをするような人間だとは思っていない」

　落ち着き払った声が聞こえ、私も高海も目を見張った。慧さん、私たちを信じてくれているんだ……。

　それでも、いくらかは不機嫌なのだろう。やや棘のある声色に変わって、オフィス全体に届かせるように言い放つ。

「自分の身元もさらせない奴の、信憑性のない情報を真に受けるのは愚かだ。君たちも、踊らされるだけ時間の無駄だぞ」

　厳しさをひしひしと感じる鋭い瞳が周りの社員に向けられ、皆がギクリとして背筋を伸ばすのがわかった。

「それより、ウチもＳＮＳ広告の運用代行を行っている身だ。今回のように、企業にはなんら関係のない悪質な投稿をされるケースは初めてだが、これを機に対策をもう一度見直すことが必要だろう」

　慧さんは冷静に意見を述べ、さらに業務連絡も伝える。いたって通常運転の彼を見て、皆の意識も自然に仕事へ向かい始めたらしく、話し終わる頃にはいつもの空気に戻りつつあった。

　慧さんは最後に、そばに立ったままの高海に声をかける。

「高海も謝る必要はない」

　ピクリと反応した高海は、意外そうに慧さんを見つめる。

「俺と一絵は、一生を添い遂げると約束した夫婦だ。これしきで崩れるような脆もろい関係じゃないからな」

　そう放ってしたたかな笑みを浮かべる慧さんに、高海は目を見開いた。

　今のは挑発なのか、余裕の表れなのか。どちらともつかないが、私たち夫婦の絆が強いものだと信じているのは確かだろう。

　彼がそう思ってくれていることで、救われた気分だった。




　慧さんと高海が険悪にならなくてよかったとはいえ、やはり誰がなんの目的であんな投稿をしたのかは気になって仕方ない。

　昼休憩になったところで、高海と麻那とで久々にランチをしながら推理してみる。

　今のところ有力な容疑者は、私と慧さんのことを知っている外部の人間。社内の人は私と高海が以前から仲がいいのを十分知っているし、今さら不倫疑惑をもつ理由がわからないからだ。

　その理由については、高海も麻那も頭を悩ませている。

「本当に動機はなんなんだろうな。社長に対するあてつけか？」

「うーん、どっちかと言うとひとちゃんを貶めようとしてる気が……。女の嫉妬って感じがする。なんとなく」

「でも社長に怪しい女の影なんてないだろ。つーか、及川の〝なんとなく〟は説得力に欠ける」

「あ、ひっどーい」

　あれこれ言い合うふたりの会話を聞いていて、女の嫉妬だったら怖いなと口元を歪ませた。

　それにつられて、決して多くない私たちの共通の知り合い、かつ女性をぼんやり頭の中で検索していると、ふいにある人物の顔が浮かぶ。

　――すみれさんだ。

　彼女がもし慧さんの知り合いだとしたら、ありえない話ではない。あの優しい彼女が嫌がらせをするなんて、考えたくもないけれど……。

　ふたりが知り合いかどうかが再び無性に気になり、私はランチを抜け出してすみれさんに電話をした。

　しかし、コール音がするだけで出る気配はない。仕方ないので電話は諦め、もうひとつの手段に移る。

　早めにオフィスに戻った私は、午後の仕事が始まる前に「ちょっと聞きたいことが」と言って、瀬在さんを呼び出した。慧さんにバレないように、ロッカーの陰に隠れて小声で話し出す。

「急に変な質問をして申し訳ないんですが……小宮山すみれさんという女性をご存じですか？」

　問いかけた途端、彼の中性的な顔が明らかに強張った。ギクリとした様子で、ぎこちなく質問返しをしてくる。

「え……どうして？」

「最近たまたま知り合ったんですけど、慧さんのことを知っていそうだったので、気になっちゃって」

　瀬在さんこそは口を割らせたいと、私は険しくした顔をずいっと近づける。

「正直に、お答えください」

「一絵さん怖い」

　身体を後ろに反らせて引き気味になっている彼は、ちょっぴり情けない声を出して歪んだ笑みを浮かべた。

　結局、私の勢いに押されたらしい。腕を組んで迷っていた彼だが、ひとつ諦めたような息を吐き出して口を開く。

「大学時代に慧さんと親しくしていた方ですが、それ以降はなんの関わりもないはずですよ。あまり気になさらないほうが」

　大学時代……予想通り、ふたりは知り合いだったんだ。

「やっぱりそうなんですね……」と頷きつつ、目線は徐々に落ちていった。

　確信できたのにスッキリはせず、むしろモヤモヤが膨らんでいく。嘘をつくほどのなにがあったのか、〝親しく〟というのはどの程度なのか。

　そして、ＳＮＳの犯人はすみれさんなのか……。

　まだまだ疑問が渦巻き、お腹の中では赤ちゃんが窮屈そうにぐにぐにと動いていて、心も身体も一層苦しくなった。




　仕事を終えて帰宅したあと、ぼうっと考え事をしながら夕飯を準備して、旦那様の帰りを待つ。

　不倫疑惑といいすみれさんの件といい、顔を合わせるのがとても気まずい。どんなテンションで迎えたらいいものか。

　幾度となくため息をついていると、ガチャリとドアが開く。「ただいま」と帰宅した彼に、ドキリとしつつ挨拶を返す。

「おかえりなさい。あの……」

「まいったな、あんなことをする奴がいるとは」

　とりあえずなにかしゃべろうとしたとき、ソファに向かう慧さんが疲れた様子でそう口にした。

　複雑な心境の私に、彼は「おいで」と声をかける。その穏やかな声に、少しだけ心を安らげて歩み寄った。

　ふたりでソファに座ると、慧さんは強張った面持ちで私を見つめて問いかける。

「個人的になにかされたりしていないか？　俺に対してなのか一絵に対してなのかわからないが、悪意を抱いている人間がいるのは確かだから、それが心配だ」

　私を責めるのではなく、身を案じる気遣いに心の奥がじんとした。

　私は控えめに微笑み、首を横に振る。

「今のところは大丈夫です」

「そうか。なにかあったらすぐに言えよ」

　ぽん、と頭に温かい手が乗せられ、胸がぎゅっと苦しくなった。事実ではなくても、不倫だなんて言葉を突きつけてしまった罪悪感が込み上げてくる。

「慧さん……嫌な気持ちにさせて、本当にごめんなさい」

「一絵が悪いわけじゃないだろ。街で知り合いに会うことはいくらでもあるんだし、謝らなくていい」

　俯く私は、落ち着きのある声をかけられてさらに苦しさを感じた。

　不貞はまったくないと断言できるのに、どこか後ろめたさがあるのは、きっと高海から好意を向けられているからだ。

　今回の件があった以上、隠しているのはよくない気がして、思い切って口を開く。

「……少し前、高海に告白されたんです」

　慧さんがピクリと反応するのがわかり、私たちを取り巻く空気がピリッとしたものに変わった気がした。

「もちろん断ったし、高海に対して同期以上の感情はありません。ただ……友達としての関係を壊したくもなくて、これまでと同じ距離感で接していたんです。写真を撮られたときもそうでした。でも、それは彼も十分わかっていますから」

　太ももの上に置いた手を握り、正直な気持ちを打ち明ける。私はあなたを裏切ったりなどしないから、どうか信じていてほしいと願って。

　……しかし、おもむろにソファに背を預けた慧さんの瞳からは、これまでの穏やかさが消えている。

「へえ……あいつ、やっぱり気があったのか。人の妻を口説くなんて、度胸があるな」

　打って変わって冷淡な声で呟かれ、思わずゾクリとした。

　慧さん、明らかに怒っている。どうしよう、なんとか宥めたいけど……。

「あの、高海もたくさん悩んだ上でしたことだと思うので……」

「そんなことはどうでもいい。君に色目を使っている男がいたってだけで気に食わないんだ」

　ぴしゃりと返され、私は口をつぐんだ。

　ため息を吐き出して額に手を当てる彼の表情は、どんどん苦々しいものに変わっていく。

「前から、一絵と高海が笑い合っているのを見るたび、無性にイラついていた。不倫なんか疑っちゃいないが、写真で見せつけられるのは余計にショックだったよ。昼間も今も、体ていのいいことを言ったが、余裕ぶっていただけだ」

「慧さん……」

「本当は君を束縛したいくらいだが、そんな大人げないことはしないから……せめて、あいつにもう隙を見せないでくれ。間違いがあってからじゃ遅いんだ」

　抑えきれない憤りを滲ませた声で本音を吐露され、揺れる木立のごとく胸がざわめいた。

　高海に向かって『これしきで崩れるような脆い関係じゃないからな』と笑みを見せたとき、本当はいら立ちを押し殺していたのだ。ついさっきの紳士的な態度も、きっと我慢して……。

　もしかしたら、自分に言い聞かせるためでもあったのかもしれない。私たちの絆を信じているというより、信じたいんじゃないだろうか。

『間違いがあってからじゃ遅い』のひとことが、私への信頼が揺らいでいる表れのように思える。

　とても悲しくなると同時に、理不尽な気持ちも沸々と湧いてくる。あなたこそ、隠していることがあるでしょう？と。

「……慧さんは、間違ってないと言い切れますか」

　ぽつりとこぼすと、怪訝そうに眉根を寄せた彼の顔がこちらに向けられる。

「どういう意味だ」

「すみれさんのこと、知り合いなのにどうして嘘をついたの？」

　思いきって問いかけると、彼は意表を突かれたように目を見張った。その目を私から逸らし、若干の怒気を含んだ調子で言い放つ。

「言う必要がないと判断したからだ。とっくに昔のことで、君には関係ない」

　一方的に突き放され、胸に刃が刺さったかのごとく痛みが走る。腹立たしさもあって、声を荒らげる。

「関係ないって……でも、もしかしたら今回のことは――」

「嘘をついたことは謝る。ただ、夫婦だからって勝手に過去をほじくり返されたくはない」

　冷たく鋭い声で遮られ、私は〝すみれさんも関係しているかもしれない〟という言葉を飲み込んだ。慧さんが言うことも一理あって、力無く肩を落とす。

　やがて彼は腰を上げた。暗然として俯く私の隣が、からっぽになる。

「……この話はもう止めよう。自分がどんどんみっともない奴になる」

　慧さんは自嘲気味に言葉を吐き捨て、私と目を合わせないまま自室のほうへ向かってしまった。

　静まり返ったリビングでひとり動けずにいると、お腹の中から〝大丈夫？〟というようにポコンと軽く蹴られた。

　丸いお腹にそっと手を当て、眉を下げて笑みをこぼす。

「こんなふうに言い合いたかったわけじゃないのにね……」

　ひとりごちると、瞳にじわりと熱いものが込み上げた。

　気持ちがすれ違うときは、こうもうまくいかないものなのか。夫婦として胸を張れるようになったとはいえ、すべてをわかり合うのは難しいのだと思い知る。

　初めてのケンカは、想像以上にダメージが大きい。悔しさや悲しみでいっぱいで、ぽろぽろと涙がこぼれた。










すべてを悟った九カ月




　朝晩の気温がぐっと低くなった十一月の初旬、ようやく出産予定日の六週間前になった私は、明日から産休に入る。

　仕事納めとなった今日は、定時を迎えると社員の皆が集まってきてくれた。彼らを代表して増田部長が私に大きな包みを差し出す。

「松岡さん、ひとまずお疲れ様。元気な赤ちゃんを産んで、落ち着いたらまた一緒に仕事しましょう」

「ありがとうございます！　これ、なんですか？」

　大きさのわりに軽いそれを受け取ると、先輩の女性社員が「抱き枕だよ。妊娠中、私も愛用してたの」とにこやかに答えた。

　確かに、お腹が大きくなってきた最近は特に寝苦しいから助かる！　贈り物のセンスもさすがだ。

　私は喜びながら皆に向かってペコペコと頭を下げた。

　二週間ほど前に私と高海の不倫疑惑で騒然としたものの、日が経つにつれあっさり収まり、皆普通に接してくれている。制作部は基本いい人ばかりなので、本当に救われる。

　結局、誰が投稿したのかはわからずじまいだ。すみれさんとはあれから連絡がつかないので、逆に心配になっているのだが。

　今のところ、他の嫌がらせは起こっていないのでひとまず安堵している。

　麻那は私を心配して、最近はますます連れ立って行動する頻度が多くなった。それもしばしできなくなるので、彼女は眉を下げて甘えた声を出す。

「ひとちゃんがいないの寂しいよ～。ひとりで社食行ってもつまらないし」

「気にするのはそこか」

　口の端を引きつらせる私に構わず、彼女は手をぎゅっと握ってくる。

「赤ちゃん生まれたら真っ先に会いに行くからね！」

「うん、待ってる。私も麻那の可愛くない発言が恋しくなりそうだから」

「どぉいうこと？」

　急にしかめっ面になる麻那に笑っていると、彼女の後方でなにやらざわついている。高海と、彼と親しい男性陣だ。

　すると、「高海もなんか言えよ」と促す社員たちの手によって、彼が私の目の前に押し出された。どうやら高海にひとときの別れの言葉をかけさせたかったらしい。

　迷惑そうな顔をしていた彼だが、私を見下ろしてボソッと声をかける。

「……生きて戻ってこい」

「戦争に行くのか私は」

　速攻でツッコむと、周りから笑い声が上がった。

　でも、出産が命懸けであるのは確かだし、高海が結構真面目に心配してくれているのもわかる。

　目線を上げて「ありがとね」と微笑むと、彼も緩やかに口角を上げ、小さく頷いた。

　私は周りの皆を見回し、ちょっぴり気恥ずかしさを感じつつお礼を言う。

「皆さん、ありがとうございます。育休が明けて戻ってきたら、即戦力になれるようがんばるので、またよろしくお願いします」

　プレゼントを抱えて丁寧にお辞儀すると、励ましの言葉と温かい笑顔が返ってきて、この職場が好きだと改めて感じた。

　皆にも菓子折りを配り、帰る前にロッカーの中を整理していたとき、本社のオフィスからいつの間にか戻っていた瀬在さんの姿が目に入った。

　キョロキョロしていた彼は、私を見つけるとやや急いでこちらにやってくる。

「よかった、一絵さんが帰る前に会えて。産休に入るギリギリまでがんばってくれて、ありがとうございました」

「いえ、こちらこそ！　体調が優れないときも、気を使ってもらえてありがたかったです」

　身体を向き合わせてきちんと挨拶をすると、瀬在さんはなんだか意味深に口角を上げ、手にしていた袋からなにかを取り出す。

「これは、そんな感謝と労いを込めて、社長からの贈り物です」

「えっ……慧さんから？」

「ええ、『出張で挨拶ができないから渡しておいてくれ』と」

　予想外の人物の名前に驚き、見開いた私の目に飛び込んできたのは、エレガントなバスケットに入れられたプリザーブドフラワー。

　ピンクと淡い紫のバラに、かすみ草がアレンジされていてとても美しく、心臓が軽く揺れ動いた。

　慧さんとは、あれ以来ずっと雰囲気がいいとは言えず、よそよそしい感じが続いている。私は気まずくて家事ばかりしているし、まるで結婚した当初の家政婦ロボットに戻ったみたいだ。

　仲直りの方法も、タイミングもわからなくて、このままでは悪化するばかりなのにどうすることもできずにいる。彼は明日まで出張でいないので、正直気がラクだった。

　そんな彼からだという、このプレゼント。素直に嬉しいけれど、うちの会社では、結婚や退職をする人には、社長から餞別の花を渡すのが恒例となっている。これもその一環でしかないのだ。

　どこまでも社員扱いなんだなと、呆れにも似た苦笑を漏らして花を受け取る。

「律儀ですね。こんなところまで一社員として扱わなくてもいいのに」

「いや……実は、これまで餞別の花は僕が用意していたんですが、今回だけは社長が直々に選んだんですよ。この意味、わかりますよね？」

　瀬在さんの口から出たものは意外な事実で、私は目を見張った。

　慧さんが私のためにわざわざ選んでくれたの？　他の社員とは違うという意味なのか。もしかして、これをきっかけに仲直りしたいと思ってくれている……とか？

　勝手に期待をして胸をトクトクと鳴らす私に、瀬在さんは頼もしい笑みを浮かべる。

「一社員としてはもちろん、奥様としても、社長はあなたを大切に想っていますよ」

　彼の言葉は、慧さんとぎこちなくなって萎しおれかけていた心に、太陽の光を当ててくれたみたいだった。

　少しだけ元気を取り戻し、「ありがとうございます」と笑みを返す。慧さんが出張から帰ってきたら、わだかまりを消すくらいの笑顔で感謝を伝えようと心に決めて。

　瀬在さんが仕事に戻ったあと、入れ替わりのようにしてやってきたのは増田部長だ。

「松岡さん、あれ持っていくの大変でしょ。僕、車だから家まで送るよ」

　デスクに置いてある抱き枕を指差して言われ、私は確かに困るなと迷う。花もあるし、どれも重くはないけど荷物がいっぱいだ。

「あー……いいんですか？」

「もちろん。皆でこのプレゼントに決めたときも、大きいから社長に預けるか、誰か持っていってあげようって話になってたから」

　そう言われて、ちょっぴりホッとする。ＳＮＳの一件以来、慧さん以外の男性とふたりになるのは少し抵抗があったが、社内の皆が承知しているなら大丈夫だろう。

　快く申し出てくれた部長に感謝しつつ、「じゃあ、お言葉に甘えて」とお願いすることにした。

　麻那や高海と、もう一度しばしの別れを惜しんでから地下駐車場に向かい、増田部長の愛車らしいミニバンに乗せてもらう。男性と車中にふたりきりになるのは妙な緊張感があるが、部長の場合はほっこりする人柄のせいか、だいぶ気楽だ。

　総務なので私たちの住所も知っている彼は、スムーズに車を走らせながら話をする。

「身体が一番心配だったから、無事産休に入れて僕もホッとしたよ」

「はい。本当にありがとうございました」

「一時は厄介なこともあったけど、その後はなにもなさそうだしね」

　それはＳＮＳの件だとすぐにわかり、私は苦笑する。

「ただのイタズラだったんですかね」

「どうだろう……。まあ、ふたりは恵まれた結婚だから、羨む人がいるのかもしれないな」

　部長は前を見据えたまま、心なしか暗い声色でそう口にした。

　恵まれた結婚……政略結婚はメリットを重視したものだし、そう思われるのか。こちらからしてみれば、愛し合った末に結婚するほうが羨ましい気がするけれど。

　膝の上で抱えた、枯れることのない美しい花を見つめて思いを巡らせていると、部長も眼鏡を通してそれを一瞥する。

「その花、社長から？」

「はい。わざわざ本人が選んでくれたみたいで」

　慧さんの気持ちが嬉しかったから、つい自慢してしまった。照れ隠しでバラを見つめ続ける私に、部長は「へぇ」と意外そうに相づちを打つ。

「松岡さんをイメージして選んだのかな。社長にはどんな色に見えているんだろうね」

　その発言の意味がよく理解できず、私は顔を上げて運転席に目を向ける。

「どういう意味ですか？」

「あれっ……まさか知らない？」

　彼は〝まずいな〟とでも言いたげに片手を口元に当てるので、急激に胸がざわめき始める。

「知らないって……なにを？」

「いや、ごめん、今のは忘れて」

「忘れられるわけないじゃないですか！　教えてください」

「だよね。うーん……」

　掴みかかる勢いで食い下がる私に、部長はしばし唸ったあと、「一応内緒にしててね？」と念を押して打ち明ける。

「社長って、色覚障害らしいんだ。大多数の人とは色の見え方が違っているんだよ」

　――まったく思いもしなかった話に、一瞬すべての音が消えた気がした。

　色覚障害がどういうものかは、社内でもその人たちに配慮したデザインの研修が行われているからわかるけれど、まさか慧さんが……!?

「資料の色とか見分けにくいから、瀬在さんが常についているんじゃないかな。完成した広告の確認も、ちゃんとした色味がわからないと困るだろうし」

　部長が言うことは腑に落ちる。会議のときはだいたい瀬在さんが同行しているし、慧さんが社長に就任するタイミングで彼が秘書に抜擢されたのも納得がいく。

　なのに、驚きのあまり言葉を失くしていた私の口からは、「嘘……」とぽつりとこぼれた。

　部長はなんとも言えない面持ちでハンドルを切り、抑揚のない声で続ける。

「生活には支障がないくらいの軽度らしいから、こうやって運転もできるし、松岡さんも気づかなかったでしょ。僕も驚いたよ、ハンデがあるのにデザインに関わる会社の社長をやってるなんて」

　気づかなかった……全然、考えもしなかった。瀬在さんが言っていた〝弱い部分〟というのは、身体に関することだったの？

　どうして教えてくれなかったんだろう。事情を知っていれば、私ももっとサポートできたはずなのに。

　慧さんに対して、切なさともどかしさでいっぱいになる私に、部長はどこか冷たい口調で同情する。

「かわいそうに……なんで君に打ち明けていないんだろうね？　愛しているはずの奥さんなのに、酷いな」

　その言葉に捕らえられて、暗い闇夜に引きずり込まれる感覚を覚える。

　私は彼に信頼されていないのだと、改めて突きつけられたようで、胸がズキズキと痛みだす。

　瀬在さんのおかげで心を照らしてもらえたはずの光は、一気に奪われていった。




　翌日、慧さんが出張先から帰ってくるまでの間、私はひたすら家事に精を出していた。頭の中では、常に慧さんのことがぐるぐると巡っている。

　昨日はあれから、マンションの前まで送ってくれた増田部長にお礼を言い、大きな荷物を抱えて力無く部屋に帰ると、そのままソファに身体を沈めた。

　スマホを取り出し、色覚障害について調べる。慧さんがなぜ黙っているのかを考えるより、まずは正確な知識を得なければいけないと思った。

　調べてみれば、思い当たることがいくつかある。

　自販機でコーヒーを買ったとき、黒地に赤のＬＥＤで〝売切〟と表示されているのに気づかず押していたり、料理してくれたとき、鮮度が落ちて茶色くなった野菜を使おうとしていたり。

　八景島でのデートでランチの場所を探していたときも、バーベキューができるお店を見て、彼は『バーベキューや焼肉は苦手だ』と言ったので不思議に思った。

『苦手なんですか？　お肉は好きですよね？』

『自分で肉を焼くのが嫌なんだ』

『ああ、なるほど』

　そんな会話をして、そのときはただ面倒だからかと納得していたのだが、本当は肉の焼け具合がよくわからないからなんだろう。

　赤ちゃんを迎えるために部屋の片づけをしながら、昨日と同様にこれまでのやり取りを振り返っていると、ふいに四年前のポートフォリオを思い出す。

「もしかして、初対面のときも……」

　どちらの空の色が好きかと聞かれて煙たそうにしていたのは、色の区別がつきにくかったから？

　あのとき、慧さんにはどんな色に見えていたのだろうか。彼が選んだという、プリザーブドフラワーも……。

　窓辺に置いた綺麗なバラに目線を移すと、やりきれなさと共に涙が込み上げてくる。

　人並みの夫婦関係を築けてきて、それなりにわかり合えたつもりでいた。しかし、彼の心情も、彼の目に映る景色も、完璧に理解することはできない。

　それどころか、無神経な発言をして傷つけてしまったときもあったかもしれない。同じ景色を見ているのが当たり前だと思っていたことにも、申し訳なさが募る。

　だから諦められてしまっているのかな。それとも、やっぱり私は秘密を告白できるほど信頼されていない？

『愛しているはずの奥さんなのに、酷いな』

　増田部長のひとことが頭にこびりついて、悪いほうにばかり考えてしまう。愛されていると感じるのは、やっぱり自惚れなんじゃないかって。

「どんな慧さんも受け入れるって、言ったじゃない……」

　虚しいひとり言と共に、瞳に溜まっていた涙が冷たくこぼれ落ちた。

　そのとき、玄関のドアが開く音がしてはっとする。慌てて涙を拭い、身体を窓のほうへ向けたまま、リビングに入ってきた旦那様に「おかえりなさい」と声をかけた。

「ただいま」と返す慧さんにちらりと目を向ける。一日ぶりに見る彼は相変わらずクールな表情だが、声には少し穏やかさを感じる。

　笑顔だよ、笑顔。仲直りのきっかけになるかもしれないんだから、笑ってお礼を言わなくちゃ。

　自分に言い聞かせてから、くるりと彼のほうに身体を向け、無理やり口角を上げる。

「昨日、この餞別を受け取りましたよ。綺麗なプリザーブドフラワー、すごく嬉しかったです。ありがとうございました」

　久しぶりに明るい声で言うと、慧さんは「ああ」と頷き、ほんの少し口元を緩める。

「自分で花を選ぶなんて初めてだったから悩んだが、気に入ってもらえたならよかっ……」

　そこで言葉を途切れさせた彼は、私をまじまじと見つめて「一絵？」と困惑気味に呟いた。笑顔を作っていたはずの私の瞳から、再び涙がこぼれていたから。

　ダメだ……緩んだ涙腺はそう簡単に戻らない。慧さんの顔を見たらまた泣けてきてしまった。

「ご、ごめんなさい……！　まさか慧さんからプレゼントをもらえるとは思わなかったから、感激しちゃって」

　私は泣き笑いして濡れた頬を拭う。我ながら苦しい言い訳だし、これじゃ仲直りするどころか絶対に引かれる。

　泣き顔をさらしてしまったものは仕方なく、「最近、涙もろいんですよね。マタニティブルーってやつかな」などとごまかす私に、慧さんが近づいてくる。

　すぐそばに歩み寄ると、彼はこちらに手を伸ばした。背中に当ててそっと抱き寄せられ、久しぶりに大好きなぬくもりに包まれる。

「……ごめん。この間のことは俺が悪かった」

　優しく謝られ、私はぶんぶんと首を横に振った。

　やっぱり、慧さんも謝りたいと思ってくれていたのだろう。私も〝こっちこそごめんね〟と言えば、仲直りできる……はず、なのに。

　きっとそれだけでは、心に巣食う不安や切なさは取り除けない。涙も止まらなくて、彼もどうしたらいいのかわからずにいるのが伝わってくる。

「一絵……君を泣かせたくない」

　困っているような声が降ってきて、抱きしめる腕の力を強められた。

　私自身、わからない。今泣いているのは、愛する人の世界を理解できない悔しさのせいか、自分が信頼されていないのではという悲しさからか、はたまた彼に同情しているのか……。

　ひとつ確かなのは、なにがあってもこの腕を絶対に離したくないという意志、それだけで。

　私はすがるように、彼の背中にしっかりと手を回して抱きしめ返した。




　結局、満足な仲直りはできず、よそよそしい態度を取り続けている私たち。

　予定日は刻一刻と迫ってきていて、新たな家族を迎えるというのに、自分が不甲斐なくて嫌になる。

　いよいよ臨月に突入した十一月後半の金曜日、勤務の調整で午前休を取ることになった麻那と、久々にランチをしに出かけた。彼女と話せば、いい解決策が浮かぶかもしれない。

　本社ビルの近くのカジュアルなイタリアンレストランで、窓の外の色づき始めたイチョウ並木を眺めながら、まったりと話す。

「産休に入って、もう三週間が経つのか。麻那と会うのすごい久しぶりな気がする」

「ほんとだね。もうひとちゃんと社長のいちゃいちゃ話が聞けないから、妄想するしかなくてさ～」

「やめなさい」

　私たちのなにを妄想するというんだ、まったく。

　相変わらずのんびりした口調でおかしな発言をする彼女に、顔をしかめる私。でも、やっぱり麻那と一緒にいるのは気楽で楽しい。

　お腹が大きくなって胃が圧迫されていた最近は、少しの量で満足していたのだが、今日はなんだかたくさん食べられそう。

　ちょっとお腹が張っている気もするけれど、体調はいたって普通だ。

　しばし会社や彼女のプライベートの近況を聞きながら、パスタをいただく。私もそろそろ慧さんとのことを当たり障りのない程度に相談しようと思っていたとき、彼女がなにやら真面目な表情になって言う。

「ねぇ、ひとちゃん。あんまり深く考えないで聞いてほしいんだけど」

「なに？」

　妙な前置きを怪訝に思い、首をひねってフォークを置くと、麻那はやや遠慮がちに話し出す。

「つい昨日、偶然見たの。会社のエントランスで、社長が社外の女の人とふたりで会ってるところ」

　聞き捨てならない内容に、私は息を呑んだ。まさかと思いつつ、真っ先に思い浮かんだ女性の特徴を挙げてみる。

「……その女の人って、長い黒髪のほっそりした美人だった？　二十代後半の」

「そうそう！　なんだ、ひとちゃんも知ってる人かぁ」

　麻那はどこかホッとした様子だが、私は胸がざわめいて仕方ない。瀬在さんの話では、大学以降はずっと関わりがなかったはずだけど、どうしてすみれさんと会っていたのだろう。

「社員に目撃されて当然の場所だし、不倫とかそういう雰囲気ではなかったんだけど、なんかただ事じゃなさそうだったんだよね。気になっちゃってさ」

　麻那の言う通り、ふたりで会っていたからって、安易に怪しい関係だと決めつけてはいけない。自分と高海がいい例なのだから。

　でも、『ただ事じゃなさそうだった』というのはやはり気になる。それに、すみれさんが私たちと無関係ではないのは確かだ。

「その女の人、たぶんすみれさんって人なんだけど、例の投稿をした可能性もなくはないと思ってるの。最近、連絡が取れなくて」

　あまり味気がしなくなってきたパスタを口に運んで思案していると、同じようにして考え込んでいた麻那が、なにかをひらめいたらしく背筋を伸ばす。

「彼女、実名でＳＮＳやってる？　投稿があればなにかわかるかも」

「あ……なるほど！」

　そうか、私はやっていないから頭になかったけど、その方法があったか。

　さっそく麻那に名前を入れて調べてもらうと、わりとすぐにすみれさんらしき人物の写真が載っているアカウントを見つけることができた。

　投稿されているものの中に、私と一緒に行ったカフェのランチの写真もあり、日づけも合っているので間違いない。

　麻那と顔を寄せ、写真を一年ほど遡って見ていたとき、目を疑うものが飛び込んできた。

　よく知っている男性が、すみれさんと笑顔で寄り添って映っているのだ。【彼が誕生日のお祝いをしてくれました】と書かれている。

　同じタイミングで麻那も気づき、驚きの声を上げる。

「えっ、これ増田部長じゃん！」

「だよね……」

　まったく予想外だった繋がりに、開いた口が塞がらない。このことからすると、すみれさんのお腹の子の父親は部長だと考えるのが自然だろう。

「じゃあ、昨日彼女が会社に来ていたのも、部長が絡んでるのかも？」

　顎に手を当てる麻那が呟き、私も同調して頷いていたときだ。

　最新のほうへ戻ると、つい今しがた投稿が更新されたらしい。すごいタイミングだと思いつつ注目して、私は目を見張った。

　どこかの建物から空と街並みを切り取った写真と共に、ぽつりぽつりと記されたメッセージ。

【大好きだった、彼の場所。もう来ることはない。さようなら】

　それを見た瞬間、以前ランチをしたときに聞いたすみれさんの発言が蘇ってきた。

『彼のマンション、古い物件だから屋上に自由に上がれてね。景色はたいしたことないけど、あの開放感が好きでよく癒されに行ってるの』

　ここは、増田部長のマンションの屋上？　だとしたら……とてつもなく嫌な予感がする。

　最悪の事態を想像してしまい、背筋がゾクリとして、私は勢いよく立ち上がった。縁起でもないこの想像は当たらないでほしいが、とにかく今すぐ行かなければと衝動に駆られて。

　急に立ってバッグから財布を取り出す私に、麻那は目を白黒させている。

「どうしたの？」

「ごめん、麻那……私、行ってくる」

「え、ちょっ、ひとちゃん!?」

「また埋め合わせするから。仕事がんばってね！」

　本当に申し訳ないと思うも、テーブルに千円札を二枚置き、彼女の肩をポンポンと叩いて慌ただしく動き出す。

　なにがなんだかわかっていないだろう麻那だが、店のドアへと向かう私に「身体、気をつけてよー！」と叫んでいた。

　増田部長のマンションは、この間送ってもらったときに通りかかったし、一階に本屋が入っているのでわかりやすい。十階建てのレトロなマンションだ。

　レストランからは徒歩十分ほどで着いたが、身重な今は少し駆け足になっただけで息が切れ、かなり疲れる。お腹がぎゅっとなる感覚も、少し強くなっている気がする。

　それでも諦める選択肢はなく、エレベーターに乗り込んだ。

　最上階に着くと、屋上に続いているらしき階段がある。身体を気遣いつつ上り、重い扉を押し開けた。

　そこで目に入ってきたのは、こちらに背を向けて長い髪をなびかせ、手すりに手をかけて立つ彼女の姿。

　やっぱりここにいた……！

「すみれさん！」

　今にも飛び降りてしまいそうに思える彼女の名を叫ぶと、彼女はビクッと肩を震わせてこちらを振り向き、瞠目した。

「どうして……!?」

「こっちに来て話しましょう」

　最悪な想像がだんだん現実味を帯びてきた恐怖で、ぎこちない笑みになりつつも、なんとか話し合いに持ち込もうと近づいていく。

　しかしすみれさんは、これまで見たことのない厳しい表情でぴしゃりと言い放つ。

「来ないで。あなたの不倫をでっち上げたのは私なのよ」

　真実を告白され、彼女まであと二メートルほどの距離で足を止めた。疑惑が当たってしまい、ショックを受ける。

「すみれさん、だったんですね……。どうして、そんなことを？」

　気になっていた理由を問いかけると、綺麗な瞳を伏し目がちにして、ふいと顔を背ける。

「……ずっと羨ましかった。誰からも祝福された結婚をしていて、望まれて授かった子供がもうすぐ生まれる予定で、順風満帆に生きているあなたが」

　それを聞いて、最初にランチしたときの彼女を思い出した。表情が陰り、どこか寂しそうにしていたことを。

「しかも、その相手が慧なんだもの。母子手帳を拾ったときに苗字を見て、まさかとは思ったけど」

　彼の名前が出され、胸の奥で鼓動が重く響いた。すみれさんは苦い笑みをこぼす。

「最初は複雑だった。彼とは周りに押されて試しに付き合った程度の関係だけど、私は彼を好きだったから。でもそれは昔の話で、別れたのも私が彼の事情を受け入れられなかったせいだし、未練はまったくない。純粋に祝福したいと思ってたわ」

　ある程度予想していたが、やはりふたりは一応付き合っていたらしい。

〝彼の事情〟というのは、おそらく色覚障害のことだろう。すみれさんも知っていたのだと思うと、少し複雑な気分になる。

　けれどその話しぶりからすると、彼女は今も慧さんへ想いを持ち続けているわけではないようだ。以前言われた、『ふたりは運命の相手だったのね、きっと』という言葉は、やはり本心なのだと思う。

　ところが、彼女はみるみる悲愴な面持ちになっていく。

「なのに……私は全部失って、祝福したいなんて気持ちはなくなっちゃった」

　自嘲気味にこぼしたとき、びゅうっと強い風が吹いて、すみれさんの足元にあった飲み物の缶が転がった。

　よく見ると、ビールの空き缶だ。まさか彼女が飲んだのだろうかと、私は思わず口を挟む。

「すみれさん、お酒飲んだんですか？　赤ちゃんが――！」

「もういないの！」

　私の言葉を遮って、耐え切れなくなったかのような声が響いた。

　瞬時に察して押し黙る私に、すみれさんはじわじわと涙を溜め、「もう、いないのよ……」ともう一度力無く呟いた。

「十一週で検診に行ったら、心拍も、成長も止まってて……その前までは、確かに心臓は動いていたのに……」

　震える声で語られる事実は、私にとっても胸を抉えぐられるくらい悲しいもので、言葉にならない。まさか、そんなにつらい思いをしていたなんて。

「だから言ったでしょう、全部失ったって。あなたを祝福するどころか、幸せな結婚をしているくせに他の男性とふたりでいるところを見たら、一気に憎らしくなって、ヤケ酒をして……気がついたらあの投稿をしてた」

　その事情を知れば、私の存在は彼女にとって羨みの対象で、別の男性といる場面を見たことで妬みに拍車がかかってしまったのだろうと理解できる。私を陥れる行為をしたのも、しばらく連絡が取れなかったのも、すべて納得した。

「あの子だけが、私の希望だったの。それを失ってしまったら、もう生きている理由もない」

　手すりに掴まっていなければ崩れ落ちてしまいそうな彼女は、やはりここから飛び降りようとしているのだ。

　そう確信し、絶句していた私はなんとか声を絞り出す。

「そんな……でも、彼……増田部長は？　彼だってすみれさんがいなきゃ――」

「あの人にとって、私はそこまで大切な存在じゃないわ」

　すみれさんは生気の抜けたうつろな瞳で、再び私の言葉を遮った。

「見た目通り優しいところもあるけど、実はプライドが高くて気分屋なのよ、あの人。エムベーシックから出向して以来、それがさらに強くなった。出世に失敗して、事実上左遷されたのが気に入らなかったのよね」

　彼女の口から語られるのは、意外すぎる増田部長の素顔。

　彼がエムベーシックから左遷されてきたという噂は当初ちらほらあったのだが、仕事ができない印象もないし、人当たりのいい性格もあって、噂はすぐに消えた。

　しかし左遷されたのが事実なら、自分より年下の慧さんが認められ、社長という座についていることを恨んでもおかしくはない。

　すみれさんは、力なくこちらに目線を向けてさらにつけ加える。

「それと、一絵さんと慧の結婚も」

「私たち？」

「当初、あなたたちのことはエムベーシックでもニュースになったんでしょう。あの人は、慧が出世のためにエムベーシックの社長令嬢との結婚を利用したと思ってる。慧がうまくいっているのに、どうして自分は……って逆恨みしているのよ」

　ああ、だから私にわざと色覚障害のことを話したのかもしれない。私が慧さんに愛されていないと思うように仕向けて、夫婦関係を破綻させるために。あのときの部長は少し雰囲気が違っていたし……。

　彼の隠された一面に動揺する私に構わず、すみれさんは一途な想いを吐露する。

「前は優しかったし、愛情も感じていたの。出向してから多少気が荒くなってたけど、妊娠の報告をしたときはすごく喜んでいたし、『一緒に育てよう』とも言ってくれた。父親になれば、慧への恨みもきっと薄らいで、そんなことより私たちを大切にしてくれるはずって信じてた」

　当時を思い出しているのか、穏やかな表情になったのもつかの間、彼女は再びまつ毛を伏せる。

「でも、一絵さんたちの話をしているうちに口を滑らせちゃって……。慧との昔の関係に感づかれてから、『まだ未練があるんじゃないか？』って疑われて、彼はますます慧への恨みを募らせて、私たちの仲はこじれるばっかり」

「そんな……」

「流産の処置をするときも、彼は来なかった。怖くて、悲しくて、不安でいっぱいになりながら、ひとりで赤ちゃんとさよならをしたの。昨日も話し合ったけど、別れを切り出されて……もう、限界」

　彼女は涙を溢れさせ、おそらく泣き叫びたいのを必死に堪えている。悲痛な気持ちが伝わってきて、私の目からも涙がこぼれていた。

　どれだけつらかっただろう。愛する人とうまくいかず、赤ちゃんさえも失ってしまったら、私も一度は同じことを考えるかもしれない。

　すみれさんは涙を拭うこともせず、私にゆっくり視線を向けて覇気のない笑みを浮かべる。

「たくさん嫌な思いさせてごめんね、一絵さん。慧のところへ行って」

　そう告げた直後、彼女は手すりに体重をかけ、乗り越えようとする。

　私はヒュッと息を呑み、大きく目を見開いた。

「――ダメ！」

　叫んで咄嗟に駆け出した私は、彼女の細い身体にしがみつく。

　私を振り切ろうともがく彼女から絶対に手を離さず、力ずくでなんとか手すりから引きはがした。

　ふたりして地面に倒れ込み、私は肩で息をしながらのっそりと上体を起こす。あと少しで飛び降りていたかと思うと、今になって心臓がバクバクと鳴っている。

　すみれさんも立ち上がる力が入らないらしく、うなだれたまま泣き叫ぶ。

「なんで……っ、なんで、私なんかを……！」

「すみれさんには、生きていてほしいから」

　彼女は決して悪い人じゃない。

　あの投稿もきっと衝動的にしたもので、冷静になったら悪いことをしたと自覚したから消したのだろう。本当に私を恨んでいたら、ずっと消さずに残しておくはず。

　それになにより、酷く苦しんだからこそ、これからもっと素敵な体験をしてほしい。

　彼女は涙でぐしゃぐしゃになった顔を、悔しそうに歪ませた。

「綺麗事言わないで。なにもかも恵まれているあなたに、私のなにがわかるのよ」

　再び吐き捨てられた言葉に、私はぴくりと反応する。今になって、反論したい気持ちがじわじわと込み上げてくる。

　すみれさんは私がなんの苦労もしていないと思っているのかもしれないが、それは違う。うまくいっているように見えるだけだ。

「……なにもかも恵まれている？　順風満帆？　そんな人がどこにいるの……」

　暗い声でぼそぼそ呟く私を、彼女の無気力な瞳が捉える。

「私たちは恋愛結婚じゃない。政略的に一緒になって一年間はずっと片想いのまま、寝室も別で家政婦ロボットって呼ばれて、離婚届まで書いた私の人生が順風満帆だと思いますか!?」

　徐々に憤りを露わにしてまくし立てると、すみれさんは驚いたように目をしばたたかせる。

「り、離婚……!?」

「そうですよ、妊娠していなければお別れしていたかもしれませんね、はは」

　思い返せばなかなかしょっぱいことばかりで、私は自嘲して乾いた笑いをこぼした。

　離婚は回避して距離も縮められたけれど、幸せな今でも苦しいことはある。

「それに……私は慧さんが見えている世界を完璧に理解してあげられない」

　心に秘めていたものを我慢できずに吐露すると、すみれさんは目を見張った。

「きっと一生、どれだけ一緒にいてもわからない。私にとってはそれが、なによりもつらいです」

　言いながら、瞳に熱い膜が張って視界がぼやけていく。

　そう、私が一番つらいのはそれなのだ。慧さんの苦しみを、色覚障害の世界を完全にわかってあげられないこと。

　同じ色で見えていると思っていた景色が実は違っていたのだと知って、正直ショックだった。どうして教えてくれないのか、裏切られたような気持ちもあった。

　でも彼が私に打ち明けないのは、彼なりの理由があるからだと、今なら思える。私が信頼しなくてどうするんだ。

「皆、多かれ少なかれ悩みも悲しいこともあるし、その人の考えや苦しみはその人でなければわからない。すみれさんのつらさも、私には想像することしかできません」

　だけど、慧さんにもすみれさんにも、寄り添うことはできるはず。離婚届を差し出したあのときの自分のように、向き合う努力もせず逃げたりなどはしたくない。

「だから私は、理解しようとすることを諦めない」

　固い地面についた手をぎゅっと握り、自分自身に力強く誓う。そして、懇願するようにすみれさんをまっすぐ見つめる。

「すみれさんも、生きることを諦めないで」

　見開いていた彼女の瞳に光が差し込み、まつ毛についた雫がきらりと輝いた。

　そのとき、私は急に異変を感じて自分の下半身を見下ろす。まるで生理のような、勝手に液体が流れ出る感覚を覚えたのだ。

「あ……？　えっ、ええ？」

　座ったまま身体をひねってお尻を見て、私はギョッとした。お漏らししたみたいに、マタニティパンツがぐっしょりと濡れている。

「ぎゃー！」と思わず叫ぶと、驚いてこちらに来たすみれさんも、私のすぐそばにしゃがんで声を上げる。

「えっ、これって、まさか破水!?」

「どっ、どどどうしよう!?」

　破水って、もう!?　初産は予定日を過ぎることも多いと聞いていたし、まだまだだろうと思っていたのに！

　まさかの緊急事態に、つい今しがたのシリアスな雰囲気はどこかへ吹っ飛び、あたふたする私たち。

「と、とりあえず救急車……じゃなくて、産婦人科に電話！」

　慌ててスマホを取り出したすみれさんが、「えーとえーと」と焦りながら電話帳をスクロールしている。私のために手助けしようとしてくれている姿を見て、やっぱりすみれさんはいい人だと確信した。

　彼女に感謝するも、頭の中は軽くパニック状態だ。

　もしかして、お腹が張っている感じがするのは陣痛だったの？　マジか……！

　このまま出産になるのかな。慧さんは間に合う？

　急に襲ってきた緊張と不安でいっぱいになりながら、私はこれからどうするべきか必死に思考を巡らせていた。
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　今から約二年前、俺がまだマーケティング部長だった頃。

　松岡社長から誘われた一対一の食事会の席で、『君がジョインプレッションの社長になったら、やりたいことはあるかい？』と問われた。

　それまでも何度か経営戦略についての議論は交わしていたし、今回も高級料亭にサシで連れてこられた意図はなんとなく察していたが、この質問で確信した。彼は俺を社長にしたいのだと。

　松岡社長はとても視野が広く、考え方にも柔軟性がある。尊敬できる彼に期待されるのは光栄なことだ。

　俺自身、自分が上に立ったらこうするのにと考えていた部分は多々あり、挑戦したい気持ちもあったので、腹を割って正直に述べた。

　まずは厳しくなりつつある経営を立て直すことが第一だったが、それは最低限の目標であり、俺の夢はまた別のところにある。

「私の目標は、ジョインプレッションが担うすべての広告を、色覚障害者に配慮したデザインで制作することです。将来的にはエムベーシック全体、アプリゲーム事業でも適用していただけるよう働きかけたいですね」

　大きな理想を口にすると、豪勢な海鮮料理が並ぶテーブルの向かいに座る松岡社長が、目を丸くして頷く。

「カラーユニバーサルデザインか」

「ええ。エムベーシックは、すべての人に正確な情報をわかりやすく伝え、どんな人でも楽しめるコンテンツを作る会社としても一流企業であってほしいのです」

　ジョインプレッションの社長になれば、すべての広告を自分の目でチェックして、色彩の微調整を行えるだろう。

　それがエムベーシック全体となると、きっと容易ではない。アプリゲームでも色覚に配慮したものはまだそれほど多くないし、開発にもコストや労力がかかる。

　だからこれは単なる理想論なのだが、語るのは自由だろう。

　松岡社長は「なるほど」と感心したように言い、頼もしい笑みを浮かべる。

「いいじゃないか。ゆくゆくは私の跡を継いで、ぜひ実現してもらいたいね」

　エムベーシックの社長の座はさすがに飛躍しすぎじゃないか、と内心茶々を入れ、俺は苦笑を漏らした。

「こんな理想を語っておいて恐縮ですが……私自身が色覚障害者なのです」

　事実を打ち明けると、彼の表情がすっと真剣なものに変わる。

「万が一にも、重要な決断を誤ることがあってはなりません。私の目ではミスを犯す可能性は低くありませんし、こんな人間がトップに立つことを周囲が認めるとも思えません」

　ビジョンはできていても、実際に社長の役目を全うするのはそう簡単ではない。少なからず批判も出るはずだ。

　この話をすれば、さすがの松岡社長も渋るだろう。そう思ったのだが……。

「なら、秘書をつけたらどうだ？　君が信頼できる人で構わない。誰かいるだろう」

　彼は思いのほかケロッとした様子で、秘書の提案をしてきた。

　面食らって目をしばたたかせる俺に、彼は揺るぎない気持ちを表すような笑みを向ける。

「私はそのくらい、君以上に適任はいないと思っているんだよ。それに、君のような人が名誉ある地位に就いて、色覚の違いに対する姿勢を見せることは、色覚障害者にも勇気を与えるんじゃないだろうか」

　彼の言葉は俺の引け目を払拭し、やる気を後押ししてくれるものだった。偏見もなく、そんな温かい声をかけてくれることが嬉しい。

　しかし、松岡社長にとってはなんの所縁ゆかりもない一社員の俺に、大事な会社を任せて本当にいいのだろうか。理想を叶えるために邁進できるのはありがたいが、なんだか申し訳なく感じてくる。

　まだ少し尻込みしていると、それを察したのかどうかは定かではないが、彼はやや言いにくそうに口を動かす。

「畔上くんに協力すると約束した上で、私の望みもひとつ聞いてくれないか？」

　俺にもなにか役に立てることがあるのかもしれないと思い、背筋を伸ばして耳を傾ける。

「なんでしょう？」

「うちの一絵のことだ。まだ二十四歳だし焦らなくてもいいとは思うんだが、まったく浮いた話がないもんだから、このままじゃ孫の顔も見られないんじゃないかと心配でね……」

　腕を組み、困った表情を浮かべる彼の口から語られたのは、意外な悩み事。

　松岡社長のひとり娘は、今一緒に働いている子なので知っている。真面目ながんばり屋で、社長令嬢といえども地に足がついているしっかりした子だ。

　瞳が大きく愛らしい顔立ちで、男女どちらからも好かれている印象だし、彼氏もすぐにできそうだが。

「一絵さん、デザインの才能がありますよね。仕事熱心で、気取らない性格も好感が持てますし、初めて会ったときのこともよく覚えています」

「おお～、そうか。畔上くんに気に入られていたとは、一絵も隅に置けないなぁ」

　ぱっと顔を輝かせ、嬉しそうににんまりする社長は、ひとりの父親なのだと感じさせられて微笑ましい。

　彼は美味しそうに日本酒に口をつけたあと、少し表情を引きしめて言う。

「どうだろう。娘の意思ももちろん尊重したいし、君にも決まった女性がいなければの話だが、お見合いというのも視野に入れておいてもらえないだろうか」

　今の段階では、彼女に好感は抱いていても、愛せるようになるかどうかはわからない。しかし、結婚することで松岡社長が満足するなら、受け入れようと思った。

　俺も、両親や姉に〝いつになったら身を固めるのか〟と度々聞かれる年になってきたが、女性と付き合うのは面倒だし、いっそ決められた相手とのほうが腹を括れる。

　そもそも、彼女が嫌なら断るはず。というか、愛のない結婚をしたいと思う女性は少ないだろう。そのときはそのときだ。

「わかりました。一絵さんが、私が伴侶でいいとおっしゃるなら」

　その可能性は低いだろうが、とにかく俺は理想を実現させるためにできることをするまでだと決心し、結婚を承諾した。




＊　＊　＊




　一絵を愛し、父親になろうとしている今、お互いに結婚することを選んだのは幸せな運命だったと思う。

　あのときは、こんなに穏やかで、心の芯から温まる毎日を送るようになるとは想像もできなかった。

　今日のように、妊婦検診を行う妻に付き添って産婦人科に来ている自分も。

　八カ月に入ったわが子の姿を初めてエコーで見るために、なんとかスケジュールを調整してやってきたのだ。先月は両親学級に参加したが、母性に満ちた院内の雰囲気はまだ慣れないし、助産師のスタッフに〝パパ〟と呼ばれるとなんともむず痒い。

　しかし、経産婦らしき女性が連れてきている小さな子を見るのは、とても癒される。

　待合室で順番が呼ばれるのを待ちながら、その一角にあるキッズスペースで遊ぶ無邪気な子供たちを眺めていた。

「可愛いなぁ。ママは大変そうだけど」

　隣にゆったりと座る一絵が、微笑ましげに表情を緩める。もうすぐ俺たちもああなるのだと感慨深く思いつつ、「そうだな」と笑みを返した。

　すると、三歳くらいの男の子が遊んでいたボールが、キッズスペースを飛び出してコロコロと転がってきた。一絵の足元で止まったそれを俺が拾い上げ、男の子に渡しに行く。

「ありがと……」と受け取った彼だが、なぜか不満げな顔をしている。どうやら双子らしく、母親はもうひとりの男の子の面倒をみるので手一杯のようだ。

　膨らんだ柔らかそうなほっぺと、小さく突き出した唇がいじらしくて、なにかしてあげたい気持ちになる。

　俺のそばには、恐竜の絵が描かれた絵本が出しっぱなしになっている。それを手に取り、男の子の顔を覗き込む。

「絵本、読んであげようか」

「いいのー!?」

　ぱっと顔を上げて、目をきらきらさせる男の子。ビー玉みたいな瞳は純真そのもので、まさに胸キュンだった。可愛すぎる。

　ブロッククッションに並んで座ると、気づいた母親が「すみません！」と頭を下げる。それを優しく制し、さっそく読み聞かせを始めた。

　独特で面白いそれを読んでいるうちに、自分まで童心に返る。

　最近の絵本はこんなにユーモラスなのか。それに、原色が多くてはっきりしているから、俺でも色が見分けやすい。

　そんな視点で興味深く見ていると、数カ月前に読んだ、色覚障害者が書いた色覚検査についての記事を思い出す。

　彼はその中でこう語っていた。『私は色覚障害であることを知りたくなかった』と。

　学校で色覚検査をしたほうがいいか否か、という問題については、いまだに賛否両論ある。どちらにもメリットとデメリットがあるからだ。

　記事を書いた彼は反対派で、日常生活に支障はないし、差別や偏見に遭うくらいなら知らないほうがいい、という意見だった。

　一絵になら打ち明けられると、自信がついた矢先にこの記事を見た俺は、相手の気持ちを考えると、本当に教えたほうがいいのかと迷い始めた。

　俺はずっと、自分のハンデを理解してほしいと思っていたが、彼女にとってはどうだろう。

　旦那が色覚障害者だと知るのは、ただ精神的な負担になるだけじゃないのか。だったら、特に助けが必要なほどではないのだから知らせなくてもいいのでは……と。

　打ち明けるにしても、妊娠中の今は避けたほうがいい気がする。ただでさえデリケートな身体に、ストレスをかけてはいけない。

　いつか話そうと思う日が来たら、そのタイミングでいいんじゃないか。それくらいの、いい意味で軽い気持ちでいようと決め、今に至る。

　一絵と〝夫婦〟と言える関係になってから、ずいぶん気楽になれてきた。これはとてもいい変化だと思う。彼女を好きになったおかげだな。

　絵本を読みながら、そんなふうに思いを馳せる。いつしか忘れていた、絵本作家になりたかった夢も思い出し、男の子と一緒に楽しんでいた。

　しばらくして一絵に呼ばれ、俺たちの順番が来たことに気づいた。母親に感謝されつつ男の子に手を振って別れ、ふたりで診察室のほうへ向かう。

　一絵は俺に寄り添い、なんだか嬉しそうにニコニコしている。

「慧さんの妻になれて、本当によかった」

「どうした、急に」

「子供と戯れてる慧さんを見てたら思ったの。私、世界一幸せだなって」

　やけに素直に、大袈裟なことを言う彼女が、とびきり可愛く思えた。俺と結婚してそんなふうに感じてくれるなんて、男冥利に尽きるだろう。

　今すぐ抱きしめたい気持ちを一旦封印し、一絵の耳に唇を近づけて囁く。

「……帰ったら、これでもかってくらいキスしてやる」

「え」

　一瞬カチッと固まる彼女も可愛くて仕方なく、口元がだらしなく緩んでしまった。

　どうか、いつまでも今の気持ちのままでいてほしい。俺も君を幸せにする努力をし続けるから。




　そんな穏やかで幸福な生活に、突如投下された一絵の不倫疑惑。

　写真を見たとき、自分でも驚くほどの真っ黒な感情が込み上げてきた。高海と仲がいいのは知っていたし、ツーショットだって何度も見ていたのに、俺も知らないところでふたりが一緒にいた事実を突きつけられただけで、酷く嫉妬した。

　しかも、高海に告白されていたという。一絵に気があるのかもしれないと薄々感じてはいたが、結婚も妊娠もしている状態の今、まさか行動に移してくるとは。

　その事実を聞いたおかげで、それまで取り繕っていた平静さは一気に失くしてしまった。彼女を責めるつもりなどなかったのに。

　一絵は不倫などしないし、あいつに流されることはないと信じている。とはいえ、男に本気で迫られたら力では敵わない。万が一の事態になる前に、少し注意していてもらいたかった。

　それを伝えたかったのだが、嫉妬心が邪魔をして厳しい言葉をたくさん投げつけてしまった。

　しまいには、すみれの話が出される始末。誰かが……いや、おそらく瀬在が一絵に漏らしたのだろうが、過去が蘇ってさらにいら立ちが増幅したのだった。

　すみれは大学時代、一応彼女という存在だった。周りにけしかけられて試しに付き合ってみたという感じの、友達の延長線上のような関係だったが。

　彼女は賢い人で器量もよく、難しい話にもついてきてくれるので気が合った。

　数カ月健全な付き合いを続け、信頼関係が築けてきた頃に、色覚障害のことも話してみようと考えるようになった。それを理解してもらえたら、もっと仲を深められるんじゃないかと。

　そうして打ち明けた結果、すみれはだいぶショックを受けているのが見て取れた。俺と一緒にいるときもぼんやりすることが多く、決して楽しそうには見えなかった。

　俺が生きている世界を奇妙に感じて、距離を置きたがっているのではないか……。

　そう思うと、やはり受け入れてはもらえないんだなと、悲しみよりも諦めに似た気持ちが湧いた。きっと、これ以上一緒にいてもお互い幸せにはなれないだろう。

　俺から別れを切り出し、それを拒まなかった彼女を見て、終わりにするのは正しい選択なのだと感じた。

　これは致し方ないことで、すみれを恨んでもいないし未練もない。ただ、これがきっかけで女性関係は面倒になったし、他人に色覚障害であることを告白するには、ある程度の勇気が必要になった。

　すみれとのことは、俺の中では完全に終わっていて、赤の他人も同然だ。一絵にとっても、知って得することなどなにもない。

　だから、最初にすみれの名を出されたときは知らないフリをしたのだが、今となっては後悔している。たとえなんの関係がなくても、大切な妻に嘘をついた罪悪感は日に日に増すばかりだった。

　そうして一絵が産休に入る前日、俺は出張だったが、労いと謝罪の意味も込めて花を贈ろうと決めた。

　滅多に入らない花屋でひとしきり悩み、結局自分の目に一番綺麗に映ったものを選んだ。出張から帰ったら、あの日きつく当たってしまったことを詫びよう。

　そう決意して帰宅したのもつかの間、彼女はなぜか涙をこぼすものだから、酷く焦り、困惑した。

　感激して泣いているようにはとても見えない。いてもたってもいられず抱きしめると、背中にしっかりと手を回されて、俺とのケンカが尾を引いているとも思いにくかった。

　こんなに泣くほど、一体なにが彼女を苦しめている？

　一絵からは明確な答えは返ってこず、どうしたらいいのかもわからなくて、俺はただただ身重の彼女を包み込むことしかできなかった。




　一絵とぎこちない状態のまま十一月も終盤になり、彼女はいよいよ臨月に突入した。

　社内ではもうＳＮＳの件は話題にされなくなったようだが、今俺の目の前には、例の写真をスマホに映し出して気の毒そうな顔をする男がいる。

〝ご愁傷様〟とでも言いたげに両手を合わせるのは、坊主頭に顎髭を生やした関西人社長。

「愛しの奥さんが不倫疑惑やなんて、心中お察しするわ～」

「疑惑でもなんでもありません。ただのでっち上げです」

　真面目なんだかふざけているんだかわからない堂島社長に、俺は口の端を引きつらせて即座に返した。たぶん、額には怒りマークが浮かんでいる。

　どうやら堂島社長もたまたまあのリプライを見ていて、仕事でエムベーシック本社に出向いた今日、一応俺を心配して会いに来たらしい。

　急にオフィスにやってきて、ご丁寧にスクショしておいた写真を見せてくるものだから、げんなりしつつひとまず二十五階にあるラウンジに移動した。

　そのとき一緒にいた瀬在にも「ひと休みせな！」と社長が声をかけ、三人でフリースペースのテーブル席に座っている。彼はなぜか俺と瀬在をセットにしたがるのだ。

　堂島社長はコーヒーをひと口飲んだあと、眉をひそめてスマホをしまう。

「こんなことされたら、ほんまに胸糞悪いやろなぁ。心当たりがある奴はおらへんの？」

　そう言われて、俺と瀬在は目を見合わせる。彼と推理した結果、ひとりの人物――すみれの可能性が浮上したからだ。

　社内の人間の可能性もなくはないが、今さらあんなことをするのは不自然だ。すみれは一絵とも面識があるようだし、もし旦那が俺だと気づいたなら、あの投稿をしてもおかしくはない。

　ただ、肝心の動機がわからないから、彼女だとは決めつけられないが。

「おそらく外部の人間です。妬みや僻ひがみの部類でしょう」

　堂島社長に詳しい話をしても仕方ないので淡々と答えると、彼は難しい顔をして腕を組む。

「まあでも、火のないところに煙は立たんとも言うやろ。不倫やないとしても、奥さんになんの不満もないとは限らへん。ちゃんと〝好きやで〟って伝えとるか？」

「堂島社長、それは……」

〝あまり聞かないでやってくれ〟と言いたげに、手の平を向けて瀬在が割って入った。なぜなら、その件については俺も悩んでいるからだ。

　以前、久礼社長に『奥さんへの感謝や愛情はちゃんと伝えろよ』とアドバイスされた通り、言葉や態度で示しているつもりだ。

　しかしひとつだけ、〝愛してる〟という気持ちを言葉にして伝えられていない。

　おそらく人生で一度も口にしたことのない言葉を、これまで何度も紡ごうとした。最近では一絵の誕生日に、プレゼントを渡したあとに告げようとしたのだが……。

『一絵』とソファに並んで座る彼女を呼び、振り向いた可愛い妻と視線を絡めた途端、喉がぐっと締まる感覚を覚えた。

『あ……あい』

『うん？』

『あい……アイ、スでも食べるか？』

　こんなにたどたどしくては格好がつかないと、咄嗟にごまかしたものの、どちらにせよ情けない。

　キョトンとした彼女はぷっと噴き出し、『さっきデザートでケーキ食べたばっかりじゃないですか～』と、けらけらと笑っていた。

　甘い言葉は無意識に口にすることがあるのに、改まって告白しようとすると、なぜか出てこなくなる。言い慣れなくて緊張するのだろうか。

　水族館デートのときは自然に告白できそうだったが、あれくらいの勢いがないとダメらしい。

　とにかく、自分の不甲斐なさにひとり落ち込んでいたのだ。

　ため息しか出てこないエピソードを思い返している間に、瀬在がそれを暴露してしまったらしい。堂島社長はテーブルを叩いて「だっはっは！」と豪快に笑う。

「畔上くん……！　あんた、顔に似合わず不器用なんやな～。ワシがたこ焼きやのうて、ふわふわパンケーキ焼くくらい似合わんな～」

「本人、結構気にしてるので、あんまりイジらないであげてください」

　笑いを堪えて肩を震わせる瀬在を、じろりと睨みつけた。こいつの遠慮のなさはときに救われるが、今みたいに恨みたくなることもある。

　傷に塩を塗りたくってくるふたりのおかげで、逆に開き直れそうだよ……などと思っていると、堂島社長が真面目な調子に戻る。

「まあとにかく、嫌がらせする奴がおるっちゅーのは紛れもなく事実やからな」

「……そうですね」

「若くして成功しとる人の周りには、妬む人間や敵がひとりやふたりいてもおかしくない。ゲスい話やけど、案外身内に潜んどったりするんや。気ぃつけたほうがええで」

　彼の忠告はその通りで、以前から俺も警戒していたことだ。すでにブラックリスト入りしている人物もいる。

　俺は表情を引きしめて頷き、「心得ておきます」と返した。

　しばし雑談をして満足したらしい堂島社長を見送ったあと、さりげなく周囲を見回して瀬在に問いかける。

「瀬在、例の件はどうだ？」

「今週中にも調査結果がわかるのではないかと」

　俺の言いたいことをすぐに把握した彼は、声をひそめて答えた。

　先ほど堂島社長も言っていた〝敵〟が、まさに今ジョインプレッションで妙な動きを始めた気配がある。

　その人物は、総務部長の増田。エムベーシックにいた頃、出世のために賄賂を贈っていたことが発覚し、問題になったそうだ。

　ウチへ出向してくることが決まったとき、彼の素行については聞いていたため、当初から目を光らせていたのである。

　彼が俺を目の敵にしているのは感じていたものの、特にこれといった悪さはしていなかった。ところが、ここ数週間でサーバールームに何度か入退室している記録があり、どうも怪しい。

　そこで、興信所に素行調査を依頼したのだ。もしもなにか企んでいることがわかれば、問題を起こされる前に対処できる。

　なにもないに越したことはないが……と思いながらオフィスに戻る最中、瀬在が顔を近づけて耳打ちしてくる。

「不倫疑惑も部長が投下したってことはないんですかね」

「なくはないが、あの書き方はなんとなく女性的な感じがするんだよな」

　俺も真っ先に疑ったのは増田だったが、〝不倫しています〟と敬語を使っているのが引っかかった。

　万が一これがすみれだったとして、同じタイミングで増田が妙な動きを始めたこととなにか関係が……いや、さすがに考えすぎか。

「カラーユニバーサルデザインの企画も順調に進んでいるし、あまりゴタゴタは起こしたくないですね」

　心配そうな瀬在の声で、思考をビジネスのほうへ戻す。

　俺は以前から、色覚障害者に配慮したデザインを積極的に取り入れるよう、エムベーシックの関連各社にかけ合っている。中でも、特に力を入れてほしいのは社内研修だ。

　見え方についての知識を正しく理解し、アドバイスや実践ができると認められた者に与えられる資格がある。それを取得するための研修を行い、技能を持つ有資格者のデザイナーを増やしていくことを提案していた。

　今、それぞれの会社でようやくその取り組みが進められてきている。ジョインプレッションがそのモデルとなるため、問題を起こして印象を悪くするのは避けたい。

「もちろん、こんなことで足止めを食らうつもりはない。守るよ、大切なものは自分の手で」

　力強く宣言すると、瀬在の顔にも頼もしい笑みが浮かんだ。




　数日後、素行調査の結果が届き、俺たちは意外な事実を知った。

　増田が名簿業者と会っている旨が記されていたのは、おおかた予想通りだったので驚きはしない。サーバールームに出入りしていることから、個人情報を盗んで売ろうと目論んでいるのだと想像がついていた。

　業者との会話からは、次回会うときにデータを渡すという内容が聞き取れたらしい。それを漏洩されでもしたら、ジョインプレッションにとって死活問題となる。

　セキュリティ対策は厳しくしているので、そう簡単に盗めないはずだが、方法を探ったり機会を窺ったりしているのだろう。

　意外だったのは、彼が会っていたもうひとりの人物――すみれだ。

　ふたりは増田のマンションに入っていくのを目撃されていた。まさか、本当に繋がりがあったとは。

　いくらか動揺しつつも、ひとまず瀬在と共に増田への対応を考える。そうして帰宅する際、一階のエントランスで見覚えのある女性を見つけた俺は、思わず足を止めた。

「すみれ……？」

　十年近く会っていないにもかかわらず、髪型もファッションもそれほど変わっていなかったのですぐにわかった。

　キョロキョロしていた彼女は、俺に気づいて目を見開く。苦い過去が蘇ってきて胸がざわめくが、彼女はなんだか焦っている様子でこちらに近づいてきた。

「慧！　ちょうどよかった……あなたに忠告しておきたいことがあって」

　久々に会ったというのに、それを感じさせない調子で話しかけてくる。どうやら、緊急の用事らしい。

「あなたの会社に増田って男がいるでしょう。あの人、なにか悪巧みしているみたいなの。慧を陥れることをするかもしれないから、気をつけて」

　話の内容は俺たちも危惧していることだったが、増田はすみれに漏らしていたようだ。それをわざわざ伝えに来るほどだ、近々行動に移そうとしているのかもしれない。

　一応ふたりの関係を知らない体で聞いてみる。

「どうしてすみれが増田部長のことを？」

「……付き合ってるの、一応ね。一カ月くらい前に私と慧との関係に感づかれて、それからますますあなたを敵視してる。もう恨むのはやめてって何度も言っていて、今夜も話すつもりだけど、たぶんダメだと思う。だから心配なのよ……慧も、彼も」

　眉を八の字にして言うすみれは、心底憂いている様子だ。そりゃあ、愛する人に悪い行いはしてほしくないだろうな。

　増田が今になって動き出したのは、俺たちの過去を知ってさらに恨みを募らせたせいだったのか。いろいろと腑に落ちて小さく頷いた。

「それなら手は打ってあるから大丈夫だ。ご忠告どうも」

　端的に礼を言い、革靴を鳴らして彼女の横を通り過ぎる。しかし、ＳＮＳの件を思い出して足を止めた。

「すみれ」

　声をかけると、彼女が静かに振り向く。

〝一絵に汚名を着せるようなマネをしたのは君なのか〟と喉元まで出かかったが、証拠もないのに責めることはできない。

　思い止とどまった俺は「……いや、なんでもない」と言い、踵を返そうとした。すると、今度は彼女のほうから声が投げかけられる。

「ごめんなさい、慧」

　声と同じく重く沈んだ表情の彼女を見て、複雑な心境になる。

　今の謝罪には、様々な意味が込められているように感じた。色覚障害を受け入れられなかった過去のこと、ＳＮＳと今回の増田の件。すべてに対して申し訳なく思っているのではないかと。

　すると、彼女はそのうちのひとつについて語り始める。

「私は、あなたを差別的な目で見たことは一度もない。でも、一緒にいると色覚障害のことばかり考えちゃって、慧との未来が見えなくなっていた……。今さらだけど、大学時代はちゃんと言えなかったから」

　当時の彼女の本心を知り、小さなカサブタが剥がれたような感覚を覚えた。

　すみれは俺を拒絶しているのだと思っていたが、それは勘違いだったらしい。彼女も真剣に悩んでいたのだと思うと、心苦しくなる。

　だが、すべては遠い昔の話。

「本当に今さらだな。もうどうでもいいことだ」

　君も気にしないでほしいという思いを込めて、言葉はそっけなくも柔らかい口調で返した。

　すみれはどこかへ舞っていってしまいそうな、儚げな笑みをふっと浮かべる。

「……そうね。最後に伝えられてよかった。たぶんもう、あなたにも、奥さんにも会うことはないから」

　彼女は意味深な言葉を残し、「じゃあね」と長い髪をなびかせて俺の横をすり抜けていく。

　そこにどんな思いが秘められているのかはわからないが、深追いする気もなく、俺は去っていく彼女をただ見つめていた。




　翌日、瀬在と共に増田を注意深く観察していた俺は、彼がサーバールームのほうへ向かうのを確認して席を立った。目配せした瀬在もついてくる。

　サーバールームは一番奥まったところにあり、入退室はＩＣカード認証で管理している。それが解錠される前に、「増田部長」と呼び止めた。

　ぴたりと動きを止めた彼に、単刀直入に尋ねる。

「失礼ですが、ＵＳＢなどお持ちではありませんか？」

　ゆっくりこちらを振り向いた眼鏡の奥の瞳は、普段の穏やかさが消えていた。

「……いや、持っていませんが。どうして？」

「念のための確認です。最近、頻繁にサーバールームを出入りしているようなので」

　俺がなにを疑っているか、すでに気づいているはず。彼はわずかに動揺を表して目を逸らした。

「総務のサーバーを確認しているだけですよ。失礼だな」

「申し訳ありません、警戒心が強いもので。あなたが名簿業者とお会いしていたという情報も掴んでいますし、セキュリティ意識を高めなければと思っていたんです」

　名簿業者の話を出した途端、増田は表情を強張らせ、ギクリとしているのがわかった。ここまで調べられているとは予想外だったのだろう。

　俺も見くびられたものだと思いつつ、厳しい視線をまっすぐ向けて告げる。

「もしもよからぬことを企んでいるのなら、もう一度お考え直しください。それは、あなたの身を滅ぼしてまでする必要があることなのか」

　俺たちは秘密保持契約を結んでいるので、違反したとなれば増田もただでは済まされない。

　それは当然わかった上での計画なのだろうが、自分も罰せられてまで俺への恨みを晴らして、本当に満足できるのかは疑問だ。

　目を逸らして葛藤している素振りを見せる彼に、違う角度から思い直すよう伝えてみる。

「……昨日、小宮山さんが会社に来ましたよ」

　すみれの名を出した直後、増田は目を大きく開いて明らかな反応を見せた。やはり、彼女の存在も大きいらしい。

「増田部長のことを、とても心配していました。あなたが心底大切なのだと思います」

　昨日見た苦しげなすみれの顔を思い返して言うと、増田はまつ毛を伏せてフッと鼻で笑う。

「……こんな男が大切なわけないだろ。そばにいたら、あいつを不幸にさせるだけなんだから」

　本性を現したような荒っぽい口調で、自嘲気味に吐き捨てた。それはどこか切なげでもある。

　昨日すみれは、『私と慧との関係に感づかれて、それからますますあなたを敵視してる』と言っていた。もしかしたら増田は、すみれを深く愛していて彼女への罪悪感もあるのに、様々な嫉妬が行きすぎて自分でも制御できない状態になっているんじゃないだろうか。

　己の身もろとも俺を陥れるやり方を選んだのは、自分への罰のつもりだったのかもしれない。

　彼は伏し目がちなままこちらに足を踏み出し、俺たちの脇をふらりとすり抜ける。ひとつ深呼吸をすると、さっぱりとした口調になって言う。

「そうですね、やめておきます。ここまでバレているのに続けるのもバカらしいので。畔上社長には敵わないな」

　口の端を持ち上げているが、目は笑っていない。本当にこれでやめることにしたのか、半信半疑でフロアに戻る増田のあとに続く。

　総務部に戻るかと思いきや、制作部と仕切られた辺りで足を止めた彼は、急にこちらを振り向いた。

「でも社長、あなたは社員の皆に隠していることがありますよね？」

　眼鏡を押し上げながら周りに聞こえるくらいの声でそう言われ、俺は眉をひそめる。増田の瞳には攻撃的な色が滲む。

「色覚障害者のあなたがデザインに関わる制作会社の社長になれたのは、実力でもなんでもなく、松岡社長の娘と結婚したからじゃないんですか？　一絵さんを利用したってことですよね」

　増田の声を聞いて一瞬静かになった周囲が、この発言で一気にざわつき始めた。

　……ああ、どうやらこの男は俺を陥れる方法を変えたらしい。

　色覚障害のことは、きっとすみれと話していて気づいたんだな。それは仕方ないが、この場で社員にバラすとは、まったく面倒なことをしてくれる。

　瀬在は絶句して目を見開き、そばにいた高海は唖然として「社長が、色覚障害者……？」と呟いた。

　オフィス内がざわめく中、増田は卑しい笑みをわずかに浮かべる。

「ダメじゃないですか、せめて奥様には本当のことを言わないと。だから、代わりに僕が教えておいてあげました。だいぶショックを受けていましたよ」

　――そのひとことで、こめかみの辺りがドクンと脈打つのを感じた。

　言ったのか？　一絵に……。あのとき泣いていたのはそのせいか。

　俺の事情を知って悩み、どうしていいかわからなかったに違いない。他人から又聞きしたのは、よりショックだっただろう。

　皆に色覚障害を暴露されたことよりも、故意に彼女を苦しませようとしたことに怒りが湧き上がる。

　瀬在も憤りを必死に堪えている形相で、「部長……」と呟いた。睨みつける俺に構わず、増田は飄々と挑発を続ける。

「欠陥を狡猾さでカバーしただけの人間に、社の命運を握らせていていいのか、正直懸念しています。ここにいる皆も不信感を募らせるんじゃないですかね。奥様ひとり大切にできていないようですし――」

　好き勝手を言うその口を黙らせたくなり、彼の横の壁にドンッ！と握った手をついた。増田も、他の社員たちも押し黙る。

「私の秘密を暴いて、ご満足いただけましたか？」

　俺よりやや背の低い増田を見下ろし、冷笑を浮かべる。オフィスはしんと静まり返っていた。

「私が色覚障害者なのも、その知識が社内に浸透する頃に公表しようとタイミングを窺っていたのも事実だ。それについては言い訳するつもりはありません」

　騙していたつもりなど毛頭ないが、そう受け取られても仕方ない。それは承知しているが、黙っていられない部分もあり、「しかし」と続ける。

「色覚障害は人によって程度が様々で、障害というよりもその人の個性の一部のようなものです。私は自分が生まれ持ったその性質と向き合って、力を発揮するべくこれまでやってきた。それを〝欠陥〟だの〝狡猾〟だのとおっしゃるのは、私を支えてくれる人たちや社員に対しても冒ぼう涜とくになると思いますが」

　自分が欠陥品だと思っていたのは、他でもない俺自身だった。その劣等感を、松岡社長や瀬在、一絵たちがプラスに変えていってくれたのだ。

　色覚障害の理解を深め、協力してくれている社員たちも同じ。増田の発言は、俺を取り巻くすべての人に対して失礼に値あたいする。

「それに……なにより許せないのは、俺の最愛の妻を苦しめたことだ」

　拳を握る力を強め、社長の鎧よろいを脱ぎ捨てて、ひとりの男として言わせてもらう。

「政略結婚だから愛がないとでも？　俺が彼女を利用しているだけだと、本気で思っていたのか？　一絵を悲しませる奴は、本当なら殴り飛ばすくらい造作もないんだけどな」

　ナイフのごとく鈍く光る鋭い視線を、目を見張る彼に突き刺して、抑えきれない怒りを滲ませる。

「一絵に会えたから、俺は俺のままでいいと思えるようになった。彼女がいない世界は、それこそ色も輝きも失う。そのくらい、俺は心から彼女を愛している」

　本音を吐き出すと、増田はぐうの音も出なくなったのか、もう皮肉を言うこともなくただ呆然としていた。

　ふいに、口元を片手で覆った瀬在が、俺にしか聞こえない程度の小さな声で呟く。

「慧さん……社員の前では言えるのかよ……」

　心の中で、〝あ〟と間抜けな声が漏れた。

　本当だ、気づけば熱い告白をしていた。どうして一絵じゃなく、こんなロクでもない男と多くの社員たちの前で。

　一気に冷静になって増田から身体を離すと、近くにいた高海が俺の顔をまじまじと見て口を開く。

「社長、そんなにあいつのことを愛していたんですね。ちょっと感動しました」

　穏やかに微笑む彼から出てきたのは、意外な言葉。ぎこちなく辺りに目をやると、皆一様に締まりのない顔でニヤニヤしている。

「素敵なご夫婦ですねぇ～」

「色覚障害のこと、もっと勉強しようって思いました」

「安心してください。これからも社長についていきますから」

　口々にそんな言葉がかけられ、胸の奥がじんわりと温かくなる。これまで、思ったことを遠慮なく口にして煙たがられるときが多かったと思うが、今回は好感を持ってもらえたらしい。

　いい社員に恵まれたことに感謝し、口元を緩めて「ありがとう」と返した。

　しかし、すぐに気恥ずかしさでいたたまれなくなり、俺はぎゅっと眉根を寄せて「仕事しろ」と一喝する。

　皆、それを照れ隠しだと察したらしく、笑って返事をしながら各々のデスクに戻っていった。

　取り残されたのは増田だけ。居心地が悪そうに顔をしかめている彼に、俺は挑発的な笑みを向ける。

「まだ言い足りないことがあれば聞きますが」

「……今日のところは降参します」

　彼は悔しさと決まりの悪さが入り交じったような表情で言い、眼鏡を押し上げた。

　まだなにかしでかす雰囲気もなくはないが、今の言葉はほぼ負け惜しみだろう。社員に不満を抱かせようとした計画は失敗したのだから。

　おとなしく総務部に戻っていく彼を見送り、俺と瀬在はひとまず修羅場を乗り切ったことに胸を撫で下ろした。




　ひと悶着起こしている間に休憩時間は少なくなり、急ぎめで昼食を食べる。そうして慌ただしく午後の予定に向かおうと、ビル内の廊下を歩いていたとき、スマホが鳴った。

　着信の相手は一絵だ。仕事中にかかってくることは珍しく、先ほどの告白のくだりもあって、なんとなくドキリとしつつ応答する。

「一絵、どうした？　悪いが、これから役員会なんだ」

『すみません、忙しいときに。あの……実は破水しちゃって、これから病院に行ってきます。たぶんこのまま入院になるかな』

　……破水？　入院？

　ぴたりと足を止めて、両親学級でも聞いた言葉を頭の中で反すうし、俺はギョッとした。

「もう生まれるってことか!?」

　つい大きな声を出してしまい、すれ違う人が困惑気味に振り返るが、そんなのはどうでもいい。

　破水って、普通は生まれる直前に起こるものだろう？　予定日までまだ何週間もあるのに、もうそのときが来るのか？

　心の準備が整っておらず動揺しまくる俺とは反対に、一絵は案外冷静に返してくる。

『まだ陣痛が弱いから、早くても夜になるんじゃないかって。だから焦らないで、仕事してきてください』

「そんなに落ち着いていられるか……！」

『大丈夫。どうしようもなくなったらお母さんを呼ぶし、私も今は余裕だから』

　彼女は気楽に笑っていて、確かにドラマでよく見るような切迫した状態ではなさそうだ。こちらもすでに執行役員の面々はそろっているはずだし、今中止にするわけにもいかない。

　すぐにでも駆けつけたい衝動を抑え、決心する。

「役員会が終わったらすぐに行く。ひとりにさせてごめんな。……がんばれ」

　陳腐な励まししかできない自分が情けないが、一絵は『うん。待ってます』と力強く応えてくれた。

　この一大事を乗り切ったら、溢れそうな想いを君に伝えるから。俺が行くまで、どうかがんばっていてくれ。

　一絵と、俺たちの子の無事をひたすら願い、なんとか気持ちを落ち着かせて再び歩き出した。




　役員会を終え、瀬在に頼んで予定を調整してもらった俺は、慌ただしくオフィスをあとにした。

　一絵から電話をもらってから三時間は経っているが、早くても夜になるとの言葉を信じれば、まだ余裕はあるはず。

　そう踏んでいた俺は、産婦人科に着いて早々、考えが甘かったことを思い知る。

「奥様、予想以上に陣痛の進みが早くて。今、分娩室に移ってもらおうとしているところです」

　スタッフの女性から聞かされて、一気に緊張が走る。案内された陣痛室という名の個室には、ベッドから立ち上がろうとしている一絵がいた。

　俺に気づいて「けぇさん……！」と泣きそうな顔で呼ぶ彼女に、急いで駆け寄る。

「一絵、大丈夫か」

「なんか、あっという間に余裕なくなっちゃったんだけど、間に合ってよかっ……いったぁぁ……！」

　陣痛には波があると聞いていたが、痛いときがやってきたらしく、俺の腕にしがみついて堪えている。

　俺は腰をさすり、「がんばれ、一絵」と声をかけるしかない。痛みが引いたタイミングでなんとか分娩室に移動し、分娩台に上がることができた。

　しかし、子宮口とやらが全開になるまであと少しらしい。耐え続ける一絵の手を握ることしかできない自分に歯がゆさを感じていると、彼女は痛みが引いている間にこんなことを言い出す。

「慧さん……無事生まれたら、焼肉、食べに行きましょ……」

　こんなときに食べ物の話かと、ほんの少しだけ緊張も口元も緩む。

「ああ、焼肉でもなんでも連れていってやる」

「私が、しっかりお肉焼くから、心配しないで」

　荒い呼吸をしながら放たれた言葉に、ドキリと心臓が波打った。

　一絵が伝えたいのは、自分が食べたいのではなく、色覚障害者の俺を連れていってあげたいということなのか？

「お寿司も、ウニとわさびを間違えないように、私が見てる、から……っ！」

　また痛みが襲ってきたらしく、「ううぅぅ」と耐える。力一杯、俺の手を握ってくる彼女が心配でたまらず、とりあえず宥める。

「わかったから、しゃべらなくていい」

「し、しゃべってたほうが、気が紛れるんで……」

　ゼーゼーと肩で息をする一絵に、助産師の女性が「畔上さん、もうすぐいきんでいいから集中！」とツッコんだ。

　しかし、彼女はまだ話し続ける。

「紅葉も、桜も、見に行きますからね……っ！　慧さんがいなきゃ、寂しいから」

　紅葉は、もみじ単体なら赤だとわかるが、緑の山の中に混ざっていると見つけにくい。だから、人は綺麗だと言う景色が俺にはそうも思えなかった。

　桜吹雪は美しいと感じるし、八重桜はピンクだとわかるが、ソメイヨシノはすべて白だと思っていた。

　一絵は俺の見え方を自分なりに理解して、同じ景色を一緒に楽しもうとしてくれているのだ。

「補い合えば、いいんです……。夫婦って、そういうものでしょ？」

「一絵……」

　汗だくになって微笑む妻が、なによりも美しく、愛おしい。彼女を見つめる瞳に熱いものが込み上げ、視界が揺れた。

　自分が一番苦しんでいるときに、俺のことを考えているなんて。君は、なんて強い人なんだろう。

　彼女の懐の深さ、偉大さに感動し、細い手をしっかりと両手で握った。

　ほどなくして子宮口が全開になったと告げられ、今度は我慢ではなくいきむよう指示された。さすがに話す余裕もなくなり、意識はすべてわが子へと向けられる。

　壮絶な痛みに耐えながら、何度も力を込める一絵を見守るのもつらく、数十分が永遠のように長く感じられる。

　まだか？　あと少し。もう少し、がんばれ――。

　必死に祈っていたとき、一絵の手からふっと力が抜けた。それとほぼ同時に、励まし続けていた助産師たちの声色が変わる。

「おめでとうございます～！」

　小さな身体を取り上げるのが見え、祝福の声と愛らしい泣き声が響き渡った。

　言葉にならない初めての感動で、胸がはち切れそうなほどいっぱいになる。

　……生まれてきてくれたんだ、俺たちの子が。奇跡を目にしたこの瞬間は、きっと一生忘れない。

　赤ちゃんの身体を拭き、計測をする助産師から、「元気な女の子ですよ」と笑顔で伝えられた。俺は心底安堵して、脱力している妻を労う。

「一絵……！　よくがんばったな」

「よかった……痛かったぁ～」

　涙を滲ませて正直な声を上げる彼女がいじらしい。手を握ったまま、乱れた髪を撫で、疲れ果てていても綺麗な彼女に笑みを向ける。

「ありがとう、本当に」

「慧さんも……ありがと」

　瞳を潤ませて微笑む彼女をますます愛しく感じ、わが子共々早く抱きしめたくなる。

　溢れんばかりの幸せに包まれた、その直後だった。

　一絵の顔からすうっと笑みがなくなったかと思うと、「寒い……」と呟くのが聞こえた。握っている手が急にガタガタと震えだし、それは全身に伝わっていく。

「一絵？」

　異常が起きているのは明らかで、言い知れない恐怖に襲われる。心電図がこれまで聞いたことのない音を鳴らし、助産師たちが緊迫した声をかけ合う。

「出血量、千二百ミリリットル、血圧下がってます」

「白しろ藍あい総合病院に連絡して」

　状況は一気に焦眉の急と化して騒然とする中、俺は朦朧としている一絵に声をかけ続ける。

「一絵、おい、しっかりしろ！」

　もう力が入っていない手を握りしめ、思わず頬に手を当てた。

「生まれたら楽しいことたくさんするんだろ？　三人で帰るぞ、絶対に」

　いつか彼女が言っていたことを口にすると、うつろな瞳が俺を捉える。そして、ほんのわずかに口角を上げた。

「けい、さ……だい、すき……」

　――一絵の口から聞いた、初めての告白。その囁き声を届けてすぐ、瞼が完全に閉じられた。

　全身から血の気が引いていく。もうこのまま目を開けないんじゃないか――そんな縁起でもない予感が駆け巡り、感じた経験のない恐怖に支配される。

　何度も名前を呼びかけるも彼女の反応はなく、俺は助産師のひとりに分娩室の外へ連れ出されてしまった。そして、冷静な彼女にこれからの対処について聞かされる。

「出血量が多く、ショック状態を起こしています。輸血などの処置を行うため白藍総合病院に搬送しますので……」

　耳には入ってくるが、ただ文字が羅列されているような感覚で、頭ではなにも考えられない。

　呆然としている間に救急車が到着し、一絵はストレッチャーに乗せられていた。救急車の中へ運ばれていく彼女に、手を伸ばしそうになる。

「一絵……」

　胸を引き裂くような不安と後悔で声が震え、祈ることしかできないもどかしさで頭を抱える。

　お前、まだ俺たちの子を抱いていないだろ？　まだ、ちゃんと仲直りもできていない。〝愛してる〟って言葉も伝えていないんだ。

　頼む。どうか、どうか無事で――。
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　――赤ちゃんの声が聞こえた。

　ずっと包まれていた温かい海がなくなって戸惑うような、私を求めるような、可愛い泣き声。

　ああ……無事生まれたんだ。めちゃくちゃ痛かったけど、外の世界に触れさせてあげられて、本当によかった。

　その喜びに浸る間もなく、急に雪山に放り出されたみたいに寒くなってきて、意識が遠退いて、慧さんの声だけが聞こえてきた。

　そういえば、好きって気持ちを伝えていないのは自分だって同じじゃないかと、陣痛を耐えながら気づいたんだ。私、バカだなぁって。

　だから、意識が薄れていく中、これだけは言っておかなきゃと思った。

　私、ちゃんと伝えられたかな。あなたが大好きって――。




「……え……一絵！」

　頭に響く声が徐々に大きくなってきて、重い瞼をうっすら開く。柔らかな明かりと共に人影が入り込んできた。

　視界がクリアになってくると、愛しい人がとても心配そうな顔をして覗き込んでいるのがわかる。

「……慧、さん……」

「一絵……。ああ、よかった……本当に」

　心底安堵した様子でため息を吐き出す彼は、瞳が潤んでいるように見える。慧さんが涙目になるなんて、何事……？

　ぼんやり考える私の耳に、「妻が目を覚ましました」と言う声が入ってきて、はっとした。

　そうだ。私、出産してすぐに気を失ったんだ。赤ちゃんはどうなったの？

　身体に力が入らなくて動かせないし、下半身が痛いと実感し始めつつ、慧さんに真っ先に問いかける。

「赤ちゃんは？」

「保育器に入ってる。体重は少なめだけど、問題なく元気だって」

　微笑みかける彼の答えに心からほっとして、「よかったぁ……」と私も笑みをこぼした。

「慧さんは抱っこできたの？」

「いや、まだだ。でもすごく可愛いよ」

「いいなー、どうして産んだ本人が見られないんだろう……ズルい」

「ごめん」

　うらやましげな視線を送って唇を尖らせてみたものの、バツが悪そうにする慧さんが可愛くてすぐに笑った。

　しかし、私の髪を撫でる彼の表情が、みるみる切なげに変わっていく。

「一絵が意識を失くして、本当にどうなるかと……。もう目を開けないんじゃないかって、怖くてたまらなかった」

　声を震わせ、子供みたいに怯えた弱々しい姿を見るのは初めてで、心配させて申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　点滴がついていないほうの手をなんとか動かし、彼の頬へと伸ばす。

「もう大丈夫。ずっとそばにいます」

　安心させたくて微笑むと、慧さんは涙を堪えるように綺麗な顔をくしゃっとさせる。頬に触れた私の手を取った彼の、伏せたまつ毛の先はわずかに濡れていた。

　ほどなくして先生が現れ、私の状態を確認する。血圧が低いままなので安静にしていなければならず、赤ちゃんに会えるのはしばらくおあずけとなってしまった。

　まさか自分が出血多量で緊急搬送されるなんて。高海の『生きて戻ってこい』発言が冗談じゃなくなったわ。

　なにより、わが子に会えないのが本当につらい。早く顔を見て、抱き上げたくてたまらない。

　すっかりヘコんだお腹を少し寂しく思いながら、慧さんにそのもどかしい思いを吐き出すしかなかった。

　彼から聞いたところ、私が眠っている間に私の両親も来てくれたらしい。とても心配していたが、命に別状はないことと、時間も遅いので今日は帰ってもらったそう。

　両親もひと足先に赤ちゃんを見て、可愛いを連呼していたみたいだけど、やっぱり先を越されたのはジェラシーでいっぱいだ。

　慧さんは、ベッドの傍らに座ってずっとついていてくれる。それに感謝しながら、ゆっくりと話をすることにした。

　すみれさんの事情に、慧さんはとても驚いていた。でも彼女はあれから、破水してしまった私のためにタクシーを呼んだり、車内が濡れないよう上着を貸したりしてくれたのだ。

　もう死のうなんて考えないでほしい。すみれさんは、困っている人を助けられる素敵な女性なのだから。

　一方の慧さんも、会社で増田部長とひと悶着あったというから、私も驚いた。まさか社員の皆にまで慧さんの事情を暴露するなんて。

　しかし彼はそれよりも、私に対して罪悪感を抱いているようだ。

「色覚障害のこと、俺から伝えられなくて悪かった。一絵なら受け入れてくれると思っていたが、気を揉ませてストレスをかけたらいけないし、せめて妊娠中は避けるつもりだったんだ」

　ああ、やっぱり私のためを思って明かさなかったのだと、それを聞いて心が軽くなった。

　でも私、陣痛に耐えている間、色覚障害のことであーだこーだとひとりしゃべっていたよね。慧さんは気を悪くしなかっただろうか。

「私、さっき失礼なこと言ってませんでしたか？　必死すぎてうろ覚えで……」

「俺を感動させることしか言ってないよ。焼肉、食べに行こうな」

「はっ、焼肉！」

　そういえば、そんな間抜けな発言もしたっけ……。なんでそれで感動できるの!?

　変な顔をする私に慧さんはクスクスと笑って、今日はずっと握ってくれている手を幾度となく包み込んだ。

「紅葉も、桜も見に行こう。一絵となら、どんな景色も輝いて見えるから」

　嬉しい言葉をもらえて、鼓動が優しく弾む。

　手の平から全身に伝わるぬくもりを感じながら、彼の話の続きに耳を傾ける。

「俺の目に映っているのは、普通の人からすると少しくすんだ色味なんだろう。自分が特別だと知ってから、ずっと周りの人たちが羨ましかった。皆が綺麗だと言う世界は、一生体験できないから」

　改めて聞くと切なくて、私の表情がわずかに曇った。ところが、彼の瞳はとても穏やかに細められる。

「でも、俺にも見つけられたんだ、その世界を。一絵を愛したから」

　――彼の口から初めて紡がれたひとことに、私は目を見開いた。

「水族館の魚も、俺にとっては似たような色だったけど、一絵と一緒にいると綺麗だと思った。バラの花も、君の顔を思い浮かべれば一段と美しくて。なんてことない日常も、うまくいかなくて闇の中に落ちても、どんなときも君がいるだけで俺の世界は鮮やかになる」

　一気に涙が込み上げ、ひと粒、またひと粒と目尻を伝う。

　慧さんにとって、自分がそんなに大きな存在になっていたなんて。

「俺に希望を与えてくれてありがとう。君を愛せて本当に幸せだ」

　愛おしすぎる彼の微笑みが、どんどん溢れる涙で見えなくなってしまった。

　彼の気持ちを一瞬でも疑ったことを後悔する。それくらい、欲しかった言葉以上のものをもらえた。

　なのに、もっと声を聞いていたいし、笑顔を見ていたい。触れていたい。愛というのはどうしてこんなに貪欲なのだろう。

　慧さんの指が私の涙を拭い、頬を包み込む。鼻先が近づいて、優しい口づけを交わした。

　久しぶりの甘いキスに満たされる私に、彼は少しだけ唇を離して呟く。

「三十年以上生きてきて、初めて告白した。心の中では毎日言っていたのに」

　初めて知った事実にキュンとしつつ、私たちはどこか似ているのかなと思う。私もずっと想い続けていたのに、それを伝えそびれていたから。

　ちょっぴり間抜けな自分たちに笑ってしまうけど、慧さんからの愛情を感じていたのは確かだ。

「ちゃんと伝わってましたよ、慧さんの愛。でも……言葉にしてもらうと、こんなに嬉しいものなんですね」

　瞳を潤ませたまま幸せいっぱいの笑みを浮かべると、彼は情熱と憂いを入り交じらせて唇を弓なりにする。

「もう後悔したくないから、嫌ってほど言うよ。これからも毎日、死ぬまでずっと、ずっと愛してる」

「私も……一生愛してます」

　ありきたりな常套句も私たちにとっては新鮮で、何度も囁き合う。

　さらにたくさんキスをして、ケンカしてから空いたままだった隙間はみるみる埋まっていった。

　ほつれそうになった糸はまた結び直す。それを繰り返しながら、絆を強くしていくのが夫婦なのだろう。

　キスが止み、甘い吐息を漏らした私は、彼を見つめて「ひとつ、聞きたいことがあって」と切り出す。

「私が作ったポートフォリオは、どんな色に見えていたんですか？」

　慧さんが色覚障害者だと知ってから気になっていたのだ。緑系に加工した空は、何色に見えていたのか。

　彼は昔を懐かしむような目をして、ためらいなく答える。

「夕焼けに見えた。綺麗なグラデーションの」

　それを聞いた途端、私は感動して目を輝かせた。

「すごい……神秘的！」

　率直な感想を口にすると、慧さんは驚いたように目を丸くする。

「同じ絵でも見る人によって色が違うって、やっぱりすごいですよね!?　……あ、そんなふうに言ったら失礼なのかな？　でも、純粋に素敵だなって感動して――」

　いつの間にか元気が戻っていてぺらぺらと話している最中、慧さんがこちらに身を屈めてきた。

　仰向けになったままの私を優しく抱きしめ、感極まったような、しっとりした声を紡ぐ。

「ありがとう。やっぱり君は、俺を幸せにする天才だ」

　自分が感じた気持ちは彼にとっても嬉しかったようで、私は安堵の笑みをこぼして抱きしめ返した。「今の言葉、そっくりそのままお返ししますよ」と囁いて。

　あなたのおかげで、私の世界も幸福な色で埋め尽くされているから。




＊　＊　＊




　――私たちに家族が増えた日のことは、毎年同じ日に素敵な思い出話として語るようになった。

　一週間後に三年目を迎えようとしている今日は、慧さんが運転する車で彼の実家に向かっているところ。

　後部座席のチャイルドシートには、娘の〝いろは〟がぬいぐるみで遊びながら座っている。細くて柔らかな長い髪は、不器用なりに試行錯誤して編み込みにしてあげた。

　もうすぐ三歳になる彼女はお絵かきが大好きで、絵の才能は慧さんに似てほしいと切実に願う。

　もうひとり隣にいたら、いろはももっとお出かけが楽しくなるかな。なんて漠然と思いながら、「にゃんたん、にゃんたん」と猫のぬいぐるみに話しかけている彼女に声をかける。

「いろは、皆に会ったらご挨拶ね」

「うん！　じーじとねー、ばーばとねー……んーと」

　もうひとりの名前が思い出せないらしいので、「ゆいちゃん、だよ」とあだ名を教えてあげた。

　今日は結子さんが帰国していて、いろはと会わせてあげられる。小学生にして王子様イケメン街道まっしぐらの息子くんも連れてきているそうなので、目一杯遊んでくれるだろう。

　結子さんと前回会ったのは半年以上前だけれど、彼女の写真はよく見せているから、いろはも顔は覚えていて楽しみにしている。

　私たち夫婦は、慧さんの実家の『いろはちゃんを預かるから』というご厚意に甘えて、一日ふたりきりで過ごさせてもらう予定だ。

　ふたりでデートをするなんていつぶりだろう。嬉しいし楽しみだけど、なんだか緊張しちゃう。

　すっかり〝母親〟になっているんだな……と実感していると、以前の予想通り完璧なイクメンとなった慧さんが、バックミラーに目をやっていろはに話しかける。

「今日はパパがママをひとりじめしてもいい？」

　ちょっぴりいたずらな顔をする彼のひとことに、娘はキョトンとして首を傾げる。

「ひとり……？」

「ひとりじめ。パパだけが、ママとお話ししたり手を繋いだりできるってこと」

「え～」

　ズルい！と言いたげにほっぺを膨らませる彼女に、慧さんはおかしそうに破顔した。

「ごめん。いろはと同じで、ママのことが大好きなんだ」

　キュンとするひとことをさらりと口にするので、私の顔に締まりがなくなる。

　いろはが生まれて以来、慧さんは惜しみなく愛のフレーズを放ってくるようになり、とにかく甘い。言われすぎると飽きるかと思いきや、まったくそんなことはなくて、私はそのたびドキドキしている。

　約三年前、生まれたいろはに会いに来た麻那から、あの日会社で起きた増田部長との騒動について教えられて驚愕したっけ。慧さんが皆の前で、私をどれだけ愛しているかを説いたというから。

『私に向かって言うより先に、公開告白してたってこと!?』

『そうらしいね～。でも、自分がいないところで愛を語られるってのも、嬉しいものじゃない？』

　にっこりしてそう言っていた麻那に、私は深く共感した。

　皆に宣言したおかげで、育休が明けて復帰したときにはすっかり慧さんに愛妻家のイメージがついていたし、本物の夫婦だと認められたようで嬉しかった。

　増田部長はその一件以降、社員たちから冷たい目で見られるようになってしまい、一度は辞めようとしたらしい。

　しかし、慧さんや瀬在さんが『簡単に逃げるな』と一蹴し、結局現在も働いている。もう問題を起こすことはないものの、たまに現すブラックな素の部分が今では逆に面白いと、社員たちにイジられているみたいだ。

　カラーユニバーサルデザインの配慮もだいぶ浸透してきて、近々ゲーム事業のほうでも色覚障害者のためのアプリがリリースされる。

　私も先日、ＭＵＤ教育検定というものを受けて資格を取得したし、有資格者の社員が増えてきている。

　これらはすべて慧さんが先導したこと。社を越えて皆の意識を高めさせたのは、本当にすごいことだと尊敬する。ただ、父が『やっぱり俺の見る目があったな』と満足げにしているのは、若干ウザいけれど。

　そんな旦那様はいろはを宥めるのも上手で、慧さんの実家に着く頃には、すっかり私をパパに貸す気になっていた。

　モダンな豪邸の玄関で、ご両親よりも結子さんが先に私たちを出迎えてくれる。

「ハロー、いろはちゃん！」

「はろー！」

　いろはは結子さんのテンションにも物怖じせず、元気に挨拶を返した。人見知りせず愛想を振りまくわが子は、一体誰に似たのだろう……。

　結子さんは満面の笑みでいろはを抱き上げ、頬ずりしている。

「一絵ちゃんに似て、か～わ～いい～」

「俺にも似てるだろうが」

　仏頂面ですぐさまツッコむ慧さんに笑っていると、ご両親や息子くんも出てきて、いろはを中へ連れて行ってくれた。

　ご機嫌な彼女に手を振って見送り、お義母様に改めて頭を下げる。

「今日はすみません。いろはのこと、よろしくお願いします」

「いいのよ～、誘ったのはこっちなんだから。むしろ、いろはちゃんを預けてくれてありがとう」

「一日だけだけど、夫婦水入らずでゆっくりしてらっしゃい」

　快く逆にお礼を言ってくれるお義母様に、にっこり微笑む結子さんが続く。

　少し照れつつ慧さんと目を見合わせると、彼は「じゃあ、お言葉に甘えて」とクールに言い、自然な仕草で私の手を取った。




　一時間半ほどかけて向かったのは箱はこ根ねの温泉宿。ここでまったりと過ごすつもりだ。

　全室に露天風呂がついている大人限定の隠れ宿は、とても静かで風情があり、客室もサービスもハイクラスで文句のつけどころがない。

　落ち着きのある和洋室で、まず贅沢な懐石料理に舌鼓を打ったあと、ゆっくりと湯船に浸かった。

　芦あしノの湖こを眺められる景色も最高。紅葉も綺麗で、現実を忘れてしまいそう。きっと慧さんも同じように思っているだろう。

　檜の浴槽の縁に腕をかけ、「はあ……幸せ～」とため息を漏らすと、後ろからするりと手を回される。背中に厚い胸板が密着し、チャプンと音を立てるお湯と共に心臓が跳ねた。

　振り向いた途端、軽く唇を奪われ、濡れた髪を掻き上げた彼が甘く微笑む。

「やっぱりふたりきりの時間も必要だな。いろはがいたら、こんなことできない」

　セクシーな囁きが鼓膜を揺らしたかと思うと、耳を甘噛みされながら胸の膨らみを捏ねられ、ゾクゾクとした快感が駆け巡る。

「可愛い、一絵」

「あっ……ん、慧さん……」

　官能的に触れられるのは久しぶりだし、非日常なシチュエーションのおかげで、敏感に反応してしまう。

　すべて知り尽くしている私のあらゆる弱い部分に彼の指が伸びてきて、このまま快楽に身を委ねてしまいたくなる。

　……が、なけなしの理性を総動員して、彼の胸を押し返した。

「っ……待って、まだ入ったばっかりでしょ！　景色も温泉もじっくり堪能しないと」

「じゃあ、そのあとで一絵を堪能させてもらうよ。すでに俺の指を飲み込んでるここ、焦らしたらより美味しくなりそうだしな」

「こらー！」

　からかう旦那様に色気のない声で返すのは、もうお決まりになっている。彼はおかしそうに笑い、いたずらな手を休めて私を後ろから抱きしめた。

　穏やかな時間が訪れ、火照った肌を撫でるそよ風と、流れる水音に癒されながら、離れた場所にいるわが子に思いを馳せる。きっと皆に可愛がってもらっているだろう。

　今頃楽しんでいるのは、いろはだけではない。

「麻那も新婚旅行に行ってるのか～、いいなぁ。イタリア、私も一度は行ってみたい」

「家族旅行もいいけど、子供が手を離れたらふたりでいろんなところに行こう」

　うっとりする私に慧さんが言い、十数年後を楽しみにして微笑み合った。

　麻那は数カ月前に結婚式を挙げ、彼女も奥様になった。お相手は大学時代の同級生で、実は長いこと付き合っていたのである。

　だから旦那様のほうもよく知っているし、結婚報告されたときは感動して泣きそうになった。これからもっともっと幸せになってほしい。

　そして、私たちが心配していた高海も、ちゃんと前に進んでいる。

「高海も彼女と同棲を始めるんですよ。このまま結婚までいけばいいな」

　彼は去年新卒で入社してきた子と意気投合して付き合い始め、順調に愛を育んでいるようだ。

　彼女が高海のことを大好きなのが伝わってくるし、本当によかったと祝福している。……のだが、そうでもない人がここにひとり。

「あいつが人の妻に手を出そうとしたことは一生忘れない」

「根に持ちすぎ」

　高海の話をすると慧さんはいまだにムスッとするので、私は口の端を引きつらせてツッコんだ。

　高海のほうは、増田部長との一件で慧さんの本気度がわかったらしく、完全に身を引いていたのに。この人がここまでヤキモチ焼きだったとは。

　呆れた笑いをこぼしていると、幸せ真っ只中にいるもうひとりの人物を思い出した。

「あとすみれさん、もうすぐ予定日だ。無事生まれてほしいですね」

　あれからすみれさんは、増田部長とはきちんとお別れし、新たな道を歩み始めた。その選択で運命の出会いを果たしたらしく、次に付き合った人と結婚し、再び赤ちゃんを授かったのである。

　私が入院しているときにもわざわざ会いに来て、迷惑をかけたことを真摯に謝ってくれた彼女。ちょうど一緒にいた慧さんにも、『一絵さんほど、あなたを想える人はきっといない。素敵な人に恵まれたわね』と声をかけていた。

　しばらく話をしたあと、すみれさんはすっきりとした調子でこう言った。

『ふたりを見て、このままじゃいけない、今を変えようって決心できた。私も、幸せになることを諦めないわ』

　彼女の表情は明るく、生気を取り戻した花のようで、私はとても安堵したのだった。

　今度こそ彼女も赤ちゃんに会えるはず。そう信じて青い湖を眺めていると、慧さんの唇が額に触れる。

「俺たちも、ふたり目がんばろうか」

　そのひとことにドキッとするも、私も同じ気持ちだったから頬が緩む。

「私も思ってたの。いろはをお姉ちゃんにしてあげたいなって」

「ああ。ただ……また一絵になにかあったらと思うと、正直不安でもある」

　彼は抱きしめる腕の力を強め、複雑そうな心境を吐露した。

　確かに、出産は本当に命懸けだと身をもって痛感したし、万が一のことがあったら慧さんだけでなくいろはも悲しませる。それを想像すると、私も少し怖い。

「また同じことが起こらないとは限らないけど……でも、後悔したくない」

　たぶん、今ふたり目を作らない選択をしたら、やっぱり産んでおけばよかったと、あとから思う気がする。そうなってからでは遅いし、単純に欲しい気持ちのほうが強いのだ。

「だって、いろはすごく可愛いんだもん。大好きな人との子だから当然かもしれないけど、やっぱりもうひとり欲しい」

　慧さんを見上げて無邪気に笑うと、一瞬目を丸くした彼も、ふっと表情をほころばせた。

「そんなふうにおねだりされたら、応えるしかないよな」

　妊活を始める気になってくれたらしい彼は、湯船の中で私の身体を向き合わせ、とろけそうな瞳で見つめる。

「俺も、君と愛し合った証を残したいよ」

　甘い言葉に照れてしまい、俯きそうになる私の顎が持ち上げられ、濃密に唇が重ね合わされた。

　首筋から胸へと移る舌に反応して身体をしならせ、彼の濡れた髪を掻き抱く。すでにとろけているところにも指を沈められ、お腹の奥がじんじんしてくる。

　すっかり熟されたそこから、彼はすんなりと入ってきた。繋がって、私の中が彼でいっぱいになる感覚が愛おしい。

　身体と一緒にお湯も揺さぶられ、派手に水音を立てて波打っている。

「はぁ……んっ、溢れちゃう……」

　恍惚としてほぼ無意識に口から出ていた言葉を聞き、慧さんは男らしい色気に満ちた顔で私を見上げる。

「お湯が？　それとも俺の愛か」

「……どっちも」

　照れつつそう答えると、汗とお湯を滴らせる彼は、艶かしく口角を上げる。

「溢れても問題ないくらい注いでやる」

　自信たっぷりな態度は、会社だけでなく抱き合っている最中にも顔を出すようになったみたい。

　それは私を安堵させ、満たしてくれて、元々の相性の良さに拍車をかけてどっぷりと溺れていくのだ。

　ただの男と女になった私たちは、熱く濡れる浴槽で、ひと休みしてからまたベッドの上で。

　まるで付き合いたての恋人のように、貪欲にお互いを求め合い、注がれる愛を余すことなく受け止めた。




　――一週間が経ち、いろははめでたく三歳になった。

　私が腕によりをかけて作ったごちそうやケーキを食べ、私たちの両親や結子さんからのプレゼントに埋もれて、彼女は最高に嬉しそう。

　たくさんお祝いをして、今年もいい誕生日になったと私も満足する。

　ところがベッドに入る前、慧さんがもうひとつのプレゼントを差し出した。薄くて正方形に近い本らしきものに、可愛い包装紙がかけられている。

「いろは、誕生日おめでとう。これはパパから」

「わーい！　ありがとー！」

　私たちからもおままごとのセットをあげたのに、まだなにか用意していたらしい。いろはを挟んでベッドに座り、私はキョトンとして慧さんに目をやる。

「なに？」

「開けてみて」

　促された通りに包装紙を開けて、私は目をまん丸にした。

　背表紙に可愛くデフォルメされた動物たちが描かれている、どう見ても手描きの絵本だったから。

　その瞬間、結子さんから聞いた慧さんの夢の話を思い出し、バッと顔を上げる。

「えっ……もしかしてこれ、慧さんが描いたの!?」

「制作期間三カ月」

「すごーい！」

　得意げに唇を弓なりにする彼を、尊敬を通り越して拝みたくなる。忙しい日々の合間に、娘のためにこんな作業をしていたなんて、愛の賜物じゃないですか。

　私は感激して目を輝かせ、興奮気味にいろはに言う。

「この絵本、パパが作ったんだって」

「パパすごーい！」

　私と同じリアクションをする娘に、慧さんは愛しそうに微笑んで小さな頭を撫でた。

「よんでよんで」と言う彼女を真ん中にして三人でベッドに入り、私もわくわくしながら表紙をめくった。

　しかし、初っ端からツッコみどころ満載だと気づく。

「〝どうぶつたちがくらすまちに、うまのようなかおをしたねこちゃんと、ねこのようなかおをしたおうまくんがいました〟……ってちょっと」

　これ、絶対私が描いた馬ヅラ猫を元にしているよね？　私より数十倍上手だけど。というか、顔は入れ替えなくてよくない？

　キモ可愛い猫と馬に、いろははケラケラと笑い、私はじとっとした目線を慧さんに向ける。彼はいたずらっぽく口角を上げ、「はい、続き」と促した。

　まあ、とりあえず進んでみるか。と、ほのぼのした会話を読んでページをめくる。

「〝ねこちゃんとおうまくんは、いっしょにくらしているのに、おたがいのことがよくわからないままで、なかよしとはいえません〟」

　そこまで読んで、はっと気づいた。この猫は私で、馬は慧さんがモデルなのではないかと。

　再び彼に目を向けると、私の考えを肯定するように微笑んで頷いた。見方がガラッと変わり、興味深く絵と文字を追う。

「〝あるひ、ねこちゃんはこのいえをでていくといい、そこではじめて、おうまくんはこうかいしました〟……」

〝どうして、きづかなかったんだろう。こんなにすきなのに〟

　慧さん……もしかして、私が離婚届を渡したあのときにはもう、好きになってくれていたの？

　胸がぎゅうっと締めつけられるのを感じながら読み進みていくと、お馬くんがいろいろなシーンで後悔した様子が描かれている。

　初めてのデートで告白できなかったこと、ケンカして傷つけてしまったこと、気持ちを伝えられないまま、猫ちゃんが危険な状態に陥ったこと……。

　そのどれもが自分たちに重なって、慧さんがどれだけ私を想ってくれていたのかがわかった。

　あの十カ月間、私たちはずっと、愛し合いながら葛藤していたんだね。

　目頭がじんわりと熱くなり、揺れる文字をなんとか追っていく。

〝こうかいばかりで、かっこいいとはいえないおうまくんでしたが、ひとつだけ、ほこれるものがありました。それは〟

「〝ほんとうにたいせつなものをみつけ、てばなさなかったことです〟」

　震える声で読み上げると同時に、ぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

　思えば慧さんは、仕事では自分の信念を貫いて理想を実現させ、気持ちに気づいてからは私をしっかり繋ぎ止めていた。

　不器用だけど一途なのだ。そんな彼が、心から愛おしい。

　なにものにも代え難い存在となった二匹の物語を読み終えたとき、いろははいつの間にか眠りに落ちていて、幸せそうな寝息を立てていた。

　私は泣いてしまったことが恥ずかしくて、涙を拭いつつ「すごい、感動しちゃった」とへらっと笑ってみせる。

「でも、いろはにはちょっと難しいかもね？」

「いいんだ、今はわからなくても。それにこれは、母親四年目になった一絵へのプレゼントでもあるから」

　慧さんはこちらに手を伸ばし、頬に手を添えて、いくつになっても美麗な笑みを浮かべる。

「いろはを産んでくれて、俺を愛してくれてありがとう」

「……こちらこそ、ありがとう」

　私も何度だって感謝したい。悲観していた結婚生活が幸福に一変したのも、かけがえのない宝物を授かったのも、すべてあなたのおかげだ。

　これからも一緒に未来を彩っていこうと心に誓い、穏やかで甘いキスを交わした。

　私たちの間には、すやすやと眠る愛娘と、カラフルに描かれた唯一無二の美しい世界が横たわる。

　これは、私たちが最愛の夫婦になるまでの――トツキトオカの物語。
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ヒヨクレンリなふたり




　桜の蕾が膨らみ始めた三月、大安のその日は、私にとっても期待と不安が目一杯に膨れ上がる一日だった。

　ジョインプレッションの社長就任を目前に控えた彼が、私の旦那様になる。今日の結婚式はそのお披露目の形式的なものであり、永遠の愛を誓う儀式とは言い難い。想っているのは私だけなのだから。

　それでも、やっぱり結婚式には憧れがあった。純白のウェディングドレスを纏うだけで、お姫様気分を味わえるのは悪くない。

　ヘアメイクも普段とは見違えるほど綺麗にしてもらった自分を、好きな人に見てもらえるのも嬉しい。畔上部長はどんなリアクションをするだろうかと、ドキドキしながらブライズルームで待っていた。

　そうしてご対面した途端、私たちはお互いにカチッと固まった。

　私は、部長の正装姿に思わず見惚れてしまったのだ。シルバーのタキシードが彼のカッコよさを引き立てていて、眼福すぎる。

　一方、私を凝視する彼の口から出たのは、ロマンチックのかけらもないひとこと。

「……誰」

「あなたの妻になる者ですが？」

　瞬時に冷静さを取り戻した私は、口の端を引きつらせ、やや刺のある口調で返した。

　そりゃあそうだ。いまだにただの部下同然で、妻とは名ばかりの女のドレスアップした姿を見たって、なんとも思わないだろう。

　結婚生活への期待と不安をかけた天秤は、後者のほうが重く沈み始める。

　それもつかの間、慧さんからほんの少しだけ焦ったような声が返ってくる。

「悪い、あまりに綺麗で驚いた」

　ドキ、と心臓が鳴り、心の天秤が再び均等になる。

〝綺麗〟って、やっぱり口にされるとお世辞でも嬉しいものだ。率直にものを言う彼だから、きっと本心なのだろうと思うと、余計に。

　単純で現金な自分に呆れると同時に、頬を火照らせた。

　数十分後、ついに挙式が始まろうとしているとき、扉の前に並んで立った部長が「松岡さん」と呼ぶ。

　そういえば、入籍も済ませたのに、お互いにまだ他人行儀な呼び方のままだった……と気づいた瞬間、淡々と問いかけられる。

「キスは唇にしていいのか？」

「へっ!?　あっ、あ、はい……！」

　声を裏返らせ、しどろもどろになりつつ頷いた。

　そうだ、このあと誓いのキスが待っているんだった！　どうしよう、正直嬉しいけどめちゃくちゃ緊張する。嬉しいけど。

　ガチガチになる私を見下ろし、部長はふっと小さな笑いをこぼす。

「そんなに緊張していたらバージンロードでつまづくぞ。周りは皆、着飾ったカカシだとでも思っておけ」

「お、思えません……」

　招待している人はお偉いさんがほとんどなのだ、さすがにカカシには置き換えられない。

　私とは違ってこんなときでも肝が据わっているなぁと感心していると、彼は凛々しい表情で声をかける。

「なら、君は俺だけ見ていればいい」

　そのひとことに、心の奥がかすかに疼いた。

　彼は、私が緊張しているのは大勢の参列者がいるからだと思っている。だからこそのアドバイスなのに、ときめいてしまう私は本当におめでたい。

　でも、純粋に嬉しいんです。好きになったあなたと、形だけでも夫婦になれること。

　いつかこの関係はうまくいかなくなって、お別れするときが来るかもしれないし、その逆もある。だったら、前向きな可能性に懸けてみたい。

　チャペルの扉が開かれる直前、彼がこちらに肘を曲げた腕を出して言う。

「しっかり掴まってろ、一絵」

　初めて名前で呼ばれ、胸がきゅうっと締めつけられた。遠慮がちに、けれどしっかりと手を絡ませる。

「はい……慧さん」

　私も改めて覚悟を決めるように名前を口にして、新しい道を一歩踏み出した。




＊　＊　＊




　約七年前の、一生に一度の思い出が詰まったアルバムを、五歳になった娘がなぜか持ち出して玄関のほうにトコトコと走っていく。

　まさかと思い、小さな宝物を抱き上げてあとを追うと、やはり彼女は立ち話している男性陣にそれを見せびらかしていた。

「みてみて、けっこんしき！　ママ、きれいでしょー」

「ああ、誰よりも綺麗だ」

　割って入ってきたいろはの頭を撫で、柔らかな笑みを浮かべるのは私の旦那様。それを見て感慨深そうにしているのは、日曜にもかかわらず届け物があってやってきた秘書様だ。

「泣けてくるなぁ……このときは無愛想だった慧さんが、今こんなふうにデレデレになってるなんて」

　瀬在さんは片手で目元を覆って泣きマネをしている。彼の言う通り、結婚式では私に甘い言葉や笑みを向けることなどなかったのだから、慧さんの変貌ぶりには改めて驚く。

　そんな私たちの経緯を瀬在さんは知っているとはいえ、六年も前の、しかも強張っている顔ばかりの写真を見られるのは恥ずかしい。

「すみません、瀬在さん。お見苦しいものを……」

「なに言ってるんですか。ふたりの言う通りお綺麗ですよ」

　相変わらずの王子様対応に癒されていると、彼はやや目線を落として破顔する。

「洵じゅんくん、こんにちは。かっわいいなー」

　小さな手を握る瀬在さんと共に、私も腕の中でキョトンとしているわが子を見つめて笑った。

　生後六カ月の洵は、待望の男の子。二度目の出産は大きなトラブルもなく、無事安産だった。

　男の子もすごくすごく可愛くて、本当に愛くるしい。ふたり目の育児もてんやわんやだが、家族が増えて幸せすぎる毎日だ。

　慧さんがサポートしてくれるので助かっているし、いろはも弟ができたのが嬉しいらしく、世話を焼いてくれる。

　彼女は心身共に順調に成長していて、すっかりおませさんだ。

「あたし、おおきくなったら、せじゃいしゃんとけっこんしたい！」

「えっ」

　今も突然そんな宣言をするので、私たちはそろって戸惑いの声を上げた。名前噛みまくりだし。

　慧さんにギロリと睨みつけられた瀬在さんが、ビクッと肩を跳ねさせる。それもつかの間、慧さんはシュンとして、いろはに悲しげに問いかける。

「パパじゃないのか……？」

「パパはママのものでしょ」

〝あたりまえじゃん〟と言いたげな彼女の言葉に、慧さんは一瞬目を丸くしたあと、表情を緩めて「そうだな」と頷いた。

　微笑ましいやり取りにほっこりしていると、瀬在さんがその場にしゃがみ込んだ。いろはと目線を合わせ、優しく微笑む。

「いろはちゃん、僕にも大切な人がいるんだ。君が大きくなった頃には、僕なんかよりずっと素敵な人が現れるよ」

　実は瀬在さんにはすでに奥様も子供もいる。彼が結婚した当時は、女性社員がかなりショックを受けていたっけ。

　いろはも「えー」と口を尖らせていると、慧さんが据わった目で瀬在さんを見やる。

「お前……娘の夢を壊すなよ」

「いいのかダメなのか、どっちなんすか!?」

　親バカな彼へのツッコミはごもっともで、私は呑気に笑い声を上げたのだった。




　せっかくなので上がってもらおうとしたものの、瀬在さんは遠慮してすぐに帰っていった。

　そのあともいろはは、コロコロと転がっている洵の隣で結婚式のアルバムを見ながら、「おひめさま、いいなぁ……」と呟いている。

　どうやら彼女は、結婚したらお姫様になれるものだと思っているらしい。ドレス姿に憧れているだけなのだろう。

　やっぱり子供らしいなと微笑ましくなりつつ、離乳食の準備をしていたときだ。

「でもこのママたち、らぶらぶじゃないねー」

　ギクリとするひとことが聞こえ、私は洵と遊ぶ慧さんと目を見合わせて、ぎこちなく笑う。

「そ、そう？」

「だって、ぎゅってしてない」

　いろははページをめくりながら、これもこれも、と指差している。

　そうか、今は結構子供たちの前でもハグはしているからな……。彼女の言う通り、このときは全然らぶらぶではなかったけど、それ以前に結婚式ではイチャつけないからね……。

　私が当たり障りなく答えようとするより先に、いろはが無邪気に言う。

「パパのえほんの、ねこちゃんとおうまくんみたーい」

　ずばり当てられて、私は目を丸くする。慧さんとまたしても視線を合わせ、照れ笑いを浮かべた。




　夜になり、子供たちがしっかり眠ったのを見届けてから、ソファに座って少しだけ夫婦の時間を過ごす。いつの間にかこれが日課になっていた。

　私はついさっきまで読んであげていた、猫ちゃんとお馬くんの絵本をテーブルに置き、昼間のことを思い返して苦笑する。

「びっくりした。いろはがあんなこと言うとは」

「子供って案外鋭いよな」

　その言葉に深く同意する。最初は愛し合っていたわけではなかったことを見抜かれたのも、この絵本のモデルが私たちだと感づかれそうなこともすごい。

　慧さんは懐かしそうな目をして、自作の絵本をぱらっとめくる。

「洵も本が読めるようになったら、なにか描いてやるか」

「うん、ぜひ！」

　子供たちもきっと喜ぶし、彼自身のためにも描いてほしいと、私は笑顔で頷いた。

　あとから聞いたところ、慧さんは色覚障害だとわかってからずっと、白黒でしか絵を描かなかったそう。だからこの絵本は、彼がなにも気にせず自由にたくさんの色を使って描いた、特別な思いが詰まったものなのだ。

　彼の叶えられなかった夢が、こんなふうにして形にできることを嬉しく思っていると、絵本がパタンと閉じられる。

「……この前、一絵がいない間にいろはが熱出したとき、気づけなくてごめん」

　急に申し訳なさそうな調子で言われ、私は目をしばたたかせる。

「少し元気がないかなってくらいにしか思わなくて、放っておいてしまったから。顔色がわかれば、もっと早く対応できたかもしれないのに」

　それを聞いて、わずかに胸が痛んだ。そういえば色覚障害者の中には、〝青白い顔〟や〝真っ赤な顔〟というのが、どんな色なのかよくわからない人もいるのだった。

　でも、そうやって真剣に考えてくれることがなにより大事だと思う。

「顔色以外にもサインはたくさんあるから、それを見逃さないようにすればいいんですよ、お互いに。私だって完璧じゃないんだし」

　顔色の違いがわかっていても気づかないときもある。だから自分を責めないでほしくて微笑みかけると、慧さんも表情を緩めて頷いた。

　そこで、ふとあることが頭に浮かんで、ひとり言をこぼす。

「顔色がわからないってことは、気づかれてなかったんだ……よかった」

「なにが？」

「結婚式の誓いのキスのとき、私たぶん顔真っ赤だったから」

　キョトンとする慧さんから目を逸らし、私は自分の頬を両手で覆った。

　あのとき、絶対ゆでダコみたいになっていたはずだもの。滑稽な顔がバレなくてよかった。

　次の瞬間、手を取られて露わになった頬にキスをされた。それだけではやまず、耳に唇に、首筋にと、じゃれるように口づけされて思わず身をよじる。

「ひゃっ……ど、どうしたの？」

「やっぱり一絵は素敵な人で、好きだなと思って」

　彼は嬉しそうに微笑み、噛みしめるようにそう紡いだ。

　慧さんこそ何年経っても魅力的で、一挙一動が私の心を揺さぶるというのに。

　照れてしまって肩をすくめる私を片腕で抱いた彼は、何度も何度もキスをして、いたずらに甘く触れた。

　とろんとした視界に、愛おしそうにこちらを見つめる彼が映る。

「今も、君は赤い顔をしているんだろうな」

　私も自分の顔色はわからないが、きっとその通りだろう。ふふっと笑って頷く。

「私をそうさせるのはいつもあなたですよ」

「はあ……これ以上俺を惚れさせてどうする」

　困ったようなため息交じりにひとりごちる慧さんも、ほんの少し頬が紅潮していた。

　これは私にしか見えない、彼の慕情を感じさせてくれる色。

　ふたり一緒なら、どんな世界も愛めでられる。これからもずっと、私たちの物語は色鮮やかに続いていく――。
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あとがき




　本作をお手に取ってくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。

　離婚話から始まる、予想外の愛されマタニティライフ、お楽しみいただけたでしょうか。不器用なふたりだったので、少しじれったかったかもしれませんね。

　今回、色覚障害という少々難しい内容を扱いましたが、人との違いを受け入れる姿勢の大切さを改めて考えさせられました。私自身、人と比べて落ち込むことも多々ありますが、趣味の小説を書きながら生きているだけですごいぞ！と自分を甘やかすのも大事だなと。……なんか違うか（笑）

　この作品を執筆している最中、偶然にも小学生の長男に色覚検査の案内が来たので、すごいタイミングだな！と驚きましたし、とても身近に感じた問題でもありました。

　人それぞれという点では妊娠や出産も同じで、本当に神秘的だと思います。一絵にもすみれにも大変な思いをさせてしまいましたが、新たな命を誕生させるのは奇跡の連続ですよね。それにしても、陣痛に耐えながら話す一絵、あっぱれです（笑）

　ちなみに、慧さんが話していた久礼社長は、「早熟夫婦～本日、極甘社長の妻となりました～」にヒーローとして登場しています。ちらっと出てきた白藍総合病院も、「前略、結婚してください～過保護な外科医にいきなりお嫁入り～」の舞台になっていますので、そちらもお読みいただくとまた楽しいかと思います。

　またサブの誰かを主人公にしたスピンオフも書きたいですね。関西人社長、堂島のおっちゃんも場を和ませるいい要員になるので、今後の作品にちらほらモブで登場させるかもしれません（どうでもいい）。

　最後になりますが、今回初めてお世話になった担当の篠原様、ライターの森岡様、制作に携わってくださった皆々様に感謝しております。

　イラストレーターの蜂不二子様、しっとりとした雰囲気で細部まで美しく描いてくださり、ありがとうございました！　ふたりが素敵すぎて何度も眺めております。

　そして、本作をお読みくださったすべての読者様に、心よりお礼申し上げます。次回はもうちょっとラブコメ色強めの作品を書きたいなと目論んでおりますので、またお会いできたら嬉しいです。これからもどうぞよろしくお願いいたします！
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